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会 報 


日 本 学術 会 議 第 五 期 会 員 選 挙 の 件 


1. 選挙 期 日 本 年 11 月 20 日 。 
2. 選挙 規則 改正 の 要点 に つい て 

(4) 第 下期 (昭和 31 年 の 選挙 ) 有権者 で あつ た 者 は , 引続き 第 五 期 (今回 ) OR 
者 と な り , 登録 カー ド 提 出 の 必要 が な い 。 

(本 ) 第 相 期 有権者 以外 の 有 資 格 者 の 登録 手続 : きた る 5 月 8 日 まで に 本 管理 会 に 
登録 用 カー ド を 必着 する よう 提出 する 。 . 

( ハ へ ) @MAORE EB: 有権者 は , 氏名 , 現住 所 , AR, SRB B KU 職名, 勤 
務 地 の いずれ か に 異動 が あつ た 時 は , 本 人 か ら 直 接 本 管理 会 に 届け 出る 。 

3. 登録 用 カー ド 用 紙 の 講 求 に つい て 

(4) 登録 用 カー ド 用 紙 の 請求 は , 個人 ご と に 本 管理 会 宛 に , 次 の 様式 で 請求 する 。 登 
録 用 カー ド 用 紙 請 求 書 と 認め て , その 下 に 順次 氏名 , (必ず ふり が な を 付す こと ) 現住 所 , 
勤務 先 , WEEP CML CHELLIS. 

(a) 便宜 上 大 学 , 研究 機関 に 対し て , 第 四 期 有権者 以外 の 有 有 資格 者 の 名 科 提 出 を 依頼 
し , その 名 秒 に 基き , 本 管理 会 より 登録 用 カー ドド 用紙 を 各 人 あて 送付 する 。 従 つて 現在 , 
AE, 研究 機関 に ある も の は , な る べく その 所 属 機 関 を 通し て , 本 管理 会 へ 登録 用 カー ド 
用 紙 を 請求 する 。 〔 日 本 学術 会 議 中 央 選挙 管 理 会 ] 


新 T) 紹 介 


鉱物 工学 吉木 文平 著 著者 吉木 文平 博士 は RIKER SAS BRR SE 
SER, TAPIA TC 非 金属 鉄 物 の 基礎 的 研究 に 従事 する こと 約 10 年 , We CHEM FHS 
会 社 に 迎え られ , 同社 研究 所 で 耐火 物 及び 硝子 を 中 心 と し て 工業 的 研究 を 担当 指導 する こ 
と 20 年 余 に 及び , 常に 斑 国鉄 物 工 学界 の 中 心 に あつ て , その 進歩 発展 に 寄与 され て いる 。 
本 書 は 吉木 博士 の その 費 重 な 体験 か ら 生 れ た も の で , 伝 物 工学 を 体系 づけ , 現在 の 知見 
を 明確 に 整理 され た も の で ある 。 即ち も, 先 づ 総論 に 於 て , GHAR, 結 品 化学 , 鉱物 系 相 
律 , 鉱物 の 合成 , 鉄 物 の 処理 に つい て 簡明 に まとめ , つい で 各論 と し て 一 成分 系 (主要 酸 
{bipe RaMire LT) LUT SiO,, Al,O;, FeO, Fe,0;, CaO, MgO, MnO,, 
TiO,, ZrO, ThO,, UO,, BOs, P,0;, —=R4SKRELT SiO,-Al,0,, MgO-SiO,, 
CaO-SiO,, XO-Y,0, (AY AX), RO-SO, SK, 三成 分 系 と し て K,O-Al,O,- 
SiO, Na,O-Al,O;-SiO,, Li,O-Al,03-SiO,, MgO-Al,0,-SiO,, CaO-Al,0,-SiO, 
各 系 に 分 け て , それ ぞ れ に つい て 原料 鉱物 , KH, 工業 利用 の 三 項 目 に 分 け て , oki 
種 , PER, 分 布 , 結晶 構造 , 相 律 関係 , 変態 , 熱 的 性 質 , 物理 的 性 質 , 化学 的 性 質 , 合 
成 , 用 途 及 び 工 業 的 に 利用 され る 特性 等 を , 最新 の 研究 成果 か ら 詳 し く 述 べ て ある 。 
本 書 は いわ ゆる 左 金 属 鉄 物 (金属 の 原料 鉄 物 と し て で な く , 化合 物 の 形 で 利用 され る 鉄 
物 ) の 工業 的 利用 を 目的 と し た 系 統 的 体系 づけ を 完成 し た も の で , BHAI NE See 
(mineral technology) と 呼び , 我国 の 鉱物 学 の 応用 に 関す る 新 分 野 を 確立 され た も の 
と 言え る 。 (B5 版 710 頁 , 昭和 34 年 1 月 技報堂 発行 , 2,400 円 ) 【 竹 内] 
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福島 県 川俣 町 小島 鉱山 産 石 英 中 の 微量 酸化 鉄 


Small amount of iron oxide in quartz from 
the Kozima mine, Kawamata-town, 
Fukushima Prefecture 


大 森 % 一 (Keiichi Omori)* 
a i, (Hiroshi Konno) * 


序 
光学 ガラ ス の 原料 に 用 いら れる 石英 は , 酸化 鉄 の 含有 量 が 0.02% 以下 な る こと を 枝 
し , この 種 の 石英 は ペグ マタ イト 産 の 良質 石英 に 限ら 5 られ て いる 。 特に 福島 県 川俣 町 小島 鉱 
山 産 石英 の 酸化 鉄 含有 量 は 極め て 少な く , 本 邦 光 学 ガラ ス の 大 部 分 に 使用 され て いる 。 
AGLI CREE OL RAS ERS CMU, 直接 分 析 し た 結果 は , 酸化 鉄 
含有 量 は 平均 値 0.007 96 FAL, EOE > 光学 用 原料 と し て 使用 に 耐え る も の で ある 。 
BUC IHN EBD Ut 各 試 料 に つい て 塩酸 に よる 彼 量 酸化 鉄 の 除去 率 を 調べ て みた 。 こ 
れ ら の 結果 に つい て 簡単 に 報告 する 。 
実験 方 法 及 びそ の 結果 
BRHORD BT 試料 を 三 段 階 に 第 分 けし た 。 この 場合 0.25 mm 以下 の 粒度 を A, 
0.25~0.50mm ADF B, 0.50mm 以上 の 粒度 を C と し , 各々 を 更に めのう 乳 
鉢 で 微粉 に し て , 分 析 に 供し た s。 
試料 中 の 酸化 鉄 これ ら の 試料 に つい て , HF+H,SO, 処理 を 行い , 弐 酸 を 険 去 し た 
後 , 酸化 鉄 の 含有 量 を みる に れ 1, ME A, 即ち . 初 めか ら 粉 末 に な つて いた 部 分 で は , B 
化 鉄 の 平均 値 は 第 1 事 に 示し た 様 に 0.0162% で , 粒度 B で は 平均 0.0044%, 粒度 C 
で は 平均 0.001598 の 結果 を 得 た 。 この 結果 より , 粒度 が 大 きい 程 酸 化 鉄 の 信 有 量 が 少 
な く な る こと が 分 つた 。 これ は 石英 その も の の 中 に 信 ま れ て いる 酸化 鉄 の 基 は 極 く 微 量 で 
HOC, 工場 に 於 ける 原信 粉砕 過程 中 に , 鉄分 が 附 着 し た こと を 示す も の と 考え られ る 。 
FIC ASK LL PED GRE ERS COIN LBA, 酸化 鉄 含有 量 の 平均 は 0.00129%6 CH 
つた 。 LHW C の 値 と 近似 し て いる の で , この 程度 の 粒度 に 粉砕 する 場合 に は 酸化 
鉄 の 附 着 量 が 最も 少な いこ と に な る 。 
2N 塩酸 溶液 に 加 温 次 に この 微量 の 酸化 鉄 を 険 去 す べく 塩酸 処理 を 行 つ て みた 。 先 


Dl 


* Ae aoe 
1) 新海 重行 : DATE, 4, 37~38, 1955. 
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a es 2N HCl 38 ys | Fe,O,| 800°C 加熱 | FezO』 
wm pp | 試料 に 和合 まれ る 上 加 温 処理 除去 素 | 2N 了 HCI 処 理 | 除去 率 
Fe,03 % Fe,03 % % Fe,03 96 % 
in 0.0163 0.6026 0.0066 
0.0160 0.0030 0.0077 
< 0.25mm 0.0162 0.0028 83 0.0071 56 
a 0.0047 0.0008 0.0019 | 
0.0040 0.0008 0.0015 
EC ik et ok ee MR HE iors ON EMR Hs 9 MR naal ele ade nts Bet is 
0.25~ 0.50 0.0044 0.0008 82 0.0017 61 
G 0.0016 0.0004 0.0012 
0.0014 0.0003 0.0011 
+0.50mm 0.0015 0.0004 77 0.0012 20 


SHE A 試料 に つい て 塩酸 処理 を 行 つ た 。 塩酸 濃度 の 違い に よる 酸化 鉄 除去 量 の 差異 は 
次 の 通り で ある 。 2N と ON の 塩酸 で , BECOME, We, DWE, BF 
ie (BERR 110°C) させ た 試料 に つい て の 結果 は , 2N 塩 酸 処 理 の 場合 , 酸化 鉄 含有 量 
0.002896 で , ON 塩酸 処理 の 場合 は , 酸化 鉄 合 有 量 0.002696 CHOC, MBCA 
ん どど 差異 は 認め られ な か つた 。 Mic BRU C の 尊 度 に つい て 2N Ham CHL ROR 
作 で 行 つ た 結果 は , B で は 酸化 鉄 含有 量 0.000896, C で は 0.00049% と な り , Ams 
77 へ ~83 % 程度 の 酸化 鉄 が 除去 され た こと が 分 つた 。 

加熱 後 2N 塩酸 処理 次 に A, BRU C 尊 度 の 試料 を それ ぞ れ その ま ・ ゝ Rec 
と り , 温度 800°C 以上 で 30~40 AAV, bi BL ZN 塩酸 に 抽出 処理 し 
た と ころ , A で は 酸化 鉄 合 有 量 0.00719%6, B で は 0.00179, C で は 0.001295 と な 
り , 上 記 よ り る も 酸化 鉄 の 除去 率 が 低く な つた 。 特に C 粒度 で は その 除去 率 は 極め て 少な 
か つた 。 更に ON 塩酸 を 用 いて A に つい て 同様 の 処理 を し て みた と ころ , 酸化 鉄 含有 有 
量 は 0.006896 と な り , 上 記 に 近い 結果 を 得 た 。 

iM, 右 川 産 の 石英 に つい て ZN 塩酸 で , 湯 浴 上 で 1 時 間 半 加 温 後 , 同様 の 操作 で 処理 
し た と ころ 0.00689% 酸化 鉄 が 0.0011 9% 程度 に 減じ , 酸化 鉄 除去 率 は 85% と な り , 
上 記 と 同様 な 結果 で あぁ つた 。 

以上 の 結果 より , 石英 中 の 酸化 鉄 を 除く 方 法 と し て , 化学 的 方 法 に は 重 硫 酸 草 達 で 処理 
する 方 法 , 或 は 炭酸 ナトリウム で 処理 する 方 法 等 が ある が リリ , 上 記 の 様 に 塩酸 処理 法 に 
ょ つて る も 前 述 の 微量 酸化 鉄 含有 量 を 0.00039% 程度 迄 除去 する こと が 出来 た 。 

本 研究 に 用 いた 費用 の 一 部 は 文部 省 科学 研究 費 に よる も の で ある こと を 記し て 計 意 を 
表す る 。 


1) 永井 彰一 郎 : HEMMER, 310, 1942. 
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関東 山地 東部 の 三波 川 変成 中 の エピ ドー ト 


Epidote minerals in the Sanbagawa metamorphic rocks 
from eastern part of the Kanto Mountains 


関 陽太 郎 (Y6tar6 Seki)* 
加 Re 千 Ht (Chigusa Kato)* 


Abstract : Epidote minerals : clinozoisite, pistacite and piemontite, 
are widely distributed in regional metamorphosed rocks, especially in green 
metamorphic rocks in the eastern part of the Kanto Mountains. 

Here, (1) the composition variation of epidote minerals with increasing 
grade of metamorphism roughly estimated from their optical angle, (2) the 
chemical, optical and X-ray properties of a clinozoisite and a pistacite are 
shown. 


1. ¢ = 

関東 山地 東部 の 広域 変成 岩 類 の 地質 学 的 位置 お よび BMWA OW CD 筆者 等 の 見 
解 は , すでに , 関 の 報 告 の 中 で 述べ られ て 居る ! リ 。 すでに その 分 布 と 鉄 物 学 的 性 損 が 報 
告 ざ れ た 痢 7 コー ソン 石 , パン ペリ ー 石 , 及び 藍 因 石 の 他 に , この 地域 の 変成 岩 の 中 に は 棄 
要 な 変 成 鉄 物 と し て エビ ドー ト が ある 。 こ ゝ で は , エビ ドー ト の 分 布 と 鉱物 学 的 講 性 質 を 
HEL, あわ せ て , その 岩石 学 的 な 意味 を 若干 吟 味 す る 。 エビ ドー ト の 化学 分 析 お よび 
X- 線 解析 は 関 お よび 加藤 が , 他 は 主 に 関 が 行 つた 。 

この 研究 に 際 し て は , 東京 大 学 理学 部 地質 学 教 蜜 , 都城 秋穂 助教 授 か ら 多く の 助言 を い 
だ だ いた 。 3, AU < RBUFROMBRMIC ENTE KF -—1}D XX- 線 デー タ を 得る こと が 
出来 た 。 こ ゝ に , 両氏 の 御 厚 意 に あぁ つく 感謝 する 。 こ の 研究 は , 玉 と し て 昭和 32, 33 iG 
年 度 , 関 に 与え られ な た 文部省 科学 研究 費 を 用 いて 行わ れ た こと を 明示 し , こ ゝ に 当局 に 感 
謝 の 意 を 表す る 。 


2. 分 布 範 囲 
この 地域 の 変成 岩 類 の 層 位 的 に 最 下 部 の , 曹長 石 の 斑 状 変 品 を も つ 点 落 結晶 片岩 層 か ら 
上 位 の 弦 変 成 古 生 層 に 至る 間 , 殆 ん ど あ ぁ あら ゆる 種類 の 岩石 を 源 岩 石 と する 変成 岩 に , エピ 
ドー ト 族 に 属す る 銚 物 が 広く 見 出さ れる 。 し か し その 分 布 の 層 位 的 上 限 は , 弱 変 成 古 生 層 
中 の , BELT mafic 火山 噴出 物 よ り 成 る 火山岩 層 の 上 部 あたり で ある 。 それ より 上 位 
の 古 生 層 の 中 に は , mafic 火山 噴出 岩 の よ うに 比較 的 エ ェ ピ ドー ト が 変成 鉄 物 と し て 出来 
RIWELBAEUNZBARHSOTH, その 中 に エビ ドー ト は な い e。 


* 埼玉 大 学 文 理学 部 地学 教 究 
1) 関 陽太 郎 : BGK, 41, 155~163, 1957; 227~235, 1957; 及び 本 誌 に 


掲載 予定 の も の 。 
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ZDOMROTE F— pCR T Sew, CAVIA, TVIVAPAR, BEGL 
ー モ ンタ イト の 三種 に 分 けら れる 。 ビス タ サ イト と クリ ノ ゾ イ サイ ト と の 区 別 は , 両者 が 
光学 的 に それ ぞ れ 正 お よび 負 で あぁ る こと に よ つ た 。 ビー モン タイ ト と は 野外 及び 鏡 下 で , 
特有 の 淡紅 ~ 濃 紅色 を 量 す る 単 斜 唱 系 の エビ ドー ト 族 の 鉱物 を 指す 。 ソイ サイ ト は まだ 
見 出さ れ て いな い 。 

これ ら の 三種 の エ ェ ピ ドー ト の 分 布 を まとめ る と 次 の よう に な る : ビス タ サ イト は 点 紋 
結晶 片岩 層 よ ょ いり, 火山 岩層 最上 部 まで の 間 に 分 布 す る 。 ク リノ ゾ イ サ イト と ビー モン タイ 
ト は , 点 紋 結晶 片岩 層 中 の 結 品 片岩 類 の 中 に の みあ つて , それ より 上 位 の 変成 岩 に は 見 出 
され な い s。 

この よう な エビ ドー ト の 分 布 上 の 性 質 を , エビ ドー ト と 類似 し た 化学 成分 を も つ ロ ー ソ 
ン 石 と パン ペリ ー 石 の 分 布 状 態 を 比較 する と ほ ゞ 第 1 表 の よう に な る 。 


1 表 


チャ 一 } ト お よび 砕 局 岩 層 
K 山 a 層 
Mm MH a~T ha 
OL ae ae oem | 


パン ペリ ー 石 
ロー ソン 石 
| 


ate 


ビス タ サ イト 
2 リラ 信人 0 
= 

ビー モン タイ ト 


3. 源 is 

いろ いろ な 種類 の 岩石 を 源 岩 と する 変成 岩 類 の 中 , mafic 7K UH, 貫入 岩 類 
を 源 岩 と する 変成 岩 に , エビ ドー ト が 特に 出来 易い と いう 。 低 度 広域 変成 作用 の 一 般 的 事 
実は , この 関東 山地 に 於 いて も 見 出さ れる 。 ま た , この 地域 で は , 点 蔽 結晶 片岩 層 の 中 で 
の み 和 砂岩 ・ 頁 岩 源 の 変成 岩 で 変成 鉄 物 と し て の ェ ビ ドー ト が 品 出 し て 居 て , その エビ ドー 
ト は グリ ノ ゾ イ サイ ト に 属す る こと が 多く , 少く と も , いわ ゆる 緑色 岩 ま た は , 緑色 片岩 
中 の エビ ドー ト よ り も クリ ノ ゾ サ イト 分 子 に 富む (後述 参照 )。 無 点 紋 結晶 片岩 層 お よび 
それ より 上 位 の 部 分 の 頁岩 ・ 砂 岩 源 の 変成 岩 類 に は エビ ドー ト は 出来 て いな い 。 

ピー モン タイ トト は, 点 紋 結晶 片岩 層 の 中 の 東 質 結晶 片 益 に の み 見 出さ れる 。 

この 地域 で 最も 細 い 変成 作用 を 受け た “Fe — bP RURBEI? の 中 に も 厚 さ 20 cm 
な いし 10 BPX — b VOLK LMM BABA EOTWO SRM, その よう な 火山 噴出 岩 に は , リー 
べ カ イト また は , マグ ネ シ オ リー ベ カ イト , GREY AY RIA NSD, = 
ビ ド ー ト は 見 出さ れ な い 。 

これ ら の 事実 は , O エビ ドー ト 族 の 鉄 物 の 品 出 お よび その 成分 が , 源 岩 の 化学 組成 に 
相当 強く 支配 され る 。 ② し か し , 変成 作用 の 物理 的 条件 に 対し て , 全く 無関係 で は な 
く , 少く と も , 頁岩 ・ 砂 岩 お よび 緑色 岩 に 於 ける エピ ドー ト の 品 出 の 上 限 は , 変成 相 , 変 
DAIL, 帯 の 境界 に し 得る も の で ある こと を 示し て いる 。 


4. th wth 合せ 
層 位 的 な 位置 と , 源 岩 の 如何 に よ つ て , エビ ドー ト 族 の 鉱物 と 組合 う 他 の 鉄 物 が どの ょ よ 
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2 表 PPR Cre yb eH SEM 


i & Bh 砂岩 ・ 頁 岩 源 変成 岩 zRAK B 
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PSE LE SVS OG 


Be 
pe es | ere 
Pa TOV) Sas a 
BR i Ve A 
ド ae Ek 
eo eee 
Ai 英 
fa 長 Ai 
Kile | keoa-—vyvAaemz 
Sa lee OO 
ROS | 大 岩層 上 部 と 同じ a oe 
eget A cee 
TA Wed Je eee | A TE EE BAER 
ik W Fi | ie VE Ay | BR VE A 
agen, | ® Ye BAS Pee el FB ed seal 
a J) A eb oy el = 7s || ES] se RE: 
a pee Creme Se RS ee 
A | 英 | 石 英 
12] 長 755 || 42 fe A | 草 te AA 


DVBSZMEWG LILLE, B2RicmAUKo 
5. 成分 範囲 の 変化 

第 2 表 に 示し た よう に 他 の 種々 な 鉄 物 と 組合 つて , 変成 岩 の 中 に 上 品 出 し て いる エビ ド 
ー ト の 光 軸 角 を 測定 し て , AREA, ZOLMOMAMRIH AE, 更に その 上 位 
Vb ABARKIUBB CLICHE ELMOALBIUNMOL Iu. この 場合 一 枚 の 
薄 片 に つい て 1 へ ~10 個 の 結晶 の 測定 を し た 。 

光 軸 角 測定 の 時 の 補正 の 方 法 は , 既に 同じ よう に 四国 の 三波 川 結 量 片岩 中 の エビ ドー ト 
の 成分 範囲 を 明か に し た 時 の 堀越 の 方 法 ) と 同じ で あり , 1 度 以下 の 値 は 4 捨 5 入 し た 。 

火山 岩層 で は , mafic に と む 火 山 噴 出 岩 類 お よび 賃 入 岩 類 に の み エ ビ ド ー ト が ある 。 そ を 
ORES, 一 般 に 小さ く , BRE 0.5mm 位 で ぁ る 。 帯状 構造 (zoning) は 見 られ な い 
か , 又は 自信 を る つて 測定 出来 な い 程 副 い 。 こ れ ら の エビ ドー ト は , 多 色 性 が 強く , BF 
折 が 高く , 2V over Z は 118° 位 を ビー ク に し た ビス タ サ イト に 属す る 巾 せ まい 範 囲 
に 落ち る 。 


1) 堀越 義一 : 地質 , 45, 342~351, 1938. 


60 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 誌 


第 1 図 関東 山地 の 変成 岩 中 の ェ エビ ド 無 点 紋 結 品 片岩 層 で も , エビ las, mes 
— } Oth OBE 2-7 緑色 変成 岩 に の み 品 出し て 居る 。 こ ・ ゝ で 


は , エビ ドー ト の 粒度 は 火山 岩層 で の る も 
の ょ りや ・ ゝ > 大 きい 。 明白 な 帯状 構造 を 量 
する に と が 多い 9 第 十 図 を 作る に 当 つ で 
は , MORASS AT AAI RE TIL, そ 


クリ ソリ イサ 4 ト A イト 


Bl so ORGS (BA 16° で , 一 般 に 6° 
as ac 以下 ) の 中 間 値 を 求め た CRA 
a 層 に つい て る も 同じ )。 帯状 構造 を し て い 
es BBA, KCHEO RD £ ORICA 

20 Cc 2V over Z VaX C720, YOBS 
a は 極め て 少 い 。 MET BIR, BAS 
の 中 心 よ り 縁 に 向かう 途中 で 2V over Z 

(A) : BIER CRUE). Geeks Se MEANS ¢ HO 
(B): AREER, TEUTSILUAw (MH BERLE 
(C) : SeEE ES て る も 測定 出来 な い 程 度 の も の か る も 知れ な 
(実線 は 緑色 変成 岩 類 の エビ ドー ト , HE い )。 COR MSGR aD エビ ドー 
Wi 頁岩 ・ 砂 岩 源 の 変成 岩 類 の ェ ビ ド ト の 2V over Z の 全体 の 傾向 は や は り 
テト を 示す ) 116° あぁ あたり を ビー ク グ に し た も の で ある 。 


し か し 前 に 述べ た 火 山 岩 層 の る も の と 較べ 
る と , ピー ク の 位置 より 2V over Z の 大 きい 方 と 小さ い 方 と に それ ぞ れ 範囲 が 抜 が り , 
特に その 拡がり 方 が , クリ ノ ゾ イ サイ ト の 方 向 に な け て は な は だ し い 。 

COMM, 点 紋 結 醒 片岩 層 の 緑色 変成 岩 の ェ ビ ド ー ト で は , 更に 革 る し い ( 第 1 図 C) 
ピー ク は や は り 118° 位 の 所 に ある が , 2V over Z ORipArs 69~121° に まで 拡がり , 
上 震 に グリ ノ ヅ ゾ イサ イ } ト に 富む 方 向 に 広く 拡 玉 つて いる 。 この 場合 も , we F— } eR 
自 な 帯状 構造 を する こと が 多く , その 中 の 大 部 分 は 2V over Z が 大 二 小 の 方 向 で あり 
(2V over Z の 最大 範囲 12°, Hye 7° DOE), MOI LUD Ro 

この 点 紋 結晶 片岩 層 で は , 頁岩 ・ 砂 岩 源 の 結晶 片岩 の 中 に エビ ドー ト が 普通 に 見 出さ れ 
Bo この エビ ドー 計 の 成分 は 引前 に 述べ た だ よう に 2 クリ グイ サイ トド 成 食 に 富み その 2V 
over Z の 頻度 は 第 1 図 に 示さ れ た よう に な つた 。 こ の 頁岩 ・ 砂 岩 源 の 結晶 片岩 の 中 に あ 
る エビ ドー ト は , 緑色 片岩 の 中 の ェ ビ ドー ト に 較べ る と , HRMS, 2V over Z 
の 最大 笹 囲 は 8°, 一 般 に S° 以下 で あり , 殆 ん ど 帯 状 構造 し な いも の が ある 。 

mS Rida TE Clk, エビ ドー ト に つい て も う 一 つの 重要 な こと が ある 。 そ れ は ステ ィ 
ルプ ノ メ レ ー ン , PRG, ALR, COMO ME ICH RADPRAGORICO> Fn 
て いる エビ ドー ト (完全 自 形 の こと が 多い ) が 常に 複 屈折 (お そら く 屈 折 率 も ) が 低く , 
2V over Z が 小さ いこ と で ある 。 夫々 の 薄 片 に つい て みる と , BRERORS ENS 
エビ ドー ト の 光 軸 角 の 値 は , 基地 を 構成 し て , 2V over Z が 大 っ 小 の 帯状 構造 を 示す エ 
ビ ピ ド ー ト の 結 品 の 最 外 縁 部 の 光 軸 角 の 値 に 同じ か 又は , それ に ご く 近 い の で ある 。 

6. gh wy WO EER 
無 点 示 結 唱 変 岩層 の 中 の 緑色 片岩 に 含ま れる ピス タ サ イト と 点 紋 結晶 片 着 の 中 の 同じ 
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| Il | | I 

SiO, 37.69 37.41 0 25 | 25 

Al,O, 20.73 29.88 Si 6.12 Rovpcal SCR 

Fe,O, 14.03 4.09 Al 3.97 5.45 

FeO 1.17 0.58 He 1.72 0.48 

MnO 0.27 0.14 | Fe” 0.16 95.94 | 0.08 §$ 6.03 

MgO 0.22 tr Mn 0.04 0.02 

CaO 22.72 23.92 Mg 0.05 — 

Na,O 0.C9 0.11 Ca 3.96 4.03 

K,O — 0.00 Na 0.03 jos 0.03 pao 

H,O+ 2).77 Sole K — — 

H,07 | 0.35 | 0.34 H,O 1.50 1.66 

Total 100.04 99.59 

| I 

B 1.754 $ +0.C02 | 1.714 +0.C02 d hoe 

y 1.776] ba a  ee 
町 , SUE) (ANT, BS 

y=¢ 0.047 0.C09 - spn) 

2V (A |. (4) 74°~78° 

CAX 11° 7 lL: 緑 泥 右 - ク リフ ソサ ィ ト - チ タナ 

x pale yellow colourless { }-fEG REO クリ ノン 

NS pale greenish |  ¢ojourless ィ サ イト (埼玉 県 寄居 町 風 布 )。 

pasate Crem es) 
Li; | greenish yellow) pale yellow 


CENCE END クリ ノ ゾ イ サイ ト と の 純粋 に 極 く 近い も の を 重 液 を 使 つ て 分 離し 

た 。 いずれ る も , 個々 の 結 品 に 帯状 構造 が 殆ど な いか , 叉 は 全く 認め らち られ な いも の で ある 。 
(1) 化学 組成 と 光学 的 性 質 : 分 離さ れ た ビス タ サ イト と クリ ノ ゾ イ サイ ィ イト の 化 
堂 組成 は 第 3 表 に 示し た 。 第 3 表 の 原子 比 は HO を 除い た 場合 , O025 に な る 
と し て 計算 され た 両 エ ビ ド ー ト の 化学 式 は 次 の 通り で ある : 

I (Cas.96, Nao.03) (Als.97; Fe 2a, Feo16: Mno.0: Mgo.05) Sig.1z Ozs (H20) 1.50 
II (Cag.o3, Nao.03) (Als.as» Fe oag, Fe’o.08» Mno.o2) (Alo.10 Sis.90) Ozs (29) 1.66 
(2) 文 - 線 解析 値 及び 格子 恒 数 : ガイ ガー 計数 管 X- 線 diffractometer (Cu- 
0 ナイ と グリ ジウ サタ 記 の 放線 二 2 る を と 10 計 それ か 

ら 各 鉱物 の 格子 恒 数 の 算出 と 指 数 化 を 行 つ た 結果 は 第 4 表 で ある 。 
(A) DEATH 比 べべ て で (B) D7 VIS A494 DORR ANY Y TA 


1) Ito, T. : X-ray studies on polymorphism, 50~69, 1950. 


a 7B oD RS ab 


第 4 表 関東 山地 東部 の エビ ドー ト の XRF —Y & FIER 


] | 
Indices 20(°) Intensity 26(°) | Intensity 
101 
CF 11.0 10 11.0 10 
103} 17.6 35 17.6 30 
200 22.14 45 22.17 45 
202 22.26 20 22.35 30 
11 = aa 23.71 15 
211 25.50 35 25.59 35 
102 26.13 35 26.20 30 
201 27.78 30 27.85 50 
203 27.94 30 en = 
003 29 .16 30 29.18 15 
301 30.53 20 30.65 10 
112 30.59 20 30.80 35 
113 30.78 100 30.91 100 
020 31.76 30 32.00 30 
211 a = 32.20 25 
021 33.33 50 33.42 60 
300 33.43 40 33.50 30 
120 33.71 30 33.93 30 
311 34.51 40 34.56 50 
103 
202} 35.45 30 35.51 40 
121 36.50 20 36.60 20 
313 37.35 40 37.51 40 
022 37.45 30 37.62 30 
220 
004} 39.10 10 39.30 10 
222 39.18 20 39.37 20 
122 41.53 10 41.76 20 
123 41.64 30 41.91 20 
014 42.38 20 42.59 10 
221 42.67 30 42.88 30 
223 42.86 30 43.08 30 
412) 
023} 43 .65 40 43.86 30 
203 44,20 20 44.36 15 
400 ez a5 45.25 10 
213 47.10 30 47.33 30 
123 
299} 48.38 30 48 .59 40 
115 
124| 48.49 20 48.73 30 
224 
312 48.81 5 49.02 5 
420 56.22 20 56.43 20 
125 56.55 10 56.71 10 
116 58.43 5 58.66 10 
a= 8.89A a= 8.85A 
b= 5.63A b= 5.59A 
S101 OA c=10.15A 
B=115° 24’ B=115° 27’ 


1, | は それ ぞ れ 第 3 BRO 1, 1 に 対応 する .・ 
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ら か に 小さ く な る こと は 当然 矛 期 され る こと で ある が , WATAXBHCHS BL, こ 
の こと が 更に 純 閑 な クリ フ ゾ イサ イト か ら Al/Fe’’’=60/40 と いう エビ ドー ト ・ グ ルー 
プ の 限界 まで の 間 に 於 いて も 成立 する と すれ ば , 格子 スペ マー シング や d また は 20 Offi 
を 知る こと に よ つ て 光学 的 性 賀 に よ つ て と 同様 な 精度 又は , それ より 優れ た 精度 で ピス タ 
サイ トー クリ ノ ゾ イ サイ ト ・ シ リー ズ の 伯 物 の 化学 組成 を 推 知 する こと が 可能 で あぁ ろう 。 
討論 この 地域 の 広域 変 成 岩 類 の 中 の ェ ビ ドー ト に つい て 上 に 述べ た こと か ら , 層 位 的 
に 上 部 より 下部 に 向う に つれ て エビ ドー ト の 化学 組成 は Fe’! に 富む も の か ら Al 又は 
Mn に 富む も の に 成分 範囲 が 拡がり この こと は 六 と し て , 変成 作用 時 の 物理 的 条件 の 
変化 に 基づく と 考え られ る 。 なぜなら , MAW, 点 示 片岩 層 の 中 に あり 比較 的 クリ フ ノ ソ ゾ イィ 
サイ ト 成 分 に 富ん だ エビ ドー ト を る も つ 緑 色 片 岩 と , 更に 上 の 層 準 に ある 比較 的 ビスタ サイ 
ト 成 分 に 富む エビ ドー ト を 持つ 緑色 変成 岩 と の 問 に 現在 見 られ る 限り で は 化学 組成 上 の 
差異 は 何ら 認め られ な いし , 叉 , 点 落 片岩 層 の 中 の 頁岩 ・ 砂 岩 源 の 結晶 片岩 に の み (クリ 
ノブ イサ イト に 富ん だ ) エビ ドー ト が あぁ あり, それ 以上 の 層 準 の 同様 岩石 に は エビ ドー ト が 
出来 て 居 な いこ と は , 岩石 の 化学 組成 で は , BIER A NEADS CHS 勿論 , 変成 
作用 の 時 に , 伺か 特別 な 化学 人 的 作用 が あつ た か る も 知れ 和 ぬ と 考え れ は ば は 別 で ある が , この 地域 
で は , 層 位 的 に 下 に 行く 程 変成 岩 類 の 受け た 再 結晶 作用 の 度合 が 次 第 に 増大 し て いる 。 ま 
た , 次 回 に 述べ る よう に 透 緑 隊 石 の 化学 組成 も 層 位 的 に 下部 の も の ほど Al に 富み , HH 
関 石 より 普通 角 関 石 に 近づく し , 橋 樹 石 は 最 下部 の 点 蔽 片岩 層 の 中 の 頁岩 ・ 砂 岩 ・ 球 質 岩 
源 の 結晶 片岩 に し ば し ば 見 出さ れる が , それ 以上 の 層 準 で は , いか な る 変成 岩 の 中 で る も , 
FED Che CHS. 従 つ て この 地域 で は 層 位 的 に 上 より 下 に 行く に 従 つ て いわ ゆる 増進 変 
成 作用 が 支配 的 で あつ た と 考え て も よい で あろ う 。 そし て この 場合 下方 に 向う に つれ て 
増進 的 に 変化 し た 物理 条件 の 内 , 最も 有力 な も の は 温度 で あつ た と 考え る こと る も 許さ れる 
CHAI 

先 に 述べ た エビ ドー ト の 成分 に 関す る 比較 的 正しい 変化 は , 2 DHB CIA STE EF 
を 伴う 増進 泰 成 作 用 に 原因 する と 思わ れる 。 この よう な 考え を 裏付け る よう な エビ ドー 
ト ・ グ ルー プ の 産 状 及 び 結 晶 化学 的 な 幾多 の 事実 は , 早く か ら 都 城 に よ つ て 気付 か れ て い 
た 。 そ の 内 容 は , 関東 山地 東部 に 於 て , 関 に よ つ て 得 ち られ た デー タ と 共に , 都城 お よび 関 
の 名 で 発表 され て いる の で , こ ゝ で は 繰り 返さ な い 。 (以上 述べ た こと は 勿論 一 つの 岩石 
片 を 較べ て 一 方 は 他方 より クリ フ ノ ゾ イサ イド 成分 に 宮 む エビ ドー ト を 持つ か が か ら 他方 より 
高温 の 条件 で 変成 し た と か , ピス タ サ イト より クリ ノ ゾ イ サイ ト 成 分 に 富む 方 向 に 帯状 構 
造 を し て いる 時 , それ が 常に 増進 変成 作用 を 示す と いつ た こと を 意味 し な い )。 

関東 山地 の 変成 岩 の 中 の ェ ビ ドー ト に 関し て , 筆者 等 が 得 た デー タ と ほ ば 同じ も の が 
すでに 堀越 に よ つ て , 四国 の 三波 川 変成 岩 よ り 得 ち れ て いる !。 し か し 関東 山地 で の 結 品 
PECL, エビ ドー ト 結 唱 の 大 部 分 が 結晶 の 中 心 よ り 縁 に 向 つ て ピス タ サ イト に 富む も の 
か ら ク リノ ソサ イト 成分 に 富む も の に と いう 成分 変化 を 伴う 帯状 構造 を 示す の に , 堀越 は 
全く 導 の 傾向 が 四国 地方 の 同じ く 三波 川 結 量 片岩 類 の 中 で 一 般 的 に 認め られ る と 強調 し 
て いる 。 こ の よう な 同じ 三波 川 変成 帯 の 中 で の , 関東 山地 と 四国 地方 と の 問 の 差 が , 何 に 
起因 する か に 就 て , BHM, ま と ま つ た 考え を 未だ 持つ て いな い が , 両 地域 の 三 湊川 変 
成 作用 の 進行 の 過程 に 於 ける 何ら か の 差 に よ つ て 起き た も の で ある こと は 間 違 あ る まい 。 


1) 堀越 義一 : 前 出 , 1938. 
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本 邦 安山岩 お よび 粗 面 安 山 内 の 唱 洞 (1) 
Druse in andesite and trachyandesite of Japan (I) 
kK fH 良 平 (Ryohei Ota)* 


Abstract : Varieties, optical properties and genetical sequence of 
druse minerals and their genetical relation to mother rocks are explained 
about 14 localities. In the druse of pyroxene andesite, crystobalite or 
tridymite accompanied with minute grains of iron ore is often found. When 
the volcanic rocks are contaminated, however, the druse minerals become 
larger and have many varieties. Genetical sequence of druse minerals of 
14 localities and summerized one are shown in Figs. 1-9. 


1. if = 
の 論文 は “本邦 火 山 岩 の 品 洞 ” 第 2 部 を な する も の で ある 。 安山岩 の 唱 洞 産地 を 13 
oF MLE RISO meee 1 DPA 産 状 の 比較 的 簡単 な も の か ら 複 雑 な も の へ 遂 
次 説明 する 。 他 に る も 産地 は 多く 殊 に 斑 酸 鉄 物 の み の 産 出 は 本 邦 交 石 究 山 岩 に 稀 で は な くさく , 
AARC Lo 本 論文 に 引用 し た 文 幸 の 著者 に 対し また 資料 を 恵 与 され た 各位 に 
対し 謝意 を 表す る 。 
2 静岡 県 小山 の 唱 洞 

1) BRK HA RRADOEAVNL - KN LRA OMAR EL O RAC BHT S 
AN AME BRL OAGIRC A OIC EERE PET So 沢村 の 記載 !) を 要約 する と , “ こ 
の 岩 脈 は 幅 約 Sm あり 石英 粗 面 岩 中 に ほ は ば 垂直 に 導入 し , 方 東 石 は この 岩 脈 の 小 孔 際 に 
径 0.1~1mm 稀 に 径 2mm の 美しい 8 面体 の 結晶 を な し て 着 生 し , 無色 透明 また は 乳 
自 色 遂 iW) CHK CLES Hare うな 構造 を 示す "”。 

2) Heb SUBD 。 母 岩 G 斑 状 組織 を 示し 長 さ 1.2mm PFOMEAMABLUE 
さき 1.5mm 以下 の 有色 鉱物 斑 品 が 青黒 色 の 石 基 中 に 比較 的 密 に 散在 し , ERIE CH AME 
1 へ 数 mm の ほな 球状 の 孔 隙 に 富む 。 a 気孔 の 場合 が a HV Ld 
認め られ な い 。 Gi PIER eek SRA SEG - Sen BLU PAB bm 
る 。 紛 長石 は 柱状 自 形 で は つき り し た 結 品 外形 を 示し 概ね 清純 で 包 有 有 物 に 逐 し く , 結 品 の 
HAY da & HRN SE LO sawn ee と が 多い が 化学 成分 は An 67~57 C28 
い 変 化 は な い 。 普通 輝石 は 結晶 外形 の は つき り し た 柱状 で (100) 双 aut TOLEDO RW 
me ASL, ABO CL BUH eR CL ABBSo EMG Lome: ONG 
TERE Ch Bo FINAL 7h 6 SLC TANYA MEAN TOSM, ABOMR CURIE 
中 核 に 新鮮 な 部 分 を 残し て いる こと が あり それ は 緑色 角 阿 石 に 属す 。 石 基 は BRR 


1) ie ‘ eee ee 7, 37, 1948. 
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で 流 状 構造 は 認め られ ず 析 木 状 また は 短冊 状 の 斜 長石 , BROOM - SHTEGB LUG 
BAZED OMY, また 磁 鉄 鉄 は 彼 斑 唱 お よび 徴 品 と し て 多く 見 出さ れる 。 HEAR 
に 近い 石 基 中 に 徴 斑 品 と し て 現われ , その 一 部 が 孔 際 に 突出 し 大 きく 成長 し て 品 洞 を な す 
こと が あぁ あり, また 石 基 講 鉄 物 の 問 を 志 め て 見 出さ れる 。 和 孔 際 の 形 は 全く 不 規則 で ある 。 品 
洞 鉄 物 は 肉眼 で は 方 理 石 の み で 他 久 物 は 見 当ら な い が , 双 眼 頭 徴 鏡 下 で は 方 聞 石 の 表面 や 
孔 壁 に 微細 な 鉄 鉄 粒 が 点々 と 認め られ る 。 彼 細 の た め 鉄 物 名 の 決定 は 難し い が , 他 凝 地 の 
D> SHEL REG < BEEK CHAA 6 

3) 考察 COMBI 岩 脈 と し て 現 出 し た の で , MRCP OSEL 7: BRE EG 
剰 の 斑 酸 を 含有 し な が ら 大 気 中 へ の 発散 が 妨げ られ た な ため , FREE HK HEAEOTH 
EMH Lio MTOM CLE BOMBA BY ENT 

3. ES ROR KUREO S38 

1) BK 四阿 火山 山 項 の カル デラ 環 壁 か ら 南 方 に 派出 し た 尾根 の 上 に , EMPIRE 
L2H CEA ZARA SIRI HR 2~3m・ 高 さき 5~15m CHA PAIL CH 100m の 
間 を 走り , AKO Wy REC BELCHER ABE BC SEBEL TW So AE OFLIRIC AGL & BE 
, する 。 

2) BEBLUEA SACHA SAMBAZIUE CEREGORECES 1.8mm 
DFOSRE BLUES 1mm PY FORBORRAICRIVRICACEL, JFEM~AKEAO 
REFALEIE ALC OMAEASARL COS. AEA 0.4mm 以下 の 尊 状 で 他 
Vien ( 径 0.03mm 以下 ) wee PER AEEAO EK DHCEL TWOSM, 他 産 地 の 
G2 BHELARG <BR CHA I. GEE Cle 琉 状 組織 が 認め られ 班 品 は A - SRI 
Has kUBAD 5) HEPES 和合 長石 は 亜 灰 長 石 へ 曹 灰 長石 に 属し , 柱状 を 
LYRA CHR PSB LC ro SRR IS PORE HU 淡 福 ~ 淡 緑色 の 著 
し い 多 色 性 を 示す 。 普通 石 は や や 円 味 を 帯び 淡 緑 色 を 示す 。 様 機 右 は 無色 で あぁ る が 一 
部 は イデ ィ ング ス 石化 し 周縁 は 紫 菊 輝石 に よ つ て 包囲 され て いる 。 な お BRRO WEE 
DBHEL TWSo BHIEBRMMCHAKCAERA REROMA AHMMGB IU 
BER ORGGRSEAE Ds BAGO FICE ROAEADAD bt, BE PDO ATLBUC % EE ASAE Te 
LtwZo 
3) 考察 品 洞 の 成 枯 は 小山 の 場合 と 同様 で ある 。 MFOMBRCHAKHMOBALO 
他 の 混成 作用 を 受け た こと を 示す 講 現 象 は 認め られ ず , 終 長 石 の 泉 帯 構造 を 見 て も この マ 
グマ の 結 品 作用 の 途中 で 他 か ら 影 絡 を 受け た と は 考え られ な い 。 

4. 静岡 県 大 井 の 唱 洞 

1) 産 状 お ょ び 品 洞 産地 は 駿東 郡 大 平和 村 大 井 部 落 の 南西 方 約 400m の 山地 の 中 腹 に 
あぁ る 石切 場 で 既に 沢村 の 記載 (前 出 ) が ある 。 母 岩 は 両 煙 石 安山岩 で 沼津 図 幅 に よる と 第 
三 紀 の 江 の 浦 凝灰岩 層 中 に 岩 床 と し て 導 入 し た 。 BIL AIC CAME 必ず し ゃ も 
多く な くま た いずれ る も 小さ く 径 2mm 以下 ( 移 に 径 4mm 内 外 ) の 不定 形 を な し , 径 
1mm LiF OR PSERLIRD REE OS BBA CSE LAL CW So ほか に 稀 に 六角 柱状 の 
@ BERRA LN EHHBBR FIV ERDBADSNSo これ ら 講 鉱物 の 上 に 彼 細 な 磁 鉄 
讐 粒 が 散 点 し て いる こと が ある 。 

2) HS 更 状 組織 を 示し 灰 緑青 色 石 基 中 に 長 さ 1.5mm 以下 の 終 民 石 斑 品 お よび 長 
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X 1.2mm LOGE OIERIVRICRUEL TOS SEF CIEERG AEA + Sei 
BBLU WHE SMS. HRA MASNEDILO FU LEER CHM CARMA 
0, PRY UT LOLA SR BPHEL RTA BOL A MAHA LIER CH 
つて 外来 結晶 で は な いと 思わ れる 。 AO PMLKA ROLE RAC An 75~72 CH 
る が 縁辺 部 に は 著しい 昧 帝 構 造 が 見 られ , 最 外 縁 は An 65 へ ~63 CHS. RURAL 
柱状 自 形 を 量 す る 。 普通 輝 石 は 柱状 自 形 で 大 形 の も の に は 反 禁 累 帯 構造 が み ら れ る 。 BE 
は 毛 苑 状 組 織 を 示し 流 状 構 造 は 認め られ ず , 構成 鉄 物 は 微細 で 短 民 状 の 斜 長石 お よび 柱状 
DEAD 6 AKO, RARGKO BABEL TOS. HHA bE CHS ha 
PALI Fel & HED CL Sa, SLBA ENE EB Lo 

3) $B 母 岩 は 岩 床 と し て 現 出 し 品 洞 の 成因 は 小山 お よび ARBOUR LARCH 
る 。 鏡 下 の 観 察 で は 混成 作用 を 受け た こと を 示す 講 現 象 は 認め らち られ な い 。 小山 お よび 鹿 
風 岩 で は 唱 洞 久 物 が 方 理 石 お ょ び 役 量 の 鉄 鉄 料 か ら 成 る に 比較 し , 本 産地 で は や や 低温 性 
鱗 で 更 石 お よび a 石英 を も 産 し これ ら の 上 に 載る 鉄 鉄 は 明らか に 磁 鉄 鉄 で ある 。 


5. FARR BBO & 

1) BREECH PES PIRACY SACI RAO BAK 3.2 
km の 石切 場 で , MAN PEMBROKE SILAH 120m OF BAMOPRIC 
ある 。 松本 唯一 が 発見 し その 後 筆者 が 現地 を 訪れ た 。 MAIC ESL COMMOR AIM 
ato 台地 上 は ほとん ど 平坦 で 農 筆 地 と な り 岩 石 は 全く 雷 わ れ て いな い が BHO 
南北 両側 面 は 急 傾斜 の 崖 と な り 前 記 の 石切 場 は 北側 の 崖 の 中 腹 に 当る 。 南側 の 崖 の 中 腹 に 
も 石切 場 が あぁ り 同 様 の 品 渦 を 産 す る が 北側 ほど 顕 装 で な い 。 BACH ENAZLOMBSOR 
頭 は いずれ る も 多孔 質 で 小 規模 で は ある が 同様 の 品 注 が み ら れ る 。 孔 際 は う づ らち 豆 大 以下 で 
HOMMICBHAIC RU, この 中 に 径 1.5mm 以下 の 白色 塊状 の 方 理 石 と 長 さ 数 mm 以 
下 の 細 針 状 で 半 透 明 の 淡 福 色 を 呈す る パー ガス 石 と が 多数 生成 し て いる 。 INE BRKMO 
上 に 径 0.03mm 以下 の 極め て 和 額 細 な 鉄 讐 料 が 少量 点 在 し て いる こと が あり , 恐らく 磁 鉄 
GRC HAD 0 パー ガ ス 石 は 文字 通り の 細 針 状 で ある た め 光 学 恒 数 の 測定 は 珠 る 難し い 。 

2) BIB 班 状 組織 を 時 し 灰 青 色 の 石 基 中 に 斜 長 石 と 有色 人 鉱物 と の 班 品 が FBC AE 
し て いる 。 GER Cle 角 隊 石 紫 克 煙 石 普通 輝 石 安山岩 に 属し 講 斑 品 は 角 図 石 を 除き いずれ 
も 結 品 外形 な が は つき り し て いく 。 MEAS 2.5mm 以下 の 柱状 を 示し 概ね 清純 で 結 
語 全体 が ほとん ど 一 様 の 化学 成分 (An 57 へ ~55) か ら 成 り , MY RCH DY NZ BRS 
は , 縁辺 部 に 僅か に 見 出さ れる に 過ぎ な い 。 ARRAS EX 1.5mm 以下 の 長 柱 状 で 淡 
緑 へ 淡 緑 褐色 の 多 色 性 が 認め らち れる 。 MHRA 1.5mm 以下 の 柱状 を 示し 淡 緑色 
で や や ゃ や 多 色 性 が 認め られ る 。 flees 1 mm 以下 の 長 柱状 で すべ て オペ パサ イト 化 
し , 全体 が 黒色 を 時 する 。 な お 磁 鉄 鉄 の 笑 斑 唱 が 点 在 し て いる 。 石 基 は 彼 卓 質 で 孔 壁 に 近 
い 部 分 と 遠い 部 分 と で は 組織 ・ 粒 度 お よび 鉄 物 組成 等 に 著しい 開 異 は 見 られ な い が , 稀 に 
防壁 に 近い 部 分 に 方 理 石 の 微 唱 が 認め られ る 。 孔 際 中 に 多量 の 方 理 石 が 生成 し て いる に 
も 拘ら ず , 姓 岩 中 に は 石英 の 外来 結晶 や 理 質 外来 岩 片 の 混入 は 全く 認め らち られ な い 。 

3) BR この 産地 の 産 状 が 他 と 異な る 点 は , 疾 岩 全体 が 多孔 質 で 普遍 的 に 品 洞 に 富 
み , マグ マ 自 身 が 元 来 か ら 揮 発 性 物質 に 著しく 富ん で いた と 考え られ る こと で ある 。 し か 
LANA F844 MER パー ガス 石 の 生成 に 関係 が あつ た こと は 認め られ る 。 松本 の 
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記載 り に よる と PURUSTLR PO TEE - RBH BL USHRERI ORE MIAHIS Be 
所 に あり , 吟 良 ・ 阿 多 お よび 上 鬼 界 の 講 カ ル デ ラ 噴出 物 に る 認め られ る と いう 。 
6. 大 分 県 都 野 の 品 洞 

1) BR 産地 は 直入 郡 長湯 村 新屋 敷 部 落 西 方 の 県 道 に そつ た 崖 で 同 郡 都 野村 に 属し , 
沢村 孝之 助 が 資料 を 採集 し 筆者 に 恵 与 し た 。 沢村 に よる と 母 岩 は 類 岩 流 を な し 広く 分 布 す 
STMBBRWE (従来 阿藤 類 岩 と され て いた が 明らか に これ より る 古い 第 四 紀 火山 岩 ) 
に 属し , 一 般 に 外来 岩 片 に 富ん で いる が 品 洞 の 著しく 多く 見 られ る の は この 産地 に 限ら れ 
Ie De 

2) HBS IUEA 。 品 洞 に 富ん だ 岩石 は 全体 が 灰 補色 を 呈し 長 さ 2.5mm FOS 
長石 斑 品 お よび 有色 久 物 斑 品 が 不明 上 須 に 点 在 し , 一 方 向 に や や 伸長 し た 胡桃 大 以下 の 孔 隙 
が 発達 し , 防壁 に 品 洞 鉄 物 が 生成 し て いる 。 ま た 訟 豆 大 以下 の 各種 外来 岩 片 (ELLTR 
山 岩 お よび 凝灰岩 ) を 多く 包 有 し て いる 。 品 洞 が 著しく 多い 資料 で 観 鶴 する と , Fee 
東 石 の 集合 か ら 成 る 厚 さ 0.2~1 mm ORM CHD, 鱗 石 の 各個 体 は 裕章 部 に 結 品 
形 を 示し その 中 に N-HAR- BEE BLOF FV RGR AE LED CHAE BRS GL 
出さ れ , ZeRMid az BW. N-HARILMR BE SLRS 1.0~1.8mm の 柱状 
で ある が 稀 に 細 針 状 あ を るい は 短 杜 状 で ある 。 BIAS OATES CHE 2mm 以下 の 六 
角 薄 板 状 を 示し , ARDY CHIT ペー ガス 石 の 上 に 附 着 し て いる 。 FIV RGF 1.5mm 
以下 の 鉄 黒色 六角 薄板 状 を 時 し 他 鉄 物 と の 唱 出 順序 に 就 い て は 材料 不足 の た め 不明 確 で 
あぁ る 。 磁 鉄 鍼 は 径 0.2mm 以下 の 鉄 黒色 八 面 体 を 示す 。 鱗 石 に は 六角 薄板 状 の も の と , 
箱 状 の も の の 両者 が あり 明らか に 前 者 が 早期 の 品 出 で ある 。 パー ガス 石 や 金 圭 庄 の 上 に し 
ば し ば 模 状 鱗 理 石 が 附 着 し て いる の で BERKEEA OD mike OAM C 行なわ れ て い 
た らし い 。 こ の 観察 を 第 1 図 に 示す 。 上 品 洞 に 宮 ん だ 岩石 を 鏡 下 に 検 す る と 両 糞 石 安山岩 
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CEB LEERMIUAHEA - SHB kU A bMS MARAIS 0.5~2.0mm で 
いずれ る 清純 で ある が 形状 は 結晶 外形 の は つき り し た 柱状 の も の ・ 自 形 を 失い Hie 
び た も の ・ 破 片 状 の も の 等 種々 が あり し ば し ば 歪 を 受け て いる 。 結 品 外形 の は つき り し 
た 桂 状 の も の の 化学 成分 は , An 75~73 で 累 " 帯 構造 は 閉 し く な く 最 外縁 の 帯 で は An70 
CHS. 自 形 を 失い 円 味 を 帯び た も の の 化学 成分 は An 72 内 外 で 累 帯 構造 は 閉 し く な 


1) Matsumoto, T.: Jap. Jour. Geol. Gog 19, Sp. number, 1~ 
57, 1943. 
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0, RED TILSERLD-S BRE 7% Ed DEAS LSA EEL BS BOE Bo Bile 
結晶 の 縁辺 < アノ ー ソ クレ ス が 附 着 し て いる こと が あぁ ある 。 RMAs 0:2~1.2mm 
ORR, 普通 輝石 は 長 さ 0.3~1.5mm の 柱状 を 示し まな た 破片 状 の も の も ある 。 石 基 は か 
な り 著 し い 流 状 構造 を 示し , 不 均質 で 淡 神 色 洪 卓 質 の 部 分 が 大 部 を 占め て いる が , この 中 
に 誘 明 な 徴 品 質 の 部 分 が 流 理 に そい 不 規 則 な レン ズ 状 を な し て 見 出さ れる 。 前 者 中 に は 曲 
WIBO SNA. 後者 は 微細 な 石英 及び 長石 の 集合 で その 中 央 部 は 品 洞 を な し , ABA 
主として 鱗 替 右 か ら 成 り 称 に パー ガス 石 お よび 金 雲 母 を 伴い 中 央 に 座間 部 を 残し て いる そる 。 
光学 恒 数 は 次 の よう で ある 。 ペパー ガス 石 @=1.635~1.637 平均 1.6360, B=1.647~ 
1.649 平均 1.6480, y=1.657~1.659 平均 1.6580, (+)2V=79°, 82°, 84°, 84°, 
85° 平均 82.8°, cAZ=22°, 22° 平均 22.0°, SBR: Bory =1.565~1.566 平均 
1.5655, (—)2V=4°.6° 3415 5°, 斑 唱 斜 長石 の 結晶 の 一 部 が 孔 際 に 現われ る 場合 に 
直接 に 現われ る こと な く 明 瞭 な 境界 を 隔て て 化学 成分 を 著しく 異 に し た 告 長 石 (バル サム 
の 屈折 率 と の 比較 その 他 か ら 考 え 横 ら く 中 性 長石 ) が 附 着 し , さら に この 上 に 稀 に アノ ー 
ソ ク レ ス が 附 着 し て いる こと が ある 。 従 つて この 結 長 石 (恐らく 中 性 長石 ) お よび アノ ー 
ソ ク レ ス は 産出 は 稀 で ある が 品 洞 形成 の 初期 まで 引 続 い て 生じ た の か る も 知れ な い 。 HE 
に は 鏡 下 で も 径 1.5mm LFORAKWA Erik 凝灰岩 の 角 春 が 多く 認め ちら れる が マグ 
マ と 反応 し た 形跡 は な い 。 上 唱 洞 の 著しく な い 岩 石 で は 黒色 の 石 基 中 に 長 さ 2.5mm 以下 
OMA OD BE DS ASE Ic BE L BRR Be ald 著しく な い 。 FLERE 小豆 大 以下 で か つ 少 
く 品 洞 鉄 物 は 稀 に し か 認め られ な い 。 鏡 下 で は 前 記 の 徴 卓 質 部 が 少量 と な つて いる 。 

3) BR LOTT TRS (MRM AK KES  SAPRUE BEV BREE 
混入 し た た め に 揮発 性 物質 に 富む よう に な り , マグ マ 中 に 元 来 か ら 含 まれ て いな た 揮発 性 物 
質 お よび これ に 伴う 講 成 分 と 共に , マグ マ の 固 結 に 当り 夷 点 状 に 濃 集 し 上 品 洞 を 形成 し た と 
BRAENA SrtA RIL lk ARC ALIA BA CWS BAO RD BMAD ZO SHE 
の み で ある か ら , COBALT IAD Poe 4 0 BEE WA RBA HII L Her 
つた く と 思わ れる 。 


7. 松江 市 大 海 崎 の 唱 洞 

1) ERK 島根 県 中 の 海 西 崖 一帯 の 地域 に 粗 面 安山岩 が 広く 分 布 し , 大 海 崎 部 落 か ら 
本 庄村 上 宇部 尾部 落 に 至る 約 2.5km OFERIC SW 7 カ所 に 石切 場 が あり , その うち 大 
海 崎 鼻 か ら 上 宇部 尾部 落 の 方 へ 海 早 に そい 約 400m 進ん だ 場所 に ある 石切 場 で 資料 を 探 
取 し た 。 他 の 6 カ所 の 石切 場 お よび 筆者 の 踏査 し た 経路 に そつ て は , 唱 洞 は も ちろ ん 気孔 
も 認め な か つた が , その 後 の 情 報 で は 他 に も 産地 が ある らし い 。 前 記 の 産地 で は パー ガス 
石 ・ 鱗 革 石 その 他 の 品 洞 鉱物 を 産 し か つて 酒井 り お よび 砂川 ) が 記載 し た こと が あぁ る 。 
2) HS 統 密 質 で 全体 が ホー 様 に 灰 青 一 灰 青 黄色 を 示し , 斑 品 は あぁ まり 明 上 内 で は な い 。 
鏡 下 で は 角 関 石 粗 面 玄武 岩 に 属し , BARAK KUSNAD SMS, 和 倖 長 石 は 小さ 
くむ し ろ 徴 斑 品 と 称す べき で ある 。 角 関 石 は 長 さ 2mm 以下 の 長 柱状 を 示す が 全く オ パ 
サイ ト 化 し 新鮮 な 部 分 は 全く 残 つ て いな い 。 膨 長 石 は 長 さ 0.7 mm 以下 の 長 柱状 で 石 基 
斜 長石 と 大 き さ に お いて は つき り し た 境 が が なく, 化学 成分 は An 73~60 で , 縁辺 は ほ 


1) 酒井 栄 吾 : 地質 , 48, 252, 1936. 
2) 秘 川 一 郎 : 地学 , 57, 37, 1950. 
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と ん ど 常 に アル カリ 長石 に より 包ま れ て いる 。 石 基 は や ゃ や 粗 面 質 で 長 さ 01-0.3mm の 
柱状 の 斜 長石 ・ ア ルカ リ 長 石 , 長 さ 0.03~0.3 mm DERE HIIKEROMAS - AFT 
右 お よび 役 細 な 鉄鉱 粒 等 か ら 成 り , 品 洞 に 宮 ん だ 部 分 で は 構成 鉱物 全体 が や や ゃ 粗 灯 に な つ 
て いる 。 この 岩石 を 検 鏡 し て 注意 を 惹く こと は , 前 記 講 鉄 物 の 間 を 塩 め 栖 瓦 状 の 方 東 右 が 
Mr HSN, EPRGEPO/M ROR MER OAR L CoC, 粗 面 安山岩 の 石 基 に 弐 酸 
鉱物 が 見 出さ れる 事実 は 特異 と すね ば な ら ぬ 。 ま た 倖 長 石 の 外来 結晶 共 点 々 と 見 出さ れる 
こと も 著しい 特徴 で , これ は 径 0.6~2.0 mm の ほ ぽ 円 に 近い 形状 を 示し , CNED YS 
か に 小形 で 結 醒 外形 の は つき り し た 長 柱状 の 斑 品 斜 長石 と は 明瞭 に 区 別 し 得 る 。 この 外 
来 結晶 の 内 核 の 大 部 分 は 汚 泡 し て いて 化学 成分 の 推定 は 難しい が カー ルス バッ ド DUR 
に アル バイ ト 双 卓 が 認め られ , 縁辺 の 細い 帯 は アル カリ 長石 か ら 成 る 。 こ の 粗 面 安山岩 中 
に は 倫 大 以下 の 砂岩 ( 新 第 三 系 ) が し ば し ば 包 有 され て いる の で , この 外来 結晶 は 砂岩 を 
構成 する 長石 粒 に 由来 し 前 記 の 形状 も 水 磨 に よる と 推 穴 され る 。 

3) BA BAO RICO 3 型 が ある 。 2 断面 の 長 さ 1m 以下 で 厚 さ は 極め て 薄い 
節理 の 両 壁 に 生成 し た も の , b 断面 の 長 さ 1 へ 3 cm 程度 の 流 理 間 隙 の 壁 に 生成 し た も の 
BLU <c 外来 岩 片 の 周縁 の 和 孔 隙 中 に 生成 し た も の 。 これ ら の 内 2 が 最も 顕著 で b Ow 
通 に 見 られ る が c lL FH CHS0 4 の 著しい 場合 で は 1m? ほど の 面積 の 飾 理 面 に 長 さ 
2~3 mm の パー ガス 石 が 無 数 に 着 生 し 壮観 を 呈す る 。 abLU b は 産出 鉱物 の 種類 お 
よび 組合 せ 等 に お いて ほとん ど 差 異 が な い の で 一 括 し て 説明 する 。 卓 洞 鉱物 は 鱗 答 石 お よ 
び パ ペパー ガス 石 を 主 と よ と し , チタ ン 鉄 鉱 は 少く 金 雲 母 は 極め て 稀 で ある 。 鱗 葵 石 に は 六角 薄板 
ROCDEMROVDERHY, 前 者 が 早期 の 品 出 で 両者 は 共に 径 1mm 以下 で ある 。 
パー ガス 石 は 長 さ 2mm LL PORE AA CH H~ BBE EAT e=1.648~1.650 平 
均 1.6490, 8B 三 1.655 へ ~1.657 平均 1.6560, y=1.665~1.667 平均 1.6660, (+)2V 
=86°, 87°, 88° 344 87.0°, cAZ=21°, 21° 平均 21.0°。 チタ ン 鉄 然 は 径 0.4mm 
以下 の 六角 厚 板 状 で 稀 に 負 品 を 示す 。 人 金 圭 母 は 径 0.6mm 以下 の 六角 薄板 状 で ある 。A8A= 芋 
y=1.563, (—)2V=6°~8, これ ら 講 鉄 物 は 1 つの 品 洞 内 に 全部 が 現われ る こと が あ 
り , 正確 な 品 出 順序 の 決定 は 難し い が , や や 大 胆 に 示す と 第 2 図 の よう で ある 。 次 に <c 


第 2 図 大 海 崎 産 唱 洞 鉄 物 の 上品 出 順序 


に 就 い て 説明 する 。 粗 面 実 山 岩 中 に 新 第 三 系 と 思わ れる 直径 10~15cm の 砂岩 が 稀 に 包 
有 き さき され, 粗 面 容 山 岩 が この 外来 岩 片 に 接する 3~7 cm 幅 の 部 分 は 灰 青 色 を 示し , SORE 
FP DRED AICHE RBI SMW, これ は 銀 冷 に よる 。 克 岩 は 大 低 こ の 部 分 で 包ま 
「 れ て いる が , 稀 に 粗 面 安山岩 と の 間 に 厚 さ 1.5mm 内 外 の レン ズ 状 間隙 を 局部 的 に 生じ , 
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る 。 こ の 間隙 は 砂岩 中 に 含ま れ た 水分 の 気化 に より 生じ た も の で ある 。 

4) BR マグ マ に 取 込 ま れ た 砂岩 中 の 水分 は 熱さ れ て 気化 し , マグ マ 中 に 元 来 か ら 
含ま れ て いた 講 成 分 や 角 際 石 の オペ パサ イト 化 に よる 放出 成分 等 を も 併 そ , v7 vO RN 
当り 節理 ・ 流 理 間際 お よび c の 問 際 等 に 集まり 品 洞 を 形成 し た 。 世 岩 は 話 岩 流 で ある が 
唱 洞 産地 は 蘭 ら く 岩 体 の ほぼ 中 心 部 に 当り , 揮発 性 物質 の 大 気 中 へ の 放散 が 困難 な 個所 で 
あつ た と 推測 され る 。 


8. 秋田 県 小坂 の 品 洞 

1) ERBEURH 。 鹿角 郡 小坂 町 不動 沢 に あり , 筆者 は 現地 を 路 査 し た こと が な くさく 
地質 調査 所 標本 宰 に ある 資料 を 観察 し た 。 Blt 容 山 岸 で ある が 三次 的 変質 の た め 全 体 
DREGE EEL, 班 状 組織 は 明暗 で な く 一 見 流 示 岩 の よう な 外観 を 示す 。 こ の 中 に 一 方 向 
に や や 伸長 し た 米粒 ~~ 大豆 大 の 私 . 際 が 認め られ , BACB LF 7 VY ROE DAML Tr 
る 。 方 東 石 は チタ ン 鉄 鉄 と ほぼ 同時 の 上 品 出 ち しい が , HEED EMS ¥ v RED AAS 
附 着 し て いる こと が あり , チタ ン 鉄 鉄 は や や 後 ま で 品 出 し て いた らし い 。 ま な た 肉眼 で は 認 
め ら れ な い が 鏡 下 で 金 雲 母 が 見 られ た 。 上 記 の 関係 を 第 3 図 に 示す 。 
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Cristobalite 


Limentte 


Phlogopite 


2) Bis MUNRADAS CHERMLIT~ CHPOME ¥ また は 緑 泥 石 化し た 仮 像 を 
示す 。 原 鉱物 の 推定 は 上 難しい が 黒雲 直 で な いこ と は 確実 で , TOR 6 ASR OBES DS 
か つた らし い 。 舎 長 石 に は 明らか に 次 の 2 種 が ある 。 1 つ は 長 さ 2.5mm 以下 の 柱状 で 
AOA An 50~45 内 外 の 化学 成分 を 有 し , SORE ASHE L < SHR IC GE < ah 
を 受け た 痕 が あり , WINROMV A An 75 内 外 の 化学 成分 か ら 成 る も の で , 他 は 長 さ 
1.2mm 以下 の 柱状 で An 85~70 ASO ほ ぽ 一 様 の 化学 成分 か ちら 成 る も の で ある 。 前 
者 は 外来 結 品 で 後者 は この マグ マ 自 身 の 品 出 に よる 。 VEDI RK BLU HEAOMEE 
品 が 認め られ る 。 石 基 は 毛 部 状 組 織 で 流 状 構 造 が 見 られ 析 木 状 また は A ROBRA - 
四角 形 の 磁 鉄 鉱 ・ 二 次 鉱物 の 緑 泥 石 ・ 神 鉄 鉄人 等 と これ ら の 間 を BRD 72 BROA EEA & a 
BRO, また 鏡 下 の 小 孔 際 中 に 方 東 右 が 生成 し 微細 な 金 雲 坪 も 認め られ な た 。 

3) BR 観察 し た 資料 は 変質 作用 を か な り 受 けた 鶏卵 大 の 一 岩 太 で ある が , 混成 作 
用 の 影響 が 認め らち られ, 安山岩 質 マ グマ が 酸性 ( 深 成 ) 岩 を 混成 し た た めい に 揮発 性 物質 ・ 理 
酸 お ょ よび アル カリ 等 に 富ん だ 不 均 特 部 を 斑点 状 に 生じ , 固 結 に 当り 品 洞 を 生成 し た と 思わ 
れる 。 圭 岩 の 現 出 状態 は 不明 で ある が 疾 岩 流 らし い s。 


9 長野 県 虫 倉 山 の 唱 洞 
1) BRK 虫 倉山 は 小 県 郡 大 門 村 に 属し 填 が 肉 火 山 の 最高 卒 で ある 車山 か ら 北 方 僅か 
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に 東 偏 し , 約 5.5km を 隔て た 位置 に ある 。 PULA T SRAM BRA AKYO 1 
燃 岩 で この 中 に 品 洞 鉄 物 を 産 す る 事実 を 沢村 孝之 助 は 諏訪 図 幅 説明 書 中 に 記載 し て お り , 
筆者 は その 薄 片 を 借用 し 検 鏡 し た 。 

2) 母 皆 お ょ び 品 洞 。 母 岩 は 脆 飛 な ガラ ス 質 で 全体 が 灰色 を 時 し 斑 品 に 乏しく , 細か 
い 気 泡 に 富ん だ 部 分 が 1 方向 に 並び 流 状 構 造 を 示し , ARR CIs ARS SE Cw SEFC 
GREE A AMA IL SCL 夷 状 組織 が 認め られ 斑 品 は 和 倖 長 石 ・ 紫 蘭 煙 石 ・ 普 通 
将 石 ・ 角 隊 石 お よび 黒雲 二 か ら 成 る 。 倍 長石 に は 比較 的 大 きく 長 さ 2mm 以下 の 柱状 を 
量 し 清純 で は つき り し た 結晶 外形 を 示す る もの と , 円 味 を 帯び 虫 食 和 構造 の 発達 し た も の と の 
両者 が ある 。 前 者 の 化学 成分 は 内 核 の 大 部 分 が An 76~73 COMI Sw An 分 
子 を 減じ An 68~62 CH. 後者 の 化学 成分 は 内 核 の 大 部 分 が An 52 WHE CRO 
が An 68~62 で ぁ り 外来 結 品 と 思わ れる 。 RRMA A 2mm 以下 の 柱状 を 示し 淡 
緑 ~ 淡 褐色 の 著しい 多 色 性 を 有する 。 普通 輝石 は 長 さ 2mm 以下 の 柱状 で 淡 線 色 を 時 す 
So ABA S 2mm 以下 の 長 柱 状 で 淡 緑 ~ 濃 緑色 の 著しい 多 色 性 を 示し , 常に 黒色 
反 遍 縁 を 有する 。 REGIS 0.7mm 以下 の 薄板 状 で , BLU BAM BIL IOD A 
られ , BORE OF BEG AR LBC BAIR LOCH EN TOS BRL ¢ HL 
PeCE 0.6mm に 達する こと が ある 。 GHIARHECABDAKBEt SLBA 
無数 の 品 子 を 含む が , 局部 的 に 淡 灰 色 で 徴 唱 質 の 部 分 を 生じ , この 中 央 に 往々 や ゃ や 粗 粒 の 
REEEBORGBAS AM SH, さら に その 中 心 に 時 に 容 間 部 が あり 鱗 環 石 を 主 よ する 唱 洞 を 
形成 し て いる 。 パー ガス 石 ・ 金 雲母 ・ チ タン 鉄 鉄 お よび BHO EEL UC FL 
上 邊 出さ れる が 品 出 順序 を 明らか に する こと は で き な か つた 。 鱗 理 石 は 模 状 の も の で ある 。 

3) $B この 痴 岩 に は 酸性 斜 長石 が 混入 し て お り , AN AICR Cis 断定 し 難い が 
少く と も 黒雲 母 は 外来 結 品 で ある 。 マ グマ が 酸 隆 ( 深 成 ) 岩 を 取込み , これ を 混成 し た た 
DHE WA - EMR TV AVS CAAL 不 均 質 部 を 局部 的 に 生じ 固 結 に 当り 前 記 の 上 品 
洞 を 形成 し た 。 本 産地 の 品 洞 の 規模 は あま り 頼 閉 で は な い が , 應 らく 燃 岩 流 に 生じ た た め 
で あろ う 。 な お 諏訪 図 幅 地域 内 に は 次 の 3 AMO AMBKIWLEHA & SD Asan b HEM GK 
の み を 産 し , 母 岩 を 鏡 下 に 検 す る と 混成 作用 の 行なわ れ た 証拠 は 認め られ な い 。 LARA 
大 和 の 東方 約 1 km HHORWAMA (WEA) - RVAOMAAM 1.6km 附近 の 安 山 
gue (Week) お よび RAAOMAK 250m に ある 安山岩 岩 脈 (FEE) mae 
同様 の 産 状 の 例 は 赤城 火山 外輪 山 の 1 燃 岩 で る 見 られ る 。 山頂 カル デラ の 西方 環 壁 附近 
に 分 布 す る 1 峯岸 は 普通 煙 石 角 図 石倉 有 紫 衝 煙 右 安 山 岩 に 属し , 燈 岩 流 と し て 現 出 し 鏡 下 
の 微細 な 孔 際 中 に パー ガス 石 お よび 金 雲 母 な ど を 生じ て いる が , 何れ も 顕微 鏡 的 の 大 きき 
CHS. LORRY CK 報告 し た が , BTS RAWLS eS Be RS 
RELL, SPMBTSUMARUBOLHMAYNO Oni Rie Ay 7 3 asee 
の 途中 で 酸性 深成岩 を 同化 し た た め 正 常 な 進化 か ら 派 生 し た も の で あり , 上 品 洞 鉄 物 の 生成 
る の 同化 だ よる と 導 えら れる 。 

10. BRREUOAB 

1) BRBELOE GRASPED, BANDKOUO 1 eee Brox 

RAH CRA BODRC ET SHEE LBA LOMME RR” し た 。 その 


1) PEK — : wee gy, 7, 37, 1948. 
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後 筆 者 が この 産地 を 訪れ た 際 , 降雪 の た め 僅 か の 資料 し か 得 ら れ な か つた が , 品 洞 の 産 状 
に 2 型 が ある 。 そ の 1 つの 産 状 は 疾 岩 の 流 理 に そい 長 さ 5~30mm- FX 1mm 以下 の 
選 平 な 孔 際 が 著しく み ら れ , その FLENZ, あるいは 孔 際 を 充 し て 唱 洞 鉄 物 が 生成 し て い 
Bo COKMARAAEA Chil PEARS, チタ ン 鉄 鉱 も 散 点 し て 見 出さ れる が, BE 
石 よ り る も 早く 結 品 作用 が 終 つ た らし い 。 これ ら BMD _Llc Mim CAC PRE A 
され て お り , 恐らく 磁 鉄 鉄 で あろ う 。 他 の 1 つの 産 状 は 疾 岩 中 に 径 2mm 以下 の 球状 体 
が 少な か ら ず 点 在 し て 見 出さ れ , その 中 央 は 不透明 白色 の 石英 か ら 成 り 単 斜 輝 石 粒 か ら 成 
る 厚 さ 0.2-0.5mm OFRARIE CHEN, この 皮膜 が 直ちに 半 岩 に 接する 場合 も ある 
が 孔 際 で 隔て る 場合 も あり , 後者 の 場合 に 防壁 に は し ば し ば 普通 輝石 ・ ペ パー ガス 石 ・ 金 圭 
母 お よび 少量 の 鱗 班 石 な ど が 生成 し て いる 。 何れ る も 頭 微 鏡 的 の 大 き さ で ある 。 上記 2 型 
を 通じ 資料 が 少 い で た め 品 洞 鉱 物 の 品 出 順 序 を 決め る に 至ら な か つ な た 。 

2) Bis 全体 が 灰 紫 福 色 を 量 し , 班 品 斜 長石 が 不明 瞭 に 点 在 し て いる 。 鏡 下 で は 石 
Re SAN AAIMEELRARRIUACRL, BMEUARE - AMG H LUA b 
成り 石英 を 伴う 。 NEARS 0.2.0.5mm で 柱状 を 示し 概ね BALC REREAD 
れ , 化学 成分 は 結晶 の 中 核 で は An 80 へ 65 で あぁ る が 縁辺 に 近 ず く ほ ど An 分 子 に 乏 し 
くく 外縁 は An 55~49 で あぁ る 。 然るに 本 岩 中 に 少な か ら ず 見 出さ れ , 比較 的 大 形 ( 長 さ 
0.5~1.2mm) の 稚 長 石 は 例外 な く 著 し い 円 味 を 帯び , YRBOIEL ¢ BARRED HE CA 
つて 縁辺 の 細い 幣 の み が 清 純 で ある 。 VRBO 7: D(CERAODNZILHLOD, 縁辺 の 細い 
帯 の 方 が 中 核 部 より も An 分 子 に 富み 酸 成 ( 深 成 ) 岩 に 由来 する 外来 結 唱 で あろ う 。 藻 
WE AILS 0.3~1.0 mm の 柱状 で 多 色 性 は あま り 閉 し く な い 。 角 関 石 は 姜 し く オ パサ 
イト 化 作 用 を 受け , 灯 石 と 磁 鉄 鉄 と の 役 細 な 結晶 の 集合 物 と な り 新 解 な 部 分 は 全く 残 つ て 
いな い 。 石英 は BL CARS 1, その AW OBER MOR HEY 72H 2 ARIES 
Ls BOWIE AIE & ART BIRD JAIL BA Ze SER RES BN LCS COLIKG 
ASEDIC KENT AA BUNK 石 基 部 と 反応 し た 形跡 が 閉 し い 。 石 基 は FE WEIRALRR SRL ATR 
KROME (An 70~65) ・ 柱 状 ま た は 粒状 の 単 斜 ・ 斜 方 両 煙 石 お ょ び HE HIRO 
BEKIEAG O 5 OO THEO 51S. BE PMMAD 3 HN BOA WM AUCB V0 
方 理 石 は 特徴 ある 徐 瓦 状 を な し , ASRS O BU) 72 FBR SHED F PVRFLREUC BAS LL 
され る 。 MELA ILIA & FLED REC LI So FULMER Vv SIAR Lae 
延び て お り , FEO 3b ABRIL VM & BU AB) & CLA L UGK ORR - KX 
さ 等 に 大 差 は な い が , CERES ID AVL AT BIB Vo 

3) 考察 この 妖 岩 に は 酸性 斜 長石 ・ 石 英 な どの 外来 結晶 を 混入 し , 酸性 ( 深 成 ) HE 
を 混成 し た 直接 の 証拠 が 認め ちら れ , か つこ れ と 反応 し た 形跡 が 著しい 。 マ グマ は 混成 作用 
に より 揮発 性 物質 ・ 酸 ・ ア ルカ み カリ 等 に 富む よう に な り 固 結 に 際 し 流 理 間隙 や 外来 結 品 
の 外側 に 品 洞 を 形成 し た 。 2 型 の 産 状 の う ゃ も 流 理 間際 に は , EERE Ak +S A 
られ , 外来 結晶 の 外側 に 普通 煙 石 ・ ペ パー ガス 石 ・ 金 圭 母 ・ 鱗 理 石 等 か ら 成 る 品 洞 が 見 られ 
る の は , 寺 酸 は 揮発 性 物質 に 伴い 遠方 に 運 撤 さ れ 易 いた めで あろ う 。 品 洞 の 成因 を 論ずる 
際 に 揮発 性 物質 の 作用 は 重要 で , これ が EMRE MMT SZ SIE 実験 に より 確 め られ て い 
o J.W. Greig, H.E. Merwin tS OS Shepherd の 試み た 実験 に よる と , 弐 
酸 鶴 液 中 に 揮発 性 物質 が 存在 し これ が 少し く 加 熱さ れ た 場合 この 揮発 性 物質 侍 酸 を 他 
OBI BEBE MNS So また 電 酸 溶液 中 に お ける 揮発 性 物質 の 僅か の 圧力 も 
班 作用 に 著しい 影 絡 を 与え 結 品 作 用 を 助け する と いう 3。 
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ASH! Lik OMAR PORRNERE 
並び に これ に 伴う 細 粒 包 有 岩 


(特に 変成 岩 ・ 包 有 岩 の 準 火 成 岩 構造 の 形成 及び 導 米 岩 質 
固 緑 岩 と 斑 長 質 変成 岩 と の 関係 に つい て ) (ID) 


Study of felsic metamorphic rock and its associated 
inclusion in gabbro-diorite of Horoman river, 
Hidaka province, Hokkaido 


we sf 32 (Hiroshi Asai) * 


D. 繊維 状 角 関 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 GIR C) 

斑 長 質 変 成 岩 の うち で は 多く の 面積 を し め て いる 。 和合 長 石 , ミル メカ イト (44.2%), 
黒雲 下 (34.196), 繊維 状 淡 緑 色 角 図 石 (11.396), 磁 鉄 鉄 , イル メチ ナイ ト , BA FIV 
DEB, BERR (6.8%), 石英 (3.696) より 成り 粗 料 な グラ ノブ ラス テッ ク 構 造 を 示 
3o MEA, ミル メカ イト Atyz, Amys, ANgg, ADgy, AMg,, Ang2 Anss An,s 
を 示す 。 内 部 に 粒状 化 黒雲 母 が あり , ARAOMRME, 塩基 性 化 の 現 祭 が 認め ちら れる 。 
(第 4 図 4 の 1) ミル メカ イト は 舎 長 石 が 圧 砕 さ れ て 形成 され る 。 RHE: 消 散 する か 
或 は 不安 定 に な つて 尊 状 化 黒 雲母 , 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , HG, FY VaR BT 
また これ と 共に 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 に 変化 する 。 & hee, YHZ-Fs コレ ー ト 福 
色 , Y…1.635。 繊維 状 灰 緑色 角 図 石 : 黒雲 母 の 消 散 と 密接 な 関連 を も つて いる 。 KS 
YR, Zo USGEA~WAE, cAZ-10°~15°, 22°, (—)2V--75°, ng---1.643 
(G44 D2), BRR, AV ATA, HE. FIV ARR. Bago : Bea 
散 す る か Mis 不安 定 に な つて 残し た も の で ある 。 BH : HORMONE TERE L CHIE 
状 の 形 を 示す 。 

Wim AMIEL at SRE NRA ANA (BERING } -—7 7 6 EUR RCE 

DAE, 第 4 図る 2) 

直径 2~5 cm の 円 形 又 は 卵 円 形 の 包 有 岩 で ある 。 BRA (53.7%), 繊維 状 淡 灰 黄色 
FEB, 福 色 角 関 石 (37.296), 磁 鉄 鉄 , イル ヌメ ナ イト , ジル コン , ARG (4.3%), B 
雲母 (2.79%), 石英 (2.196) より 成り , グロ メロ 斑 状 構造 叉 は 人 準 輝 緑 岩 構造 を 示す 。 部 
分 的 に 細 料 な グラ ノブ ラス テッ ク 構 造 が 基質 と な つて いる こと が ある 。 鍛 長石 : Angg, 
Angy, ANyy, ANy, Ay, ANyg, ANgs, An,,;, Atgg, ANs;, ADs,, Anz, Ans, 228 
FoWbUSL CREEL, Lard MICHELS NHEOARALBKT So. COMRILA 
AE VEGLT ZG OBI Hie C MEZA ADB CS 粒状 化し て いる 事 に よ 
つて 明らか で ある (HAMID). MHEKRKKREAWA MEAWNA > ALAS 
母 が 消 散 し て 磁 鉄 鉱 , イル メチ ナイ ト を 残し 年 ら 形 成 さ れ 部 分 的 に 粒状 化し た 黒雲 母 を 残し 
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て いる (第 4 図 9 の 1 2). Xs, マ Y… 淡 灰色 , Z- PORTH, c 人 Z…5° 
~12°, (—)2V..48°, 60°, 75°, 84°, 88°, 89° で あぁ る が 負 で 0° Ris それ に 近い る も の 
が 2, 3 観察 せら れる 。 ESAS 繊維 状 淡 灰 黄色 角 図 石 の 外側 に PELL LCR 
に 形成 され , その 量 も 少 い 。 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト : いずれ る も 六角 板 状 の 結 品 で その 配 
烈 の 形 は 黒雲 母 の 消化 し 残さ れ た も の で ある こと を 示し て いる (第 4 図 9 の 1)。 ジル コ 
YS : 前 者 は 散 点 し , 後者 は 針 状 結晶 で ある 。 BER: 未だ 消 蔽 し 切ら な い 黒 
雲 庄 が 表 点 する が いち も ち じ る し く 磁 鉄 然 , イル メ ナ イ ト を 排出 する 。 BH: 。 他 鍼 物 を 包み 
こむ か Rik 自 形 の 他人 鉱物 の 間 を 率 塩 し 普通 に 見 られ る 細 尊 叉 は 粗 粒 の 火成岩 に 似 た 構造 
EAT. ERMRALTI7 1 » TRREERTO 

DEVAL 72 in & BOE, EARMOM REV Hi CARS 7 EHR ERE E DOR 
黒 圭 母 一 狼 長 石 岩 の 形 成 機構 を 考慮 に いれ る と 本 包 有 有 岩 も それ と 同様 の メカ = ズム で 黒 
雲母 ホル ン フ ェ ル ス 質 の 岩石 か ら こ の よう な 構造 , 岩 質 を 示し た も の で ある 。 注意 すべ き 


一 第 4 図説 明 一 一 

1. 人 準 交 緑 岩 構造 一 黒雲 母 一 斜 長石 一 角 関 石 岩 ( 包 有 岩 ) th REARS tO 
接触 部 の 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 中 の ポイ キロ ブラ ステ ッ ク 黒 雲母 (1), 同 ポ イキ ロブ 
ラス テッ ク 繊 維 状 角 関 石 (2) , 包 有 岩 中 の グロ メロ 夷 状 構造 斜 長石 ) ポイ キリ テッ ク 
Sieg (3, 4, 5) 。 Bl, iit Be, ACAM. AHERN, PL Aa, BAM 
. AB FGBAA, Du-- aoe Eek, IL-- Reker, 7 Vet 1 +, (BERGA AD 
An 成分 )。 2. 人 準 糞 緑 岩 構造 を 示す 含 黒 雲母 一 角 図 石 一 斜 長石 岩 の ス ケッ チ , Bi… 
RE, Q… 石 英 , PL. AG, ACAM.. Atte Re, AP BA, IL: Beg 
Bi, イル メ ナ イ ト 。 3. RIA SEP ARERR RES ive ¢ MER ik 
岩 構 造 一 黒雲 母 一 斜 長石 一 角 関 石 岩 と の 接触 部 の 性 状 , 1 MURS, 中 
HORBERVY 7 LVABM Ay PRAT S. 2 黒雲 古 の ポイ キロ ブラ ステ 
»y TRIER AENAZRBERRVY 7 IVA, 3 繊維 状 角 関 石 の ポイ キロ ブラ ステ ッ 
構造 の 見 られ る 黒雲 三 ホ ルン フエ ルス , 4 WG URRE BEAR APSR 
Bo 4. 織 維 状 角 図 石 一 トー ナル 岩 質 混 成 岩 の 斜 長石 (1), 黒雲 母 , AHERN 
% (2) の 性 状 , BI,… 前 期 黒 雲母 , BI。… 後 期 黒 雲母 , ACAM. SHER EAA, 
TIHE.… チ タン 赤 鉄 録 , IL… 磁 鉄 鉄 ,) イル メ ナ イ ト 。 5. HEHE b ORE 
母 一 斜 長石 一 角 関 石 岩 の スケッチ, PL ARG, Q AH, BAM tena, 
ACAM.… 繊 維 状 角 図 石 , GAM.… 緑 色 角 関 石 , IL… 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト 。 6. Me 
GAD BSAA MALORELAMOVER, BAM: EAA, 
GAM. -@fapsa, BI, vii, Bl, Bea, IL. BGK, 4 VAT 4 
+, ACAM..-ARweiapia. 7. BER—BRAALMA-OE a Ria Mi 
相 の ス え スケッチ , PL SHG, BI--BE, BGAM. i efepde, GAM kK 4 > 
VF» VEEBHO ERG, IL BRK, AVATFAbO 8. Ua — #9 F909 
GEER SPIE -BESRHORER:, SEAR (1), aA (2) の 性 状 , 
ACAM.--Se#etfapia, BAM. fade, Bl, Hie Bl, BMRA, 
IL: BERGE, AV AT1 +. 9. MERLEARES 3 OS MAAR 
MOMs, 繊維 状 角 図 石 (1, 2), AEA (3) OVER, BI, -AUMURA, BI, 
Hie, ACAM: AMER Aap, IL Begkek, TAFT bo 10. 黒雲 母 一 神 
5. ff $6 BAG BENE APR ORE (1), RAV Fo TAG (2), 黒雲 母 (3) 
等 の 性 状 , BGAM- 4B fab, GAM. sess, BI Rak, TL HA, 
IL UGG, AV AT4 >, Du BAMERAS, (KFRRRAD An 成分 ) 
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は 人 準 輝 緑 岩 構造 を も つた BES-ARABLIENTOBUSL ( REO 消 散 し た 形 蹴 
が 明 有 瞳 で これ に 代 つ て 角 図 石 が 形成 も られ て いる こと で ある 。 BICC NIE O CHRAD 
交 基 性 化 , 新鮮 化 の 頭 状 な こと で ある 。 こ の 事 は 周辺 に ある 繊維 状 角 関 石 一 トー ナル 岩 質 
混成 岩 に お いて る も 前 項 で 述べ た 黒雲 母 一 混成 岩 と 比較 し て 明 上 央 に 述べ る こと が 出来 る 。 

E. 粗 灯 一 神 色 角 図 石 一 繊維 状 角 図 石 一 黒雲 母 因縁 岩 (第 1 Dz E, F) 

SHEA (53.696), SER: (21.896), 繊維 状 角 関 石 (VORB ARA, YATRA 
Fa) (8.7%), 神 色 角 関 石 , SREPSBY (6.396), BRREK, イル ヌメ ナイ ト , BPG, BERR 
Sk, VVay, PAInNAA, IRA (5.3%), 石英 (4.39) か ら 成 り 粗 粒 な グラ ノブ プラ 
ステ ッ ク 構 造 を 示す 部 分 と 倖 長 石 の 自 形 性 が 強まり , 角 図 石 の 準 ポ イキ リ テ ッ ク 構 造 が 見 
られ 一 見 火成岩 と いわ れる 構造 を 示す 。 ま た , 部 分 的 に 中 粒 の 自 形 斜 長石 と 角 了 図 石 よ り 成 
る パッ チ 状 の クロ ッ ト を も つて いる 。 MARA: 比較 的 に 大 形 の も の は Ang, Ang, 
Angg, Anss, ANgg, ATyg を 示し て いる が Ang 内 外 の も の が 多い 。 比較 的 に 小形 で あ 
つて 自 形 斜 長 石 は Atgg Ans。, Any を 示し て NY FRI 09 }OMRAEO COTW 
So ZOMEBARA AMAL (後述 ) の 和 倖 長 石 が 何ら か の 変成 作用 を 受け た と いう 証拠 は 
観察 され な い 。 ど の 紛 長 石 も 新鮮 化 , 塩基 性 化 の 現象 を 読み よる こと が 出来 る 。 す な わ ち 
SRA RIVERS ARROW SCS CREEL, その 部 分 が 他 よ り る も 新鮮 化し , 塩基 
性 の 班 を つく つて いる (第 4 図 8 の 2)。 黒雲 母 : 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ チ ナイト, HA BBE 
鉄 鉄 を 排出 し て 消 散 する 傾向 に ある 。 こ の 際 多 量 の 伏 石 類 を 残し , 一 部 の 黒雲 母 は 灯 状 化 
THo XM Beat, YSZ 48, >…1.635 (第 4 図 8 の 1)。 繊維 状 角 隊 石 (繊維 状 淡 
灰色 角 関 石 , 繊維 状 淡 灰 緑黄色 角 関 石 ) : 両者 と も 前 述 の 如く 黒雲 母 の 消 散 と 共に 形成 
され る (第 4 図 8 の 1)。 前 者 は XX 全 マ Y… 殆 ん ど 無 色 ~ 灰 色 , 選 Z… や や ゃ 濃い 淡 黄 色 , cAZ 
…5°~10°, (-)2V… 殆 ん ど 0° に 近い も の が 多数 観察 され また 同じ く 10°, 36°, 40°, 
60°, 88°, (+)2V…84° を 示し , n。…1.648。 後者 は XKHV- OD BKK, Z 
… 淡 緑黄色 , c 人 Z…10°~13°, (—)2V---70°, 78°, 84°, (+)2V-.-56°, n,---1.648~ 
1.651 を 示す 。 FOSS + 一 般 に 前 述 の 繊維 状 角 関 石 の 周辺 部 に 位置 する 。 XK 
tat, Y… 淡 褐色 , 2Z… や や 濃 い 福 色 , c 人 ZZ…22°, (一 )2V…0° に 近い も る の , 64°, 70°, 
84°, 87°, (+)2V.…66°, n。…1.657~1.661 を 示す 。 REI > eR tee 
FH dF TMM I EO JADA CE CW So BAGRGK, 4 VAT 4 >}, HE, 磁 硫 鉄 
Gh, WINAB : Wn dREEOMMC oN THBRMaAN TS. ジルコン, BRA 
HAT So 

“biivatia & BT SRES—AR A ARS ( 粗 粒 一 福 色 角 了 関 石 一 繊維 状 角 阿 石 一 

黒雲 母 図 緑 岩 の 包 有 有 岩 , (第 4 図 5) 

HUD AA Aa VC LEST や や 大 形 の も の が 多く 直径 5~20 cm に 及ぶ の が 普通 で ある 。 
包 有 岩 の 混成 岩 と 接する 部 分 は 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 質 の 岩石 に な つて いる 。 MATS 
ノ プ ラス テック 構造 を 示す 倖 長石 , 角 図 石 を 基地 と し て 部 分 的 に 自 形 性 の 強い 僅 長 石 の 龍 
状 構 造 , ボ ポイ キリ テッ ク 構 造 , グロ メロ 斑 状 構造 集 ひ り ポ イキ ロ オ フィ Fy THEME 
Minha tay kb 5ii2So ERANA, RRGOMADBRSNS (495), w 
長石 (35.196), 繊維 状 角 関 石 (27.39%6), FRASER: (20.596), 福 色 角 図 石 (14.59%6), Be 
鉄 鉄 , イル メ ナ ィ イト (2.59) より 成る 。 トー ナル 岩 質 混成 岩 に 接する 部 分 の 状態 は 第 4 
図 3 に 示し た 。 ト ー ナ ル 岩 質 混成 岩 か ら 包 有 岩 の 内 部 に 向 つ て 順次 に 
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1 @eARAAHERAINE— } TF VBRERMAOBR, 構造 を 示す 外 に PHO 
形 斜 長石 が パッ チ 状 に 散 点 し て , 全体 と し て 石英 が 富 化 する 部 分 (第 4 図 3 の 1)。 

2 黒雲 母 の ポイ ィ イキ ロブ ラス テック 構 造 が 示さ れ 基 質 は 細 粒 中 炒 の ホル ン フ ェ ル ス 構 
造 を 示し 班 状 変 品 斜 長石 が 見 られ , 繊維 状 角 隊 石 が 伴う 帯 (第 4 図 3 の 2, 第 4 図 1 の 1)。 

3 繊維 状 角 図 石 の ポイ ィ イキ ロブ ラス テッ グ ク 構造 が 示さ れ PERAMARAM ILS nN, 基質 
VaRHRE~ PRD hv 7 ARE CRE OE EEE AES S At (第 4 図 3 の 
3, #48102), 

4 em sushheB&e_-SRaA-BMABOMD (第 4 図 3 の 4, 第 4 図 5) に 分 
れ て いる 。 包 有 岩 は 2 の 部 分 より 右側 で あぁ る (第 4 図 3)。 

WY, 1 の 部 分 の 混成 岩 の 大 形 自 形 斜 長石 は Ans, Ang, を 示し 中 粒 自 形 斜 長石 は Ansg; 
Angg, ANyy を 示し て , 他 に , 消 散 し て イル メチ ナイ ト を 排出 し て いる 黒雲 母 , 石英 が 伴う 。 
2 DBE CULLEN ROBE (BEIRAR A) (& Angg, An4o, Attys, An』s を 示し 基質 の 細 
WAR Ali Ang, Any, Any, An4。 を 示し これ に ポイ キロ ブラ ステ ッ ク の 消 散 し て イ 
ル メ ナイ ト を 排出 する 黒雲 母 が 伴う (第 4 図 1 の 1)。3 で は 斑 状 変 卓 斜 長石 は Ang, 
Ans, Anss で 小品 は は An 内 外 を 示し これ に ポイ キロ ブラス テッ ク 繊 維 状 角 隊 石 が 伴 
う 3 。 角 図 石 の 内 部 は 消 散 し た 黒雲 母 の 排出 し た イル メ ナ イ ト が 配列 する (第 4 図 1 の 2)。 
4 は 準 輝 緑 岩 構造 を 示す 部 分 で その 構造 , 造 岩 鉱 物 の モー ド は 既に 示し た 。 AA : 粗 
Bit R41 XV Fy TEGIE Anss, Ayo, ANgg, Atygg, Atdys, Atgg, Alyy, Ans。 を 
RLBHOSBAIE Atgg, Ady 内 外 を 示す 。 RISVFY7HRAL BRE, 112 
ナイ ト , SHOR, BES, BASHESt CA LIGRARAD MARE L CHAE 
長石 を 形成 する (第 4 図 1 の 3, 4,5). ARAONMOPELRMOMFIIOKRGENS EA 
DEELGMO ENN ZW その 和 密集 の 度合 及び 大 いさ は 基質 の も の に 比べ て いづ 
れる も 低下 し 西 も 粒状 化 の 傾向 が 強い 。 導 し 部 分 的 に は その 基質 と 同様 の 鉄 苦 土 鉱物 が ポイ 
キリ テッ ク 女 長石 に 包 有 され る 。 この よう な 事実 は 自 形 ポ イキ リ テ ッ ク 肘 長石 と な る べき 
部 分 は 鉄 若 土 欲 物 の 品 出 する 条件 が 基 質 に お ける より る も 不安 定 で ある か 又は dal L Hr 
SPO L EWE DRL TS. この よう な 現象 は 変成 岩 の 機 械 的 運動 の は げ し か つた 圧 
eH LEBLRAE AIRES (前 述 の 粗 粒 ホ ルン フェ ルス 中 の グロ メロ 班 状 斜 長石 形成 
MRL Teo 第 2 図 3), に 観察 され る 現象 と 酷似 する 。 黒 雲母 WOT BIBL CHK 
汰 , イル ヌメ ナイト を 残し 角 図 石 類 を 形成 する 。 ま た この 際 新 に 形成 し た 角 図 石 類 に 伴わ れ 
て 炒 状 化 黒雲 母 が 再 結 曲 す る (第 4 図 6 の 1 烈 , 27, 3 列 )。 繊維 状 角 図 石 (BME TRV 
灰色 角 関 石 , 繊維 状 淡 灰 緑黄色 角 関 石 ) , BEAN, RENE : これ ら の 角 隊 石 は , 
明らか に 黒雲 母 の 消 散 と 共に 形成 せら れる (第 4 図 6 の 1 列 , 2 列 , 3 列 )。 MiHEKANA 
は 黒雲 母 の 残 品 , 排出 し た 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト と 共存 し て いて , BRK AAT I 
の 配列 は 明らか に 黒雲 母 の 消 炊 す る 際 の 磁 鉄 鉄 ) イル メ ナ イ ト の 配列 と 酷似 する (第 4 図 
6D IPE, 2 列 中 央 , 3 列 左 ) 。 褐色 角 隊 石 も 明らか に 黒雲 母 の 残 品 構造 を その 内 部 に 示 
Lib, BEBO (001) の 軌跡 に 斜 交 す る 運動 の あら われ に よ つ て 切断 せら れ て 形成 さ 
れ て いる も の が ある (第 4 図 6 の 1 烈 右 , 3 烈 右 )。 こ の こと は 黒雲 母 形成 後 の こ の 岩石 の 
うけ た 直線 的 な 短い 運動 の あら われ 方 と BED 5 BAPAC 転化 する 様相 を 証拠 立 
て て いる 。 ASRS CSPI DIMA LISHED PHN FERS NS (第 4 
図 6 の 1 列 中 央 , 2 FPR) LPL BBEORL BRM, AVAT1PETDATSo = 


78 a i GK Gh OR A ab 


EI 


の よう な 事実 は 包 有 岩 の 内 部 に 直線 的 な 運動 の あら われ 方 が 岩 右 形成 時 に 部 分 的 に 存在 
し , し か も これ が 付 物 を 変化 させ る 運動 に 結び つい て いる こと を 示し て いる 。 何れ に し て 
る 本 包 有 岩 の 角 関 石 類 は 前 の 講 項 で 述べ た 如く 黒雲 母 か ら 転 化し た も の と いう こと が 出 
Ao BES, 角 了 関 石 類 の 光学 的 性 損 は この 包 有 有 岩 を 包 有 する 粗 尊 一 黒雲 母 因 緑 岩 の そ れ 
EMTCOZOCI UCIT BR, ANAT), 橋 石 , ゆう れん 石 : 何れ も 黒雲 
母 の 消 散 と 密接 な 関連 が ある 。 こ こ に 注意 すべ き は 磁 鉄 鉄 , イル メ ヌ ナ イト の 再 結晶 の 程度 
RPABLOFY CHO 黒 圭 母 ホル マフ ェ エア ルス 質 岩 石 に 比べ て 大 きい こと で ある そ 。 も ジル ヨコ 
ン , PUR + BURT So 

以上 に 詳 述 し た 産 状 , 造 岩 鉄 物 の 性 状 , 構造 か ら 本 包 有 岩 の 外 側 に 向 つ て 次 第 に 黒雲 母 
の 安定 な 岩石 に 移 つ て いる 事 が 明らか で ある 。 し た が つて 二 包 有 岸 は 細 粒 な 黒雲 母 , 斜 長 
石 より 成る 黒 繧 母 ホル ン フ ェ ル ス 質 岩石 が 包 有 され る 形 に な る まで に 変成 し , 包 有 され る 
MDX MARA LO CMR BHARTI ROK VDLBAGNS. BHAOT 
CUO 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 質 岩 石 に は 包 有 岩 を と り ま いて EMEA ONS rt 
は 既に OS SHE t Ad 4 SRA REE AOWC 詳 述 し た 如き 短い 直線 的 な 包 有 岩 
と な る べき 部 分 を と りか こむ 運動 に よ つ て (この 運動 が 包 有 岩 に 影 結 し て 圧 砕 ま た は 直線 
的 な 運動 と し て あぁ あらわ れる) 形成 も られ た も の で 前 項 の 講 包 有 岩 より る も 更に 黒雲 母 が 不実 
SEL ROCTHRAMA MHL CLOLIRABRLERAOKSDCHS. LREMOTLIOR“ 
有 岩 は 黒雲 母 の 多い RY 7 TVAROBELVARLGABRE UT Mbit RESIS 
岩 に 包 有 され る 迄 に 完成 せら れ た 。 この 時 期 は 黒雲 評 ホ ルン フェ ルス 期 か ら 始 り ト ー ナ ル 
岩 に 包 有 され る まで 続い た も の と 考え られ る 。 変成 の 初期 又は 前 に 狭義 の 煙 緑 岩 , HK 
武 岩 質 の 岩石 又は NHR EO BAR HOT 変成 作用 を うけ て この よう な 岩 夏 に 
な つた と 解釈 する より も より 多く の 現象 を 説明 出来 る 。 

BF. 含 淡 緑 色 角 関 石 一 黒雲 母 混成 岩 

D の トー ナル 岩 質 混成 岩 の 中 に 部 分 的 に 形成 せら れ て いる 岩石 で ある 。 SHEA (66.1 
96), FAZER: (15.096), 石英 (14.496) BSR FSBIG (3.396), 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ィ イト, 
Mia BRVEH (1.296) より 成り 粗 料 な グラ ノブ ラズ ス テック 構造 を 示す 。 部 分 的 に 不 均質 
に な り 石 英 , 斜 長石 に 富む 優 白質 岩石 に BOTS. RRA : Amys, Ang, Angg, 
ANyy, Atys を 示す が 優 和 白質 の 部 分 は An。s An。s, Angs, Ans。 を 未 し て いる 。 い づれ 
も 僅か で は ある が 新鮮 化 , 塩基 性 化 の 現象 が 伺わ れる 。 BES: WAL CECA, Hl 
次 的 に 磁 鉄 鉄 ) イル メ ナ イ ト を 形成 する 。 RX WB, YZ, Y…1.6835。 石英 : 
HONOR CRNA US Lo Wee ASR + XU, マ Y… 淡 緑色 , Ze 
WAR, CAZ 20°, (—)2V--65°, ng:--1.647~1.658, Bake, イル メチ ナイ ィ イト, iB 
Ay 緑 泥 石 : HUNT So RBA CHL DY ORMBAILL 7: BOCES 

G. (a) REAR -SRANRGE (INF, 第 2 図 1 の a), (b) BRB 

長石 脈 状 岩 IRL 2810 b) 

(a) は 革 長 質 変 成 岩 の 周囲 の 北 惣 岩 質 関 緑 岩 と 接する 部 分 に 存在 する 岩石 で 東 長 換 変 成 
LOM GAINED NLYOCH So MSH EAATS (第 2 図 1)。 郭 分 的 に 
BRERA, 斜 長 石 一 石英 岩 と な る 。 RHA (53.19), 石英 (24.396), BA: (22. 
396)» PRR, 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ ィ イト (0.3%) LOMYMRA グラ ノブ ラス テッ ク 構 千 
を 示す 。 NRA + Ang Ans, を 示し 優 白 質 の 部 分 は いも ち じ る し く 洗 温 する こと が が あ 
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る 。 石英 : 1HSWOR FIR L MIB 7h OW BED SU DLW o BEB: K-VE 
fat, Y=Z… 福 色 , 71.642. TRI, BOK, 4 VATA) : BARTS (b) Ue 
RAZED O Jel OSES A APE © PIRES YO CHET ZBAROLHCHS. BRE 
類 と の 直接 の 関係 は ここ で は 明らか で な い (BH2NIOb)o MMAIFITIAFY 7 
構造 を 示し , 部 分 に より 不 均質 で ある 。 比較 的 脈 市 の 広い 部 分 で は (第 2 図 1 の b の 1, 
2) 脈 状 部 の 周辺 で 斜 長石 , 石英 より 成り これ に 斜 ゆ うれ ん 石 , 陽 息 石 質 角 関 石 が 伴う 3。 
IRRO POP ARA BE カリ 長石 , REEL ORS. 脈 状 部 の 先端 に 近い 所 
は (第 2 図 1 の b の 3 ) MARA, 石英 の みよ ょ り 成 り 塩基 性 岩 と 接する 部 分 は 黒 圭 母 が 加わ 
Bo MRA + Anso, Ang, Angs, ANgg を 示す 。 石英 : 波動 消 光 いもち も じ る し く 村 歯 
TAU LDSRMIORI RIES So 黒雲 母 : XW, YZ Heft, y…1.642。 ヵ カリ 長 
右 : 懲 斜 長石 及び パー サ ィ } の 構造 を 示す 。A 三 1.525, (一 )2V…58°, AOINAA, 
BBA : 副 成 分 と し て 散 点 する 。 

黒雲 母 一 神 緑 色 角 関 石 一 夷 粉 岩 質 関 緑 岩 (G (a) の 包 有 岩 ま た は 節理 に 治 つ て G (b) 

IMF S ZA CHREARHORMMOBRLEROTOSHING, HL 第 2 図 

1 の a, 1 の b, #4 BY 7) 

半 自 形 , 自 形 の 等 灯 状 頭 品質 の 岩石 で ある 。 部 分 的 に 斑 状 また は ポイ キリ テッ ク の 有 緒 長 
右 が 散見 され る 。 Ga) の 包 有 岩 は 細 灯 中 粒 の 岩石 で , AURIS 福 緑 色 角 図 石 (45.0 
%), AHR (35.606), 黒雲 母 (17.196) , 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , HR (2.2%), 石英 
(0.196) (第 4 図 7) Coens ASA (48.696), 福 緑色 角 図 石 , 繊維 状 角 隊 石 (35.1 
%), 石英 (4.296), 黒雲 母 (9.496), BEGKGK, TU AHA}, 磁 硫 鉄 鉄 (2.796) より 成 
る (第 2 図 1)。 BR ARAEIC HMA NS VOU PHA CAA (41.696), 福 緑 色 角 
関 石 (29.196), SER: (25.296), WRK, VATA), BG, 磁 硫 鉄 鉄 (4.196) ょ よ 
り 成 る (第 2 図 1)。 SRA: BRAK SIF THERON, BAS, BRA 
FABIA, 磁 鉄 鉄 , イル ヌメ ナイ ィ イト の 糧 状 化し た も の を 包み こむ 。 そ の 性 状 は 先 に 述べ た 人 準 糞 
縁 岩 構 造 を 示す 黒雲 母 一 斜 長石 一 角 阿 石 岩 の 基質 の 灯 状 化 の BE, 配列 の 状態 に 酷似 す 
る (第 4 図 10) 。 こ の 岩石 の 形成 され る 中 途 で 準 婚 緑 岩 構造 を 作る 包 有 岩 の お か れ た 条件 
と 同様 の 現象 が 部 分 的 に 存在 し て いた こと を 示し て いる 。 Atgg, Ang, Ang,, Anges, 
no Afgy, ATyg, Ano ANsz, ANsg を 示す 。 BUC GRULCNRACMRHEL, Ht 
基 性 に な る 傾向 が ある (4M 1001). Hirai, BHEKASRG + 何れ も 黒 
雲母 が 消 表 し て 磁 鉄 然 , イル メチ ナ イト を 残し これ を 包 有 し て 形成 せら れ て いる (第 4 図 
10D 3)o 前 考 は 文 , Y… 淡 福 緑 色 , 選 Z… 粒 緑色 , c 人 Z…22°, (-)2V.…60°. 66°, n, 
…1.662, 後者 は X, Y… 淡 灰色 叉 は 淡 灰 黄色 , 有 Z… 淡 灰 緑 色 又は や や ゃ 濃い 淡 灰 黄色 , 
CAZ---6°~8°, 14°, (—)2V---0° WHEW BOD, 30°, 47°, 63°, 87°, (+)2V---60°, ny 
1.647, SR : 消 散 し て 磁 鉄 鉄 , VATA}, WA, BODRRORAG © PET MVC 
る 。 文 … 淡 褐色 , マテ 2… 神 色 , Y…1.631~1.641。 BGK, A VAT), TRA, BEER 
Gk : 時 雲母 が 消 散 し て 残し た も の で ある 。 (LL WGKA MD % ONO Bn 
Bo 石英 : MORMON TINET S o 

以上 に 示し た 議 隆 状 に よ つ て , “OBR ICEO AO Bota BA a a Zeke OB 
作用 と 考え られ る 黒 圭 母 一 石英 一 斜 長 石 岩 に 包 有 され る か Mik 石英 一 斜 長 石 岩 に よ つ て 
その 節理 を 充 堀 され る と 共に これ まで 詳 述 し た HAI RU CODA LAU CARA 
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の 塩基 性 化 , 新鮮 化 , BEOMM BEELRMOBCRSOERMM CoS EK EMO 
YEG EMS FART OBE OLADERELAMORE, EVID IRE A BERG a Bic DK 
AXV Fy TERBBONAICBADE, 残 品 と し て 和 観察 せら れる 。 こ の こと は , wee 
GAL LOAMO L ¥POEREAREA 及び その 包 有 有 岩 等 と 成因 的 に 密接 な 関連 を 有 し 
て いた も の と 考え る の が 妥当 で ある 。 

4. #8 括 


1. WRTEI_EVEOD hk~ APRON Rs Piclk, 各種 の 斑 長 質 変 成 岩 が 複合 し て 兵 
HEL TWHo CN SILEKRBEAVY TINA, ane トー ナル 岩 質 混成 岩 , 
KER — FASE RE BRS Ze E CURE CLE LC DEL. 特に 混成 岩 は 部 分 的 に 準 火 成 岩 構造 を 
示し 粗 粒 な 図 緑 岩 質 メタ プラ ステッ RN 0 

2. 黒 圭 母 ホ ルン フェ ルス は 不 均質 で 黒雲 計 の 準 グ ロメ ロ 環 状 構造 を 示す 合 長 石 
REO uy } RAGS BERRY 7 TV AMO RH EROMACHBR ANZ 

3. PASAY AG PCL EHERR SA & b OR SE SRABLABREN TH So 混成 
G QBRBLOCRBE RY 7 OV AREA SINE CBM snk. ONbSWaAARA 
と な る 迄 の 機械 的 な 運動 に より 包 有 岩 と な る べき 部 分 は , 黒雲 母 が 濃 集 し , また 混成 岩 と 
な る べき 部 分 は この 作用 を 比較 的 に 免れ て 包 有 有 岩 を つつ みこ ん だ 如き 性 状 を 示し , COLE 
5 OPE CASA OCR AH * が 形成 され た も の で ある 。 

4. }— FO EUR RUS, ADR: —ARSEREBORR Uc ERR © OD OFA 
eS, SRA-FRAARENENMRANTS. bt Ves, MABE 
ea Bul AE Me RE ee ee 
る 岩石 と な る まで の 機械 的 運動 の 結果 それ ぞ れ 形成 され た も の で ある 。 包 有 岩 と な る べき 
部 分 は , DUO LORRI le BRL cS Cs ee 
化 , 塩基 性 化 が お こり 包 有 岩 と な り , 一 方 この 変成 作用 を 比較 的 まぬがれ た 部 分 は , BA 
岩 よ り る 一般 に 量 の 少 い 角 固 石 の 品 出 , 程度 の 低い 倖 長石 の 新鮮 化 , 塩基 性 化 が お こつ て 
包 有 岩 を つつ みこ ん だ 如く に な り ト ー ナ ル 岩 質 混成 岩 , 粗 粒 一 黒雲 母 関 緑 岩 と な . り 粗 粒 一 
ARRESTS SED BING BELTS Rr IE ar TS 24 A gle aa 
ees 

5. 2, 3, 4 項 の 包 有 岩 を 変成 以前 又は 変 A 
Nn NR りあ つた も の で ある と か , 或 は これ 
RRR eee 
の で ある と か 等 の 事実 及び 錠 釈 は ここ で は 明らか に する こと が 困難 で ある 。 包 有 有 岩 は 談 成 
の 初期 か ら 中 期 に か け て 卒 成 作 用 の 分 化 の 結果 形成 され た も の で あり , 変成 初期 ~ 中 期 の 
関 緑 岩 質 細 粒 メ タブ ラス テッ ク 岩 石 で ある 。 i 3, 4 RCA RAAB BAK PE 
岩 の 性 状 を も つて いる こと は 注意 せら れ ね ば ば ならない 。 

6. FEAT ZENG OD Jal PHO BER SRS EER ECS CZ ER 


BRNO に つい て RAN GEABIORECIERL, 30, 9~28) ME 
TWH 

He oR — FERED 23 何 か の FERED 3 Cb KPO RR Pe 
と いう 事実 を 具体 的 に あげ る こと は 困難 で ある 。 
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造 の 岩石 の 一 部 の 構造 及び 人 造 岩 鉄 物 を その レリック ト と し て も つて いえ 。 し か る も 変成 岩 の 
後 作 用 と も いわ れる べき それ ょ より 導 か れ た 優 白 質 岩 石 に 包 有 され る か MHEAMEEO 
SABRIC IO CHE SN COS. し た が つて MBE MR BOER A NEO HEBER 

岩 の 変 成 作 用 を その 時 期 を 判断 する 基準 に すれ ば ホル ン フ ェ ル ス 様 岩石 の 形成 時 か ら 始 
り , 主 に 石英 , 黒雲 母 , 斜 長石 等 より 成る 粗 粒 な 変成 岩 様 岩石 の 形成 され る まで 続き し か 
も 変成 岩 の 末 期 の 後 作用 より る も 以前 に 完成 し た も の と 考え られ る 。 この 後 作 用 は 球 長 質 秦 
Mad 表 煽 岩 質 項 緑 岩 に 包み こま れ た た め に お こつ た も の と は 考え 難く , 本 地域 の 一 般 的 
な 変成 作用 に よる も の と 考え られ る 。 

7. BREE EO BOS 6 Ah See EAM AL ZOMES CHBaNK 
a ee RRA Orb, 塩基 性 化 等 の 

人 象 が 観察 され る そる 。 この 事実 は 球 長 質 変 成 岩 の 変成 作用 と 同様 の メカ = ズム を 一 般 的 に 
eee LRRL CWS 

8. 斑 長 質 変 成 岩 は ABOMMSAMRA t MAAS LIN 変成 作用 を 与え て いな 
い 。 叉 毅 に 斑 徹 岩 質 関 緑 岩 は 斑 長 質 変成 岩 を 改 春 さす る よう な 変成 作用 を 具体 的 に 与え 
て いな い * 。 まな た SBA ER ASO CERBAMEKCELT, それ 自身 で 岩 相 が 
変化 する よう な 事象 は 観察 され な い ***。 

9. し た が つて 上 記 の 講 事 実に より これ ら の と の 講 岩石 は それ ぞ れ 変成 作用 の うけ 方 に よ つ 
て , その 起 原 を 同じ くし 邊 ら 形 成 さ れ た も の で 一 種 の 変成 分 化 作 用 の 現象 と 考え られ る え 。 
これ ら の 現象 は 本 地域 の 変成 作用 の 比較 的 初期 か ら 中 期 に わた つた 運動 に より 形成 せら 
れ た 。 

10. これ ら 一 連 の 変成 作用 は 本 地域 の 一 般 的 な 変成 作用 に 組み いれ る こと が 出来 る 。 


5. £ R 

ee eR ee CA OA NG a eee 
BrabEEMLRLBALNZAMEOHEL TOS LE EGER, 橋本 誠二 り が 述べ 
た 。 南 部 域 に お いて 舟橋 三男 , 橋本 誠二 , RAW, 斎藤 義人 , 斎藤 正雄 * KERAAK 
岩 が 変成 し トー ナル 岩 質 岩石 が 斑 粧 岩 質 岩 石 中 に 存在 し て いる こと を 示し て いる 。 本 稿 で 
は この よう な 産 状 の 黒雲 母 混成 岩 , トー ナル 岩 質 混成 岩 中 に 明らか に 粗 灯 な 準 火 成 岩 構 造 


* 展 々 , £EREASREO ) CHA AMR ARES IRS (ZENS 
こと が ある が この 黒雲 母 は MPLA AOI RMD Bind 或 は この 残 唱 が 再 結 品 
LKEODCASZO 

** Bx, SPAR AID © ENcERAAMAA Od ORL CHE 
BB DBE A DRE 7, BERSOL ERAS MARS a Bina OD 
Gi Lal ES 
Ex, PRAAMEARER AEM ACES SPL HRM ALANS 7 OT 
VAZLEMDSUERAEREOABEL EC WRHHEERL CWC, BREMOR 
の 現象 と 考え て よい も の で あろ うか 。 HERAT MED ZF oS is Bie a8 
成 の 条件 を 部 分 的 に 接触 部 で 支配 し た も の と 考え られ る 。 

1) 笛 橋 三男 ・ 橋 本 誠二 : 地 団 研 専 報 , 6, 1951. 橋本 誠二 : ALA Ribas 
at, 北海 道 地下 資源 調査 所 , 1953; 御影 図 巾 説明 書 ; 北海 道 地下 資源 調査 所 , 1954. 
2) 笛 橋 三男 ・ 橋 本 誠二 外 三 名 : 北海 道 地下 資源 調査 資料 , 31, 15~40, 1957. 
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BRD BR AS we 


l. AHMRSEREK Vy 7 EIA (51 A), 2 
Bj A), 3. Size 


(Due 7 ak OBE HE ASG 
思 有 され る も の で 第 1 図 Pj) 4. & (第 1 
有する AA (4 に 包 有 され る も の で 第 1 図 1 
IANA 


ルン フェ ルス と 片 麻 状 一 織 PVE —b — 513 
7. AteaeR SSRI — } — 7 RRR (1810), 8 
H—fha-ARAE ( 


Sis (第 1 図 B), 
構造 を 有する 含量 


7 に 包 有 され る も の で 人 刈 1 Py 参照 ) 。 


fen ry 


6 FBG AER Fa BG 
1% D, EB, F), 
i nl el 

< に “Ay X Jee Oi 
Ofc 


(Ga 


See, 


Nr 


SAY ( 4 図 ! SO wit A 8 thoy i. 2 
on nee (9 Ire SNSZY 
(#418 D, = F の 一 部 ), 
斜 長 石 岩 (第 1 図 F の 一 部 ), 14. ー 福 緑色 角 際 
es (13 (AA ANSAA), 19. BR ae (% 1 pl 
FZ LO), Tees Ce Son eel onlays a(t) metry Ora Ole, 
15 は (一 ) = コル , HERMON 


参照 ), 11。 宙 迷 拓 構造 を 有する 時 赤 : 
12. ee SREB 


x i= 


84 @ A HM GOR AS as 


BI 


YD OMIRBRL ITZ AF y 7 BATEMAN TELE EAL KO 

RHA LN DO ERARMETORMAKRMRICOW TC, 黒雲 母 ホ ルン フエ 
ルス 期 の 一 種 の 変成 分 化 の 現象 ぐる る こと を 示し た が 既に 詳 述 し た の で ここ で は 述べ な 
wh), 

叉 一 般 に ERBARER CAMA, Pe-MMORMAEBRARANTOSZLLE Ft 
橋 三 和男 3, 木崎 甲子 郎 3), HIRS ZY, IE) DRANBHORNA RiikvVy 7 ba 
脈 の 包 有 され た も の と し て 述べ られ て いる 。 

wit) RHA BER BERRY 7 IV ARBADLERLEDOT, これ 
が 理 長 質 変 成 岩 に 包 有 され た 如き 性 状 を 示し た も の で あぁ る こと を 述べ , 旭川 北方 , REG 
に お いて 塩基 性 細 粒 包 有 岩 と これ を 包 有 する トー ナル 岩 質 岩石 と の 関連 性 に つい て 予察 
し た %。 二 稿 の 変成 岩 類 に 包 有 され て いる え 細 料 岩 は 準 輝 緑 岩 構 造 を 有する 内 緑 岩 質 の 細 粒 
メタ ブラ ステ ッ ク 岩 で 日 高 変成 帯 の 初期 中 期 の 準 火 成 岩 構造 大 成 岩 構 造 を 示す ABZ 
BOWL) 少く る も る この よう な 変成 作用 に よ ょ つて 形成 され た 岩石 が 一 部 に 存在 する ご と 
#as ize 

また , DEVAS 7: AAR ~ KERIO EK CRE eT Ree 2 YT TAT 7B 
WOWARAT A Fo THE RTRMPRRRAKDBRANSOL ERM”? し た 。 

更に ERABRMBLENEL UE (GRR BAL CHRO CUSHARMI® Oke 
WEE SERERAAMSD Ben bh AMIR LOCTHANTOSZLILEERL, 
POMS Ae LSZERAAMAOBGANCESZOOL LR 本 稿 で 述べ た BRAARK 
BeEtEnNeL UE < PRAMS LO 関係 は 後者 の 形成 され た 時 期 を 明らか に する と 
共に FOWGSRMOUERD FAL T 起 原 が 似 て いて し か も その BHO IVA EDT 
EON GRETA TE 726 


以上 詳 述 し た 変成 作用 は 本 地域 の 初期 より 中 期 に わた える 変成 現象 に 組み いれ る こと が 
出来 る が その 詳細 は AHWR IE < AS Z BERG BRAD 一 般 的 性 状 と 共に 別 の 機会 
に 述べ る こと と する 。 高 本邦 及び 諸 外 国 の この よう な 岩 右 及び その 性 状 に つい て は 省略 
する 。 


1) dk 42: Sgr, 42, 215~227, 1958. 

2) FHE= 9 : 地質 , 56, 656. 263~264 (RS), 1950. 

3) 木崎 甲子 郎 : 地質 , 59, 203~215, 1953. 

4) 外 崎 与 之 : Gr, 40, 163~168; 196~203, 1956. 

5) st 4: er, 40, 93~103, 1956. 

6) 3st Bs Her, 41, 246.253, 1957. 

7) 舟橋 三男 : 地球 科学 , 5, 7~14, 1951; Hunahashi, M.: 前 出 , 1957; 
舟橋 三男 ・ 橋 本 誠二 : 前 出 , 1951; 橋本 誠二 : 前 出 , 1953, 1954. 

8) 3st Ze: 地質 , 62, 177~188, 1956. 

9) 橋本 誠二 : 前 出 , 1953. 
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EMSC DONSARAO 2.3 の タイ プ (ID) 


On some types of syenites in granitic rocks (II) 
A 上 ge 英 (Nobuhide Murakami) * 


Type C 
例 が 甚だ 多い の で 代表 的 な 次 の 6 例 以 外 は 第 12 SACHED So i emanation の 成分 
VIRUS ¢ (hha tO PSR Hee 比較 し て 推定 し た 。 カリ 長石 に つい て る も 同様 に 残 
存 鉱物 か 舟 か を 考え た 。 産 状 の 例 を 第 6 図 に 示す 。 


$6 Type CMREO MIR 


ees = 
rE Gal War OL CY Pe oe t 
AO TCT Or GY ar ot wr GF CPLr +7 
Ned Se ee ae 
RR on DSc Sy Cl OEP ae ats Ty 
fear reece reales ea al a 
キー キキ キキ pelt ve 
Fc ee Orta ty ty tat +t 
mt te se ee +h 
+ 
Tom + 


A: 広島 県 檜 谷 , B: 埋 川 県 池田 , Sy : Pike, 
pee, Gr: fii, Pe: ペグ マタ イト ,」 Pr: He 


Os 3 


(1) WORSE MATER POMMAC, その 産 状 よ り 原 岩 は 附近 の 優 
自 質 花 内 岩 な る 事 が 明か と な つて いる 。 MM 花 賠 岩 と の 少 移 相 を 示す と 思わ れる アル カリ 
花 内 岩 も 捕獲 され て いえ る 。 HI MEMO LO CRETE RONG. 本 山 変成 岩 体 が 近 
接する 。 草 長 石 ・ カ リ 長 石 ・ 赤 鉄 鉄 化 及び 緑 泥 石 化す せる 黒雲 母 を 主 成分 と する 。 長石 類 は 
著しく 洗 湿 し , 稔 長石 に は 時 に 右 灰 質 内 核 を 残す も の が ある 。 原 岩 に 比 し 斜 長石 の 少 基 の 
Bint, カリ 長 右 の 著しい 増加 が 見 られ る 。K。0O に 可 成 り 宮 ん だ emanation に よる 交 
代 と 見 られ る 。 破砕 は 余り 見 られ な い 。 尚 , 優 白 質 花 瘍 岩 中 に は 殆 ん ど 草 長石 の みよ り 成 
Zig 10cm 程 の レン ズ 状 図 長 岩 が ある 。 こ れ は カリ 長石 少く , NagO に 富ん だ emana- 
tion に よる 交代 と 見 られ る が , カリ 長石 の 多い 隊長 岩 と の 関係 は 不明 で ある 。 

(2) 広島 県 佐伯 和 郡 渡 ノ 瀬 この 地域 は 周囲 8km* の 間 ACA SE aOA LY % 
Y, 新 期 岩 脈 は 全く 見 られ な い 。 こ の 黒 圭 坪 花 賠 岩 中 に は ポケ ッ ト 状 の ミア ロリ ッ ト 空 隙 
DE PHOVATERER SO, この 中 に 幅 0.2~1m 程度 の レン ズー ポケ ッ DROW 
央 が 数 ヶ所 に 伴わ れる 。 PURI MAEM CML. WUC STU Vo bMS, 
昔 長 右 及 び カ リ 長 石 の 自 形 品 が 生じ て いる 。 主 成 分 鉄 物 は 草 長 石 ・ カ リ 長 石 ・ 緑 泥 石 化 及び 
赤 鉄 鈴 化 も る 黒雲 母 で , WBE e ATMEL 7K RARP BEBE ENS. AV RAE PE 


* ARRAS BEA pa PAR 
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i OK GK RA 


Be 
mo 


6 表 山口 県 渡 賞 に お ける 関 長 岩 と 周辺 花 輸 岩 の 組成 鉄 物量 比 
BEMES | アル カリ 花 向 岩 | RES 
| pon I: 3.8 2.2 2.4 
4 4 Ay 24.8 TIES 18.1 
a ae 64.7 39.6 38.2 
Ai ae 6.2: 35.9 41.2 
# 他 0.5 0.1 0.0 


石化 を うけ , SORA 


bor pty 


ed 4a 


ある 。 周囲 の 花 


> ts 


238 


L ORG L TOS. 破砕 の 証拠 は 余り 見 られ な い 。 長石 の 
自 形 結 品 が が 生じ て いる の で , 関 長 岩 の 生 成 は 単なる 交代 置換 の み に よ る も の で は な い 様 で 


と 比べ て 草 長 石 AVR 


成分 は NagO・K。0O 共に 富ん だ も の で あぁ つた と 思わ れる 。 


を 増し て いる の で , emanation の 


第 7 32 広島 県 渡 2 若 に お ける 了 岡 長 岩 と 周辺 花 賠 岩 の 組 成 鉄 物量 比 
BRS WARE Rat FASE BLE Ret 

黒雲 母 及 緑 泥 石 5.2 Deo 7.3 

Rt Of A 49.8 32.7 40.9 

カ リ 長 石 44.3 64.3 28:8 

石 ae 0.7 30.6 28.8 

基 Ah, 0.0 OZ Ov2 

(3) 岡山 県 吉備 郡山 手 well? ik AMRRAS HRALASMORESEREA 


に あり , その 東部 に は 古 生 層 が 近接 し て いる 。 N20°W 走向 の 脈 状 体 で , HABE OS 
界 線 に 並行 し て いる 。 HE 1 ユ ~5m で 数 本 麻 行 し て いる 。 PRA: WIRE: RIE 
れん 石 を 主 成分 と し , 次 表 の 如く カリ 長石 は 岩 体 の 中 央 部 に 濃 集 し , 有色 鉄 物 は 周縁 部 に 
集 つ て いる 。 こ れ は 変成 分 化 作用 に ょ る も の と 思わ れる 。 NagO・K。0 に 富む emanati- 
on に よる 交代 と 考え られ る 。 破 砕 作 用 は 余り 著しく な い 。 


第 8 表 岡山 県 山手 に お ける 関 長 岩 体 の 組成 鉱物 量 比 (Hoe FUME) 


岩 体 内 部 aon) We 
47 6, ok YD 0.2 0.4 0.5 5.6 
斜 長 石 1.4 36.9 44.9 27.4 
カリ 長石 98.4 62.7 31.9 30.6 
Ai 英 0.0 0.0 22.7 36.4 
1) (OR) : 日 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 , No. 14, 13, 1954. 


ee RK 87 


(4) DEREARAR 粗 料 の 白 蛋 紀 広島 花 章 岩 の 中 央 部 に あり , 幅 0.5~1.5m 程度 
OMKAR 5-6 本 見 られ る 。 走向 は 何れ も N40~60°E CHS. WRA- DURE - 
PRVEA ICRU ASME SRB: FEMA LT Zo MARISA D OFER UAB CB 
加 し て いる の に , ヵ カリ 長石 は 一般に 減少 し , 殆 ん ど 含 まれ な いも の も ある 。 曹長 石 に は 
chequer-structure を な する も の 


DHE Hons. BSI 人 第 9 xe KB Reo BO AZNERERU 

ANS WREIRER ICE 0 BET BS JAG 7E bi 3 D ELK PE Le 

も ある 。 赤 鉄鉱 化 せ も る も の に 多 EA 22 琶 
ARR 2 eae 

く , 磁 鉄 鉄 料 を 多く 伴う 。 Na,O - 46 fa 78 

に 富ん だ emanation に よる 交 黒雲 母 及 緑 泥 石 4.2 35 2.4 

代 と 思わ れ , 交代 は アプ ライ ィ イト mM Sere si 96.1 a 

KERACOZHRDSo Wt ¥ ) & a 4 oe ae 

; Vz り 姜 し い 事 が 。 2 
は 部 分 的 に 可 成 り 著 し い 事 が あ ft noth ode ae 


Do BMH KA 5 LS Type 
C に 属す る が , その 分 布 位置 ・ 


第 10 表 島根 県 都 川 に お ける 隊 長 岩 及び 


群集 を な す 事 ・ 草 長石 に chequ- 韻 辺 花 周 図 縁 岩 の 組 成 鉄 物量 比 
er-structure を 成す も の の 多 
い 点 ・emanation の 成分 等 か BRAK AG ina Alii: 
ら 見 て , Type B か Type B’ 角 Bg A = 4.9 
に 関連 ある も の と 差 え る が 良い 、 緑 泥 石 及 緑 れ ん 石 2.9 10.2 
a ey 4st 長 Ai 94.3 43.0 
i; eee oe a 11.7 
(5) 鳥 補 県 那賀 都 都 川 広 。 ¥ 2.1 27.5 
Fai bid lC an S A BRODE 基 他 0.7 2.6 
TERME (LUBE ia Bie 
a”) 中 に ある 幅 lm の 岩 脈 第 11 表 福岡 県 木城 に お ける 図 長 岩 及び 
RAKCHS. IMMONZ tia JZ Gh PSR AS D HE et Lc 
Pte (SSBC) HT A. Fp {ERAPSIGRES 
FEAR MARE BL, 筐 品 は . | 
KER WEG CH ICBRBEELD 角 WA fa Gy 
残存 する 。 Bisex 7 Raenmen | 187 pede 
Ei 4.1 = 
長石 に 少量 の 緑 泥 石 ・ 緑 れん 石 an Tine ee 
nf A 15.2 — 
を 伴い , カリ 長石 は 全 ぐ 合 ま れ 
60.7 55.7 
な い 。 草 長 石 は 可 成 り 鮮明 で 8.2 
a ee iz 
chequer-structure #73 4 DO G “fe esl 21.5 
が 多い 。 HARITK & VIKA D 他 0.2 57 


結 品 が 多く , 時 に poikiloblast a a lt 
を な す の が 特徴 的 で ある 。 破 確 
EBV. 周り の 花 賠 関 緑 岩 に 比 し , 石英 ・ カ リ 長 石 ・ 有色 鉄 物 が 著しく 減 つ て いる の で , 


1) RE Se, 英 : 日 本 の 後期 中 生 界 連絡 紙 , No. 7, 198, 1958. 
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2 人 の Type © 
ae 広 島 県 広島 県 jay tere ies i) AR 
所 山 1 谷 = R B 藤 河 内 FEeee eel 
ero | @ Mm Ka IK 状 a WK 状 fa a ee 
NW40°-NE50° NE 30° NE 40° NE 80° NE 20 
あー 0.05~0.im 0.3m 0.2 m 0.5 m 1 
岩 体 の 幅 及 数 る 単独 単 wh 単 eh 単 ee 
S & @ | Sees 4 |e. Bee. ee 
ee 9 || ad Wee カリ 長石 (chequer- | WU RAG 
& (relict) (relict) AVEA structure) (relict) 
B ae xR = & ix YE A ee BH eeil|R 2s 
we)’ | gee i | wee | mente | | (RMAC | aki 
物 特徴 ある 
』 成分 = — = — 
Fi 物 
周 AR 2 8&8 |R Se| RSA | Rat AR Se 
Wi\~a 2) 人 花 mm 2 | 花 mo a) 花 m a | 7 mo a | moa 
46 (広島 Gr. ) (広島 Gr.) | (広島 Gr.) (広島 Gr.) | (Ks Gr.) 
fed 
R\KRAH| A # ££) 82e@ | A Be | A ez | Az 
N bees ay a ee ae, re = fans 
Emanation sodic sodic sodipotassic sodic sodic 
" na | Bepeteeay., | SeeamRIc me | PS AES | peak ee ne 
aI: © 他 DERN SGV fe) Be eg aes Bee Ls. ale 破砕 著しい 。 


Na,O に 富ん だ emanation に よる 交代 の 際 SiO。・K,0・MgO.FeO・Fe。0。 等 が 
移出 りり た も の と 考 ら れる 6 


(6) 福岡 県 田川 郡 木城 
われ る が 産 状 は 不明 で ある 。 
Pv BER O, 2 
S%OVBWo WRAL, EROCRNABES (SG 


ii 


カリ 長石 を 全 


r 
ay 


Sg 


< 


AeheaPdies (= etd ? ) 中 に あり , lt 0.5m 前 後 と 思 
長石 Bey tics! 緑 れ ん 石 ・ 方 解 石 を 主 成分 と し , 少量 の チ 
欠く 。 REE > RUA AICI REE OINEGE BD 


ACR L » SCHIRR SFE L 7c ORR LTS 


長 岩 化 せ られ た も の も ある 。 MALI 


交代 と 考え られ る 。 


以 E の 様 Iype@⑥ 


Ao 時 に 原 岩 " 
Yo Na,O 


VT SAND CHIT C 


ん で いる 。 FRASER E 
の dark xenolith が その まま 人 図 


に 富み CO, を 会 emanation に よる 


中 生 代 初期 か ら 第 三 紀 に わた る 


福岡 県 | 福岡 県 | 香川 県 | 山口 県 | 広島 県 | 島根 県 | eR 
i ow) FRE | ew sere es ze OR | ie ea 
j NE 60° NE 60° NW50-60° . NE 75° | NE 50-90° 
小 上 規模 ? SS} goals yy 4m 010i sar NNER 2 0.3 m 1~3m 
u | BM ee | MR Ot 2~3 uM 7 | 単 A 5~6 
ere A) eee | eee BRO | SEA | GRA 
AVR) WVRA AV ERA 2] are 45) カリ 長石 | (chequer-| ヵ カリ 長石 
(relict) (relict) (relict) (relict) | structure (relict) 
緑 泥 右 | |@na|n 2s| @ec |e 2 #| 緑 泥 石 
i VE ARGS y AGM 6 
ist AS ia AAG 緑 泥 右 化 | a MR RUEA(E | tet Aa 
Gee as | i SR 右 RA ALAR PML IG 
福 れ ん - iN ALAR = it AA ha Se | OMG 
ROAR | チタ ン 石 DLS Wk GR OK 
46 fi 岩 黒雲 母 黒雲 母 花 賠 岩 ba i (blaine | Bech | A ie ae 
(Filles Gr.)| 76 fa za | (広島 Gr.) (GZ GD) 
Ag) Hee | Age |G Eh age | 第 三 紀 | see 
AG hea Aisi spp me | Aetna Sie peu | NSE hE | 安山岩 類 = 
(GaGD.)| HINGE | ( 注 守 GD.) | AERC | eee) | (第 王 紀 ) 
sodic sodic sodic sodic sodic sodic sodic 
- | BRAD WB BERL |_| ese L 
Ce Bt Pe BEREE L な Zo ne WAS BS WML GG ay Bi 
raf = 9 Ip + Wo Zs Ay 
Fem L ina] {te BEE ee de leds ee 


あら ゆる 時 代 の , CMSA EBB KDEZALWOAZMD OMAR ATIKET So 
AR Hk 1m 以下 の 小 い も の が 大 部 分 で , REE MTB OGD TL o BROKE % 
する も の る も 多い 。 含有 舗 物 を 見 る と 義 し く カ リ 長 石 に 宮 む も の か ら 閉 し く 草 長石 に 宮 む も の 
Yb, 交代 を 行 つ た emanation に K,O に 富 む も の か ら Na,O に 富む も の まで 色々 
の も の が あつ た 事 を 示し て いる 。 内 カリ 長石 の 多い 岩石 は カリ 長石 の 少 い 花 庫 岩 に は 伴わ 
れ な い 。 EAI LBESRORNABES SMS GA CWS 然し 同一 岩 体 中 で も 破 
PRU Be ALO LOMA Cite mY, そう し て 同時 に 有色 人 物 は 集合 体 を な し た 
り , 脈 状 を し た り し て いる 。 こ の 現象 は 既に 筆者 に より 稔 小野 地区 で 指摘 され た 通り で , 
FERMVE FADS 交代 を 促進 する 事 を 物語 つて いる 。 また 鮮明 な 曹長 石 に は 一 部 chequer- 
structure を な す も る も の が ある 。 カ リ 長 右 は 大 体 正 長石 で ある が , 原 岩 の 残存 鉄 物 と 見 られ 
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13 # TypeC HRERAw 
pe =o ah Lye, A 岡山 県 , 山手 | 広島 県 , BADR 島根 県, 都 川 
a FG 2Vz=80-82° 2Vz=76-81° 2Vz=76-79° 2Vz=74-79° 
BY Ki~ 10- を pe 3 =: 
mH | Anto-20 
長 | ヵ ぁ リ 長石 | 2Vx 一 58-62° | 2Vx=60-63° | 2Vx=58-60° = 
a, | Oe YE He | y=1.646~1.652 meds y=1.€32~1.645 y=1.632 
AQ S = = 
i AAG — 2V ==90° — n.d. 
oF ed seg An25-60 
fe | An10-20 n.d. Anis-35 | Meee 8 
16 aVRG 2Vx—=58-60° n.d. 2Vx=56-60° mae 
i w=1.667 
ba B=L.679 
re ie y=1.686 
vs) = a 2Vx=76° 
Z=dark 
ya yellow green 
a ae 玉 e. i ee ays | 緑 泥 石化 
FA 2 V=1.662 may y=1.€62~1.€63 y=1.633 
Be 3h | WAR, 田 ノ ロ | 福岡 県 , 山浦 | 福岡 県 , 伊 良 原 | 香川 県 , 池田 
a fe 7G 2210" 2Vz=76-84° 2Vz=77-78° | 2Vz=76-79° 
IkKe~ EE ーー cath 
ve EG An20-35 
| wf | 2Vx—63-66° n.d. 2Vx=65-68° 2Vx=65-68° 
ses me VE -- n.d. y=1.640 n.d. 
GHA — Vs n. d. 2Vx=68° 
NBG An 20-35 An 20-35 An 15-35 An 5-20 
1 | yg | 2vx—60-63° | 2vx—54-58° | 2Vx—65-68° | 2Vx—64-67° 
賠 
角 Di ー - = — 
At 
A 32 fy: | ッ =1.661~1.663 n.d y=1.656 =1.673 


* 周 折 率 : 


+0.002, 


DIN 


ae te 


ek FF R 一 交 91 
16 i a PO OH BW Mh BR 
福岡 県 , 木城 | 広島 県 , 所 山 | 広島 県 , AOA | WAR, eR | 山口 県 , 藤 河内 
2Vz=76-77° 2Vz=76-80° 2Vz=78-81° 2Vz=78&-86° | 2Vz=76-82° 
= An20-30 — = an 
— 2Vx=54-55° 2Vx=62° 2Vx=62° — 
y=1.637 Wd y=1.640 y=1.698 ear 
2Vx=77° — = sa = 
An 20-55 An 20-35 An 20-40 An 20-35 An 20-35 
2Vx=50-52° 2Vx=54-56° 2Vx=62-63° | 2Vx=61-62° | 2Vx=54-56° 
a=1.655 
B=1.670 
y=1.676 = — = = 
2Vx=63° 
Z=dark green 
y=1.651 y=1.661~1.€54 vy=1.€63 y¥=1.663 y=1.663 
WA, ENS | 広島 県 , 戸河内 | 島根 県 , Zook | SR, 立岩 | AER 
2Vz=77-79° 2Vz=78-81° 2Vz=78-80° 2Vz=77-81° 2Vz=75-81° 
= = = oe An10-30 
— 2Vx=50-52° -— 2Vx=51-52° | 2Vx=51-53° 
ls Y=1.638~1.643 n.d. y=1.637~1.640\y=1.642~1.650 
n.d. — pes ey 2Vx=77-79° — 
An 20-55 An 20-45 An 20-40 An 25-60 An 20-35 
2Vx=52-56° 2Vx=49-50° | 2Vx=52-55° | 2Vx=52-58° 2Vx=55-56° 
a@=1,655~1.673 | a=1.657 a=1.678 
B=1.670~1.673 | B=1.671 B=1.694 
y=1.676~1.679 | y=1.678 — NU = 
2Vx=68-70° 2Vx=70° 2Vx=61-63 
Z=dark green | Z=dark green Z=dark green 
y=1.656 0 eee y=1.666 y=1.662 


EE 
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第 14 & 各 Type 隊長 岩 の 性 状 の 比較 


Type 


A 


Cc 


岩 体 の 形状 


yA eS 


岩 脈 状 レ ンズ 状 


岩 体 の 規模 


rim 以 下 
数 > we 


mim RaAav 
群 を な す 事 は 少 い 


長石 類 


正 長石 (鮮明 ) 


4 


fA 


カリ 長 右 VB) 


1 


6 色 
ch 物 


Aah 
黒 


a 


AaB 


ee 
ou 


y 
~~ 


i 
i 


Ny h 


# 
8 


x 


ME. Bie 


Bi = AG 


BRSAY | NQIe 
MeN | AS wa 


ies 


Baa 


id SBE 


Md 
ia 


[IGS | Hos 
Aiaiad | DEMME 


t | SEnEsE 


potassic 


sodic 


sodic~ potassic 


potassic~ sodic 


»|s 


比較 的 季 


瀬戸 内 域 に 屋 、 分 
布 


瀬戸 内 域 ? 


各地 に 普遍 的 


他 


UES HF (LBD CT 


é> 


Bid ヒ は 余り 


海 移 帯 は 履 < 広 い 
変成 分 化 は 屋 < 
著しい 


WAS te (HE & IG 
いい 


i ^ 事 


有吉 ヒ は 余り 
な い 


る も の に は 役 斜 長石 構造 を み 示 す も の も ある 。 有色 鉄 物 と し て は 赤 鉄 鉄 化 及 び 緑 泥 石化 せる 


Steca 


dh 


RUE «RA TAA 


通 で ある 。 RE 


雲母 の 赤 鉄 鉄 化 は 最近 の Hellner と Euler!) 


の 実験 に 見 られ る 通り , 熟 水 変質 の 産物 と 考え られ る も の で ある 。 MAMIE BE 
含ま れ , 広島 県 三 段 喘 ・ 檜 谷 で は 596 に 達する 事 も ある 。 この 場合 の 反応 は spilite 形 
成 時 の 反応 と 類似 の も の と 才 え られ , emanation 中 に CO, が 屋 < 多 量 に 含ま れる 事 を 
意味 し て いる 。 PRIA AIL CIBC, SOWA LO LemeAY Fe に 富む も る の の 様 で 
ある 。 MRMAMRMWE TULF IY A MN AAEM C, BGR - PEAS CAL 


1) 
4, 1957. 


Hellner, E. und Euler, R 


Geochim. 


et Cosmochim. Acta, 


12, 
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THhODOHS. RHAY CHR icky DV 6 CWS PCL BEGEGR » HETK GAGE - 
FURESTOOKHS. HA €W aA E RE BRADERAINEIAD bn THe, 単 
な る 交代 編 換 程度 に 留 つ た も の が 多い 。 破砕 及び 尊 状 化 の 著しい の が 大 部 分 で , 岩 体 の 附 
近 に は 同 方 向 の 破砕 幣 や 石英 脈 が 展 多 い 。 この Type C に 属す る 過 体 は 今後 更に 多く 発 
見 され る と 思わ れる 。 含有 鍼 物 の 光学 的 性 質 を 第 13 表 に 括 め る 。 さて 上 述 の A・B・ 
B’-C & Type の 関 長 岩 の 主要 な 性 質 を 比較 する と 第 14 表 の 様 に な る 。 

Alkali emanation の 生成 

以上 の 各 type の 関 長 岩 は その 産 状 ・ 鏡 下 の 性 状 等 に より , 花 賠 岩 が alkali-emanation 
に よる 交代 を うけ て 生じ た も の で ある 事 は 略 < 疑い な いで あろ う 。 emanation の 源 の 成 
Bix Type A Ciss#l< KO B84, B Cit Na,O BS, C Crk K,O に 富む る 
の か ら NaO に 富む も の 迄 あつ た と 考え られ る 。 RC CikHr CO。 を 多く 含ん で いた 
よう で ある 。 次 に 各々 の type に お ける 有色 鉱物 の 相違 に つい て 見 る と , 此 の 場合 は 主 と 
し て 温度 の 相 直 に よる も の と 考え た が よい 。 即 も Type A. B は Type C に 比べ 高温 の 
emanation に よる 交代 で , 変成 想 で いう と , 前 者 は amphibolite~epidote-amphibolite 
facies に , 後者 は green schist facies に 属す る も の と 見 る 事 ボ が 出来 る 。 こ の 様 に alkali- 
emanation に よる 交代 で アル カリ 媒 が 生成 する 例 は Gillson3, Emmons?), Ecker- 
mann>), Gummer and Burr®), Moyd?), King®) 筐 に より 多く あげ られ て いる が , 
それ 等 は 何れ も Type A. B に 相当 する も の で , Type C に 属す る も の は 比較 的 少 い 。 
只 後 者 に 類似 の 現象 が Larsen9) 10. a. BM. 科 上 122 符 に より あげ られ て いる 
程度 で ある 。 こ れ は この よう な 現象 が 従来 余り 注目 され な か つた 閣 で あぁ ろう 。 

これ ら の alkali-emanation の 生成 に つい て は 次 の 講 説 が あげ られ る 。 

(1) Daly’) は 記 酸 塩 岩 と の 反応 に より 脱 球 酸 化す られ た 岩 此 よ り alkali-emanation 
が 生ずる と 述べ て いる 。 し か し これ は 既 述 の 何 の 例 に お いて る も , 地質 的 に 殆 ん ど 可 能 性 が 
な い 。 

(2) Gates), Emmons®) は 花 賠 岩 に お ける カリ 長石 中 の 不 混和 ソー タダ 落 液 を 源 と 


1) 逸見 吉之助 : 日 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 , No.16, 2, 1955. 
2) 豊田 英 義 : 理 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 , No.21, 8, 1958. 
3) Gillson, J.L.: Jour. Geol., 36, 471, 1928. 
4) Emmons, R.C.: Geol. Soc. Am. Mem., 52, 71, 1953. 
5) Eckermann, H.: Sverges geol. Undersédknung, No. 36, Stockholm, 
1, 1948. 
6) Gummer, W. K. and Burr, S. V.: Jour. Geol., 54, 137, 1946. 
7) Moyd, L.: Am. Min., 34, 736, 1949. 
8) King, B.C. : Sciences de Terre, 1, 1955. 
9) Larsen, E. S.: Econ. Geol., 23, 398, 1928. 
10) % 健一 : 地質 , 40, 385, 1932. 
11) Ba 86: SCH, 55, 5, 1949. 


12) EIS : GK, 39, 68, 1955. 
13) Daly, R. A. : Igneous rocks and the depths of the earth, 1933. 


14) Gates, R.M.: Geol. Soc. Am. Mem., 52, 55, 1953. 
15) Emmons, R.C.: 前 出 , 1953. 
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し , これ が 分 別 圧 の 影 疑 下 に 破砕 整 に 集中 する と 考え て いる 。 然 し 多く の 場合 隊 長 岩 の 周 
り の 花 賠 岩 中 の カリ 長石 が 特に NagO に 乏しく な つて いる 証拠 は 認め られ な い 。 

(3) Smyth) - Gillson?). Lindgren3) 4¢ix 地下 の 岩 閥 か ら gaseous transfer の 作 
用 で alkali が 運ば れる と 考え た 。 最近 Schairer  Bowen*) は K,O-Al, O3-SiO, & 
U Na, O-Al, O』-SiO。 系 の 実験 中 , K,O, Na,O が 水蒸気 に し 伴わ れ て 逸 出す る 事 を 認 
Dro この 現象 は SiO。 の 少 い 成分 系 に お いて 著しく , RS MOMILMERD Fda 
よう で ある 。 又 Morey? Hesselgesser®) は I。0-Na。O-SiO。 系 の 実験 に お いて 400°C 
程度 の 低温 で も , BEF ( 即 も 地下 深 処 ) で は 多量 の alkali-silicate が 水蒸気 中 に 洛 け 
る 事 を 知 つ た 。 特に 圧力 が 2000 bar に も な る と 深 解 する Na,O は H,O の 40% に 
まで 人 達する 。 さ て Schairer } Bowen® は 岩 此 の 唱 出 作用 の 末期 に お いて , 以上 の ょ よう 
に し て 生じ た alkali に 富む ガス 及び 深 液 と の 反応 に よ つ て , PROBA: PRAIL- 
方 沸 石 化 が 行わ れる と 述べ て いる が , Kennedy” る 同様 の 考え で , alkali-silicate +¥ 
か し た HO は 岩 此 光 の 上 部 や 側壁 等 の 低圧 部 に 移動 し , 特に 低圧 化 の 急激 な 割 目 や 破 
砕 帯 に 濃 集 し て 交代 を 行う と いつ て いる 。 更 に 彼 は アル カリ 岩 が 比較 的 安定 な 花 賠 岩 体 に 
多い の は , 岩 此 中 を ガス が 拡散 する の に 長 時 間 を 要する 為 で ある と し て いる 。 従 つ て この 
考え で は 塩基 性 岩 江 ば か り で な く 花 賠 岩 紅 の ょ うに 比較 的 SIO, に 飽和 の 場合 で も SiO, 
の 少 い emanation が 得 ら れる 事 に な る 。 

以上 の 外 , 塩基 性 ~ 超 塩基 性 岩 此 向 結 の 末期 に た 生じ た アル カ ヵ カリ 沙 液 が 母 岩 と 反応 する 場 
Br 叉 は 他 の 岩 体 と 反応 し て も 変成 分 化 の 著しい 時 に は 特に (3) の よう な 機構 を 考え な 
く て る 関 長 岩 質 岩 の 生成 が 期待 され る 。 BS) 1 LABRA OM spilite 類 の 生成 は 
この よう な 成因 と 見 る 事 が 出来 よう 。 

さて , この 論文 中 の PRAMS (3) の よう に 花 賠 岩 柴 固 結 の 末期 に 生じ た alkali- 
emanation に よる 交代 を 考え る の が 最も 朋 当 で ある と 思わ れる 。 それ は これ 等 の 岩 体 が 
広大 な 花 賠 岩 体 の 真 呈 中 に あり , 然 も 新 期 塩基 性 岩 体 と は 全く 無関係 な 産 状 で , SORES 
小さ くく 分布 も 限ら れ て いる も の が 多い か ら で あ る 。 又 上 呉 地方 の よう に 花 剛 岩 や 花 内 斑 岩 に 
綱 か れる も の ゝ ある 事 も この 考え を 支持 する 。 AR Type Bt C の 一 部 (立岩 ・ 山手) は 
一 般 に 岩 体 も 大 きく , 多数 集 つ て 産 す る も の で , 大 量 の emanation の 生成 が 必要 で , 
Kennedy の 述べ て いる よう に 惑 ら く 緩 冷 下 に お ける 比較 的 長期 に わた る emanation の 
集中 を 考え ね ば な ら な い 。 従 つ て その 生成 は 更に 深 処 で 行わ れ た も の で あろ う 。 な お これ 


) Smyth, C. H.: Am. Philos. Soc. Proc., 66, 535, 1929. 
2) sGillson io Teas) ant, 4928: 

3) Lindgren, W.: Ore deposits of the Western States, A. I. M. E., 
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4) Schairer, J. F. amd Bowen, N. L.: Am. Jour. Sei., 254, 129, 
1956. 


5) Morey, E. W. and Hesselgesser, J. M. : Am. Jour. Soc., Bowen 
Vol. 343, 1952. 
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ら の 関 長 岩 の 多く が 破砕 帯 に 産 し , 破砕 と 再 結晶 作用 を 著しく うけ て いる の は , BALE 
述 の Kennedy の 考え て いる よう な 欄 構 で emanation が 集中 し た ゝ めで ある ろ る う 。 この 
よう に 破 確 帯 の 形成 は emanation の 通路 を 造 つ た ば か り で な く , その 集中 に も 大 きい 
役割 を 果 し た と 見 る 事 が 出来 る 。 

次 に Type B に つい て みる 。 これ は 比較 的 高温 の Na,O に 宮 む emanation に よる 
交代 と 見 られ , COR Type A, C と は 異 つ て いる 。 こ の 性 質 は replacement pegma- 
tite に 見 られ る 曹長 石化 作用 と 似 て いて , 両者 は 母 岩 柴 が 類似 の も の で ある 可能 性 が 考 
えら れる 。 Batemann!) や Heinrich?) は , replacement pegmatite (i, 地下 深 処 で 
花 賠 岩 禁 進 化 の 最 末期 の アル カリ に 富ん だ 岩 此 か ら 分 化す る 時 に 生ずる と 述べ て いる 。 HB 
A, 根本 や RUDY が 指摘 し て いる よう に 瀬戸 内 域 に は alkali 量 1096 前 後に 達する 
ァ ル カリ 花 詞 岩 の 分 布 が 知ら れ て いて , Type BB 関 長 岩 が この 地域 に 多い 事 は MEH” 
が 既に 指摘 し た 通り で ある 。 檜 小野 ・ 小豆島 ・ 岩 城島 等 で , PERSIE Rn SHR 
hie BHO 広島 花 険 岩 * と 異 り , カリ 長石 に 富み, SRAM Na に 富む 所 か 
ら , この アル カリ 花 賠 岩 と 同様 の 性 状 の も の と 見 られ る 。 基 他 の 地域 で は 関 長 岩 と 直接 す 
る 事 は 知ら ちら れ て いな い が , これ は 両者 が 全く 無関係 と いう 事 に は な ら な い 。 こ れ ら の 花 賠 
岩 は 地下 で 比較 的 揮発 成分 の 多い 緩 冷 条 件 下 に 固 結 し た も の と 見 られ る の で , HRALO 
関係 が 明か と な れ ば ぽ ば , alkali-emanation の 成分 ば か り で な く , その 量 的 問題 も 或 程 度 解 
決 せ られ る で あぁ ろう 。 同 様 に Type A の 関 長 岩 の 分 布 が 上 少く, 然 も 小 規 模 な の は simple 
pegmatite の 生成 と 同様 で , emanation の 生成 が 前 記 ア ルカ リ 花 賠 岩 に 比 し 比較 的 急冷 
DBR LN ADHN, その 生成 時 に HLO 量 が 少く , 又 和 破砕 整 の 形成 も 少 か つた 等 の 原因 
で 説明 が 可能 で ある 。Type C の 蘭 遍 的 な の は 岩 柴 末期 に は 比較 的 急冷 の 岩 此 で も HO 
量 が 多く な る 狗 で あろ 3 う 。 

な お 最近 Eskela®) は Bowen と Tuttle の 実験 に より 確 め られ た eutectoid-granite 
HEL AAR KO に 富む (EMAOMA LIER AD カリ 交代 作用 に よる も の と し , その 
K,O は 原子 或 は イオ ン 比 重 の 小さ いた め 深 部 より 上 昇 し た と 考え て いる 。 確か に KO, 
Na,O は SiO, に 比 し 原子 或 は イオ ン 比 軍 が 著しく 小さ い 。 上 述 の よう に これ 等 の 成分 
が HO に 伴わ れ や すい の は , この よう な 衣 因 も 関係 し て いる か る も 知れ な い 。 


BEBBBHAO BK 
上 述 の 理由 か ら Type A. Bisftndy<~77 74} Cs pneumatolytic stage に , 
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Type C は hydrothermal stage に 相当 する emanation に よる 交代 岩 と 考え られ る 。 
この 中 Type A と C と は 直接 は し な い が , 分 布 域 ・ 産 状 の 類似 ・ 鉄 物 組 成 に 中 間 的 の 
も の > 存在 する 点 等 か ら 蘭 移 関 係 に ある と 見 る 事 が MRS. そう し て TypeC の 中 で 
K,O に 富む も の と Na2O に 宮 む も の と を 比べ る 時 , Me Be PRAM BEL, 
% Ramberg”) の 述べ て いる よう に K。20 は Na.O より 高温 で mobile で あぁ る と いう 
よう な 理由 か ら , 同種 岩 体 で は 前 者 が 後者 より 高温 で , Type A に 引き つ ざ さく 時 期 に 生 
成 さ れ た と 考え られ る 。 一 方 Type B は Type BW’ の よう な 岩 体 に 移 過 する 所 か ら , そ 
の 低温 域 で は 更に Type C に 少 移 する と 考え られ る 。 WIRD Type C MR alse 
らく この よう な 性 状 の も の で は な い だ ろ うか 。 只 時 と し て Type B’ の よう に 交代 に 依 
つて 花 賠 岩 中 の KO が 沙 液 中 に 入り 込む 場合 は HRN Bec) KO に 富む 岩石 が 生 
成 さ れる と 考え られ る 。 一 方 Type A と B と の 関係 に つい て は 両者 が 全く 無関係 な 産 
状 ・ 分 布 を 示す た め , 現在 の 所 全く 不明 で ある 。 ペ グマ タイ ト に る 類似 の 現象 が ある が , 
これ を 解決 する に は , 岩 此 末 期 か ら 熱 水 期 に か は て の KO 成分 と Na。O 成分 と の 行動 
・ 相 五 の 分 化 の 機構 筆 が も つと 明らか に な ら な けれ ば な ら な い 。 

以上 の 関係 を 括 め る と 第 7 図 の 様 に な り , A-B-B’.C の 順に 低温 生成 を 示す と 考え 
られ る 。 そ れ は 図 の 右端 の も の 程 高温 の emanation OWI CEM) で 生成 され た も の 
か , そう で な く て る も emanation の 源 そ の も の が 既に 低温 の 状態 に あつ た と 考え られ る か 
ら で あ る 。 な お 全て の 岩 此 の 後期 に 必ず 此 通 り の 内 長 岩 が 生ずる の で は な く , その 時 の 液 
の 成分 ・H20・ 量 ・ 恭 気圧 ・ 破 砕 帯 の 形成 等 の 色々 の 条件 が 関係 し て , 一 部 が 省略 され 
る 事 も ある の で あろ う 。 例え ば Type A が な く C の み が 生 じ た り , A が 直接 に Na,O 
ct Type C 図 長 岩 に 移 過 する 事 も ある と 思わ れる 。 EMR LOLI AM 
由 か ら Type A ARAL) RDN mW. 
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1) Ramberg, H. : The origin of metamorphic and metasomatic rocks, 
1952, 
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SARIS ENO BIR AMID> 5 BUKHNC O13 CHL ORY OVC 研究 を 進め た い 。 な お 
King) や Goodspeed?) の 述べ て いる よう な rheomorphic dike の 性 状 に 至る も の ・* 
存在 に つい て る も 注意 し て ゆく つも り で ある 。 又 本 邦 に は 花 賠 岩 質 岩 に 億 われ る 関 長 岩 質 岩 
で , 此 論 文 に あげ た も の と 成因 を 全く 異 に する と 思わ れる も の が ある 。 

(1) 2% - BIRD - 松井 9・ 宮 久 の 等 に より 報告 す は られ て いる も の は RBMBEL OBL 
や 同化 作用 が 成因 に 重要 な 役割 を 果して いる と 見 られ る も の で ある が , 価 れ も 比較 的 Ca 
に 富む 斜 長石 を 含み 厳密 な 意味 で は 阿 長 岩 と は 呼び 得 な い 。 


(2) BA”? 及び 柴田 ・ 原 3 に よ つ て 研究 せら れ た 長野 県 仁科 火成岩 体 中 の 阿 長 岩 質 岩 
は 岩 此 分 化 に よる 成因 と 考え られ て いて , 鉱物 組成 の 上 で は アノ ー ソ クレ ー ス を 含み , Itt 
論文 中 の 隊 長 岩 よ り 高 温 生成 と 見 な され る 。 MIVA (ok SAMBA ORES 
玄武 岩 此 の 岩 械 分 化 作 用 に よる 成因 で 花 険 岩 と は 全く 無関係 で ある 。 

此 の よう に 花 賠 岩 に 伴う 隊 長 岩 質 岩 で る 成因 的 に 種々 異 つ た も の が あり , これ ら 相 互 の 
聞 の 鉱物 組成 や 化学 組成 等 の 相違 を 調べ る 事 も 今後 の 重要 な 問題 で ある 。 


a 辞 
終り に 関 長 岩 の 成因 に つい て 御 教示 いた ゞ き , か つ ジ ルコ ン の 鑑定 を し て いた ゞ いた 九 
州 大 学 富 田 達 教授 に 感謝 の 意 を 表す る 。 叉 各地 の 関 長 岩 の 産 地 ・ 岩 石 の 性 質 等 に つい て 
は , 広島 大 学 迎 三 千 寿 氏 ・ 吉 田 博 直 氏 ・ 了 岡山 大 学 逸 見 吉之助 民 ・ 愛 媛 大 学 官 久 三 千年 民 ・ 
地質 調査 所 野沢 保 氏 , の 方 々 に 色々 御 教 えい た だ いた 。 厚く 御礼 申し あげ る 次 第 で ある 。 
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AMYBSRCMATORRA (ID)* 


Orbicular rocks in the Takakuma granite, 
Osumi Peninsula (II) 


大 fe &. (Noboru Oba) ** 
A 川 秀 雄 (Hideo Ishikawa) *** 


球状 紅 の 構成 鉱物 容量 比 お ょ び 重 量 比 


を 第 2 図 に 示し た 。 優 黒色 部 は 著しく 電気 石 に と み , 内 核 お よび 外側 部 も 電気 石 を 
つて いる 。 優 黒色 部 は 他 に 比較 し て , 正 長 石 ・ 縦 長石 に 乏しく , 石英 が や や 多い 。 


優 自 色 内 核 ・ 優 黒色 部 ・ 優 白色 外側 部 お よび 周囲 の 坪 岩 に お ける 各 鉄 物 容 量 比 ( 平 均 ) リ 


も 


容量 比 か ら 重 量 比 (G1) を 求め , 第 3 図 diagram3) 上 に プロ ツ ト す れ ば , 大 部 分 


sodaclase~adamellite 質 の も の に 相当 し , 内 核 か ら 優 黒 大 部 へ か け て Mf の 増加 , 


優 


黒色 部 か ら 外 側 部 へ か け て Mf の 減少 と いう 電気 石 の 増減 に 相対 店 する 変化 が み ら れ る 。 
成分 変化 第 1 表 の 重量 比 か ら 第 2 表 の 成分 表 に より , 計算 し た 化学 成分 を 第 3 RT 


に 示す 。 こ れ か ら 第 8 図 の 成分 変化 図 を 作成 し た 。 


これ に よれ ば , 優 黒 色 部 は Fe,0,+FeO- B,O,-H,O に と み , AlgO0g に や や と み . 
アァ ルカ リ ・MgO・SiO。 に 愛し い 。 内 核 は 外側 部 と ほとん ど 同 様 で ある が , や や BO; - 
アル カリ ・Fe。O。+FeO・ HO に と ん で いる 。 周囲 の 母 岩 は 球状 岩 よ り も CaO・MgO・ 
K,O0 に と む が , 揮発 成分 に 逐 し い 。 これ ら の 成分 変化 は , 後述 の 微量 成分 変化 の 傾向 


と ほぼ 相対 店 し て いる 。 BB, 比較 の た め , WAY に より 分 析 さ れ た 西南 日 本 外 帯 に 
する 花 賠 岩 6 個 の 平均 化学 成分 お よび 垂水 産 花 賠 岩 の 化学 成分 を 併記 し た 。 


属 


滝本 の 分 析 結 果 は 代表 的 な 花岡 岩 に つい て で あぁ あり, これら の も の と , 一 般 に 電気 石 に と 
む 岩 体 中 心 部 の 球状 岩 を 包 有 する アプ ライ ト 質 の 母 岩 と を 比較 する こと は 無理 で ある が ), 


* 1958 #25168, 日 本 地質 学会 西日本 支部 総会 (A) 講演 
** 鹿児島 大 学 文 理学 部 地学 教 蜜 
*** 鹿児島 大 学 教育 学部 地学 教 密 


1) 容量 比 は Chayes の point counter の 方 法 (Am. Min. 34, 1~11, 1949) 
に 従い , point counter 式 mechanical stage を 使い , 薄 片 は な る べく 大 型 の も る の 
(24 x 26mm* へ 24 x48mm*) FAs 縦 ・ 横 各 0.5 mm の 間隔 で 移動 し , 総 点数 
2.000 前 後 を 数 えて 計算 し た 。 同一 薄 片 に つい て 異な る 人 に より 測定 され た 結果 , G 
英 ・ 正 長石 ・ 斜 長石 に つい て 19+ ORB, SOMO DI Ow TIAL EL 


きる 程度 で あつ た 。 
2)3) 大庭 昇 ・ 石 川 秀雄 + H8GK, 43, 15~25, 1959. 
+ FERRO, すべ て 10006 に 計算 6 


4) 滝 卒 YH: Gk, 26, 67 へ 68, 1941; Takimoto, K.: Jap. Jour. 


Geol. Geogr., 19, 205~210, 1944. 
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鍋 の BREO 特色 の 一 つ で あぁ る Na,O> 
KO に 対し て , K,O>Na,0 で ある な 
UE, 母 岩 の 性 質 が 特異 な る の で ある よう に 
思わ れる 。 

HEA SB 


球状 岩 の AK: SRAM - SAE Mol 
BLU ABOARA 双 卓 型 を 牛 来 の Min 
WY WEOTHHL, U:A:C ERO 
また 各部 の 平均 An% と C 双 唱 頻度 の 関 
係 を ご ころ みた 。 その 結果 BH 9,10 Mic 
示す まう に WONDKKMAD 74—-VF 
MAY, 拓 成 音 型 に 属し て いる 。e」 CDSE 
DH, 球状 岩 の 形 成 は ほぼ ABR Fic 
お ける 拡散 作用 に よ ょ つて 行わ れ た も の と 才 
えら れる 。 

微量 成分 。 分光 分 析 に より , 球状 岩 の 各 
Bt ARBOR BOGE CRE WLI 

分 析 を 行 つ た 元素 は , Cr-V-Ni-Co- 
Ga-Pb-Sn の 名 UMC, ONb5*& Mt 
ANT EMKRELSEDHUD MICKEY) HHL 
(2s 

分 析 法 は 浜 唱 ・ 黒 田 両 氏 の 方 法 *) ice 
eveo 

すなわち , KRRHGE AY. 塩化 ナ ト 
リウ ム を 分 光学 的 緩 衡 剤 と し て 添加 し , & 
極 励起 する 。 

線 対 強 度 比 の 測定 は 対 雪 回転 セク ター に 
よる 。 使用 分 光 器 は Adam Hilger E,* で 
あぁ る 。 

使用 波長 (A) は つぎ の 通り で ある 。 


V 3184.07 Bi 2989.0 
Cr 3578.6 / Bi 2989.0 
Ni 3414.8 / Bi 2989.0 
Ga 2943.6 / Bi 2989.0 


分 析 結 果 を 第 4 LH 11 図 に 示す 。 


Gorai M. 


第 8 図 Variation diagrams 
in estimated chemical 
compositions 


1: leucocratic core, 2: mela- 
nocratic part, 3 : leucocratic 
outer part, 4 : surrounding 


granitic rock 


Co 3453.6 / Bi 2989.0 
Pb 2833.1 / Bi 2989.0 
Sn 3034.1 / Bi 2989.0 


Am. Min., 36, 884~ 901, 1951. 


2) 浜口 博 ・ 黒 田 六 郎 : 分 析 化 学 , 4 207~210, 1955. 
* 分 光 分 析 器 は 東京 教育 大 学 理学 部 化学 教室 の も の を 使用 させ て いた だ いた 。 
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a1 表 Modal analyses of orbicular rocks 
Leucocratic core of orbicular rocks 
No. 1 2 3 4 5 Average 6 
a Q 34,27" 30.60 136.42 38526) | 28.20 30.00 34.38 
ms Or 37.17. 35.63 30.16 28.03 33.04 32.81 25.89 
eet 27.56 29.26 26.88 29.96 37.08 | 30.15 25.41 
% Bi 0.46 0.23 3.07 0.80 0.23 0.96 || 0.56 
の Mu 0.54 0.22 0.11 = == One| = 
Al} Sch = "39. | 12.98: 4 tS 2.04 13.35 
aie tr 0.48 0.16 =). 0.32 O20 ci, 20.8) 
o Th tr = (Be tr == tr tr 
2 S (BR tr Gk tr 
ve SN — = = 
8 Ap tr tr tr te tr tr tr 
< | Mg tr — tr = tr tr tr 
u | Se = 0.22" “ons = 0.13 | 0.10 
aig Chl = Se 
ご Zo ーー — 
Total 100.00 100.01 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
Leucocratic outer part 
No. 14 15 16 17 18 19 
en Q 29.32 38.57 36.60 38.75 37.82 33.92 
| Or 26.30 32.03 26.93 37.28 30.22 32.90 
Pl 33.90 26.08 31.03 22 OU) 29.11 30.25 
o Bi 0.23 0.23 3.63 0.34 0.11 PROM) 
a Mu tr 0.22 0.43 0.32 0.22 0.32 
Sch 0.24 iD) = 0.48 2.04 — 
2 G = — 0.79 0.32 0.48 0.32 
‘t ZL — tr 0.17 — tls = 
の S tr tr = — — tr 
8 Sch — as — cond — ae 
© Ap tr tr tr tr tr — 
= Mg — — — tr tr = 
H | Se " 2 Ea £ "e 
SCHL as ae 0.41 a nd a 
a Zo 0.13 = = = a 
Total 99.99 100.01 99.99 99.99 100.00 100.00 
* No, 13 : Dark orbicular rock without a leucocratic core. 
** Average value with exception of No. 13. 
(Q : quartz, Or : orthoclase, Pl: plagioclase, Bi : biotite, 
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and the surrounding granitic rocks. 


Melanocratic part of orbicular rocks 


7 8 9 10 11 12 13* Average** 
36.18 37.01 36.38 —34.24 37-93 36.82 39.06 | 36.03 
27.68 19.92 19.85 25.59 23.89 22.38 20.18 23.59 
26.86 20.93 22.50 24.23. 24.07 SAE ETS) 26.33 2387 
0.56 tr tr tr 0.11 ーー 5.14 0.18 
8.72 21.08 19.83 15.39 13.66 18.10 8.35 15.73 

tr 1.07 1523 0.31 0.94 0.31 0.15 0.59 

tr tr — — 0.17 — — 0.02 

— GE — tr — — — 158 

tr tr tr 0.24 tr — 0.10 0.03 

tr tr tr tr 

— = 0.21 = = = 0.09 0.04 

as = 0.59 = 

100.00 100.01 100.00 100.00 99.99 100.00 99.99 | 99.98 

Surrounding grantic rocks 

20 Average 21 22 23 Average 
41.74 36.67 34.59 S709 29.57 33.92 
29.07 32.10 31.98 29.05 40.03 33.69 
25.57 28.35 31.06 30.85 26.64 29 .52 
2.39 1.32 2.05 1.59 2.74 213 
tr 0.22 Tl 0.32 0.54 0.26 
125) | 0.97 | _ — — — 
— 0.27 で ite <2 0.22 0.16 0.16 

tr 0.02 = 0.17 Gi 0.06 

— tr — a — — 

a — tr — tr Gh 

tr tr tr tr bh tr 

ti tr th tr — tr 

i a 0.11 0.11 0.32 0.18 
= 0.06 — cr — tr 

— 0.02 — — — = 
100.00 “100.00 100.00 100.00 100.00 100.02 


Mu : muscovite, Sch : schorlite, G : garnet, Z: zircon, S : 
sphene, Ap : apatite, Mg : magnetite, Se : sericite, Chl : 
chlorite, Zo:zoisite) 
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第 2 表 Specific gravities and chemical compositions of minerals 
used in calculation. 


SR Compositions 
Quartz 2.65 SiO, 100.0 
Orthoclase* 2.57 SiO, 64.7, Al,O, 18.4, K,O 16.9 
Plagioclase Leucocratic core 


An 4.0~ 9.0, Average 6.5, An 4.0~16.0, 
Average 10.0, An 4.0~16.2, Average 10.1 


Black ring 
An 4.0~16.2, Average 10.1 


Leucocratic outer part 
An 4.0~ 9.0, Average 6.5, An 4.0~14.0, 
Average 9.0 


Surrounding granitic rock 
An 4.0~16.2, Average 10.1 


Albite* 2.62 SiO, 68.8, Al,O, 19.4, Na,O 11.8 

Anorthite* 2.76 SiO; 43-2, “AZO; 3657, Ca0 20.1 

Biotite* 3.00 SiO, 42.5, Al,O, 17.2, Fe,O, 2.2, FeO 2.7, 
MgO 25.0, K,0 9.0, H,O 1.4 

Muscovite* 2.84 SiO, 45.2, Al,O, 38.5, K,O 11.8, H,O 4.5 

Schorlite** 3.15 SiO, 34.2, Al,O, 29.0, Fe,O; +FeO 20.5, 


Na,O 2.9, B,O, 10.0, H,O 3.4 


Almandite** 4.32 SiO, 36.3, Al,O, 20.6, FeO 27.8, MgO 1.0, 
MnO 14.3 


* Values from Johannsen’s a descriptive petrography of igneous rocks, I, 
1955. ** Values are calculated from Winchell’s diagrams and tables, 1951. 


Uv 


—> Fregencies of C-twin 


PARK 


第 9 図 U-A-C ratios of plagioclase 
#5 10 & The relationship 
between the average An9% 
of plagioclase and the fre- 
quencies of C-twin. 


leucocratic core 
melanocratic part 
leucocratic outer part 
surrounding granite 
typical Takakuma granite 


Peeo 
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第 3 表 Estimated chemical compositions of orbicular rocks 
and the surrounding granitic rocks. _ 


arene setivsnessucnsnenslscssas saps -soumasassassnesnpesdssneatammaneanenesizaeenaacesi oosaneoeerceaes 


(1) (2) (3) (4) (5) (8) 
SiO, 76.14 72.79 77.55 76.55 72.19 71.92 
Al,Oy 13.25 14.10 12.45 13.01 13.43 13.92 
Fe,O5 0.51 3.40 0.33 0.16 0.52 0.51 
FeO } } | 2.23 | 2.24 
MgO 0.26 0.05 0.33 0.53 0.62 0.64 
CaO 0.55 0.48 0.44 0.60 2.05 2.12 
Na,O 3.29 2.99 3.12 3.14 3.58 3.66 
K,O 5.66 4.01 5.58 5.94 3.06 3.35 
H,O+ 0.08 } 0.53 0.06 0.05 0.52 0.54 
H,O— } 0.22 } 0.19 
MnO 0.02 0.08 0.04 0.02 0.08 0.21 
BC, 0.24 1.57 0.10 tr 0.04 = 
TiO, 2s = ed wt 0.28 0.36 
P,O; = = = us 0.24 0.34 
Li,O = ~ cee tr sa 
Total 100.00 100.00 100.00 100.00 99.06 100.00 


(1) leucocratic core, (2) melanocratic part, (3) leucocratic outer 
part, (4) surrounding granitic rock, (5) granite near Tarumizu, 
Kagoshima Prefecture,)?) (6) average value of 6-granites of the 
outer zone of south-western Japan. 1)?) 


第 4 表 Minor element contents of orbicular rocks 
and the surrounding granite (p.p.m. unit) 


Core Melanocratic Leucocratic Surrounding 
| part outer part granite 
Pb 95 110 140 | 50 
Cr 10 11 3 8 
Vv 20 280 30 20 
Ni x x x a 
Co * * * * 
Ga 32 40 33 10 
Sn | 54 200 150 30 


以上 の 分 析 結 果 と 第 3 表 ・ 第 8 図 の 化学 成分 と を 比較 し て みる と , MAMA BW TH 
同様 に , 優 黒 色 部 に 各 元 素 が 濃 集 す る 傾向 が み ら れ , V・Cr・Ga・5Sn は いずれ る も 多く 
EN Bio 


1) 滝本 TH: HOK, 26, 67~68, 1941. . 
2) Takimoto, K.: Jap. Jour. Geol. Geog., 19, 1~4, 205~210, 1941. 


104 


GD KR A a 


8 


第 11 


図 Variations in minor 


elements Sn, V, Pb, Ga and Cr. 


BON 


: leucocratic core, 

: melanocratic part, 

: leucocratic outer part 

: surrounding granitic rock 


この ょ よう に, 肉 核 と 近接 する 優 黒色 部 に 
講 元 素 が 濃 集 する 傾向 は , WE: Ali? に 
ょ つて 研究 され た 丹沢 産 球状 岩 の 場 合 と 類 
似 し て お る 。 また , 内 核 と 優 白 色 外 側 部 と 
は , 微量 成分 に お いて る も, V-Ga xk (i 
似 し て いる 。 

Cr BY V & Fesg7z, K & RE 
CPEDTWSo 

つぎ に ,」 BORE (各部 平均 ) bath 
る 周囲 の 花 賜 岸 に つい て みる と , 各々 Pb 
(115ppm, 50), Cr (8, 8), V (107, 20), 
Ga (35, 10), Sn (135, 30) CHD, @ 
量 成分 は 球状 岩 で 高 濃度 と な つて いる 。 

また , ほぼ 似 た HIRD & b OA Eh 
質 岩 と 球状 岩 の 周 囲 の 花 賠 岩 と を 比較 する 
と る 2, ほぼ 似 た 値 を 示す が , それ ら に 比較 
L, 或 状 岩 は 前記 諸 売 素 に た つい で 』 は る か 
に 高 濃度 で ある 。 この こと は , 球状 岩 形成 
時 に 気 成 ~ 熱 水 作 用 が 影 絡 し て いる と 老 え 
られ る 。 


成 因 的 考 ® 


以上 述べ た 球状 岩 の 産 状 と 岩石 学 的 特徴 
か ら , COMA ODL IKBRT So 


球状 岩 は 岩 体 中 心 部 の 一 部 に の み , BEL CHT SZ. COPRBEETABAP OBO 

岩石 は いく つか の 岩石 学 的 特徴 を も つて いる 。 す な ね わ ち , 岩 体 の 他 の 部 分 に 比べ , 一 般 
に 優 白 色 細 粒 質 (sodaclase~adamellitic) で あり, 化学 成分 の 上 か ら る も , 球状 岩 周辺 
ORB, 他 の 部 分 に 比べ , アル カリ を 除け ば , B,O,- H,O- SiO, 2A, CaO 
MgO に 逐 し く , WAR? の 指摘 し て いる 電気 石 グ ライ ゼン の 特徴 を 示し て いる 。 


ke, 一般に, 電気 石 ・ ザ クロ 石 に と み , 白雲 母 を 伴い , 正 長 石 は し ば し ば sodic な 


ABA (曹長 石灰 曹長 石 ) に よ つ て 交代 され て お り , myrmekite を な する も の る も 比較 的 
多い 。 とく に, 電気 石 は , ほとん ど 岩 体 中 心 部 に 限っ つて 産 し , 岩 体 中 に 形成 され た 割 目 を 
埋め る 石英 脈 ・ ア プラ イト 脈 ・ ペ グマ タイ ト 脈 な どの 岩 脈 ・ 細 脈 に 伴っ つて 現われ , また, 
補 際 を 埋め た 電気 石 結晶 の 集合 体 (電気 石 ペ ツチ ) と し て 現われ , その ほか , 問題 と し て 


いる 球状 岩 の 主 成分 の ひと つと な つて いる 。 


2) 


3) 


1) Mikami, K. and Ishikawa, H. : 
Univ., 


SOCa LO O27 Om: 


Sci. Rep. Yokohama National 


Okada, S. : Sci. Rep. Tokyo Kyoiku Daigaku, 4, 163~184, 1955; 
Sci. Rep. Tokyo Kyoiku, Daigaku, 5, 25~38, 1956. 
Takimoto, K. : Jap. Jour. Geol. Geog., 19, 231~238, 1944. 
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以上 の こと か ら , 岩 体 中 心 部 が deuteric stage に お ける greisenization OB*Ss* 
受け た こと , BLU, ホウ ツ 素 に と む volatile が 集中 し ゃ すい 環境 に あつ た こと は 明らか 
で ある 。 球状 岩 の 成 因 は , これ ら の こと と 徐 接 な 関係 が ある と 思わ れる 。 球状 岩 の 構 造 
は , すでに 述べ た よう に , 優 白色 内 核 と 優 黒 色 部 か ら な る も の と , 内 核 を 欠き , 優 黒 色 部 
の みか ら な る も の と が ある 。 

これ ら 2 種 の 球状 岩 と , 岩 体 中 心 部 に 多い 電気 石 パ ツ チ と は , いずれ る も 細 粒 優 白色 の 
felsic part (アプ ブラ イト 質 優 白色 外側 部 ) に よ ょ つて 囲ま れ て いる と いう 点 で , 両者 は 成 
因 的 に 関係 が ある と み ら れ る 。 

し か し , それ ら は 同じ よう に 岩 体 中 心 部 に あつ て も, 分布 上 に 多少 の 違い で が あり , 球状 
岩 の 密 集 し て いる と ころ で は , 電気 石 ペ ツチ は 余り 認め られ ず , 逆 に 電気 石 パ ツチ の 多い 
と ころ で は , 球状 岩 は あま り 認 め ら れ な い 。 ま た , 内 核 を 有する 球状 岩 と 内 核 を 有 し な い 
球状 岩 と で は , 前 者 は 岩 体 中 心 部 の 一 部 に し か 現われ な い 。 

この よう な 分 布 上 の 違い は , 同じ 岩 体 中 心 部 に あつ て も, 場所 に よ ょ つて 各々 の 形成 条件 
に か な り の 違い (と くに volatile 濃 集 の 度合 に よる 違 で ) が あぁ つた た め と 思わ れる 。 

つぎ に , 同 源 捕獲 岩 と 考え られ る 黒雲 母 に と む 小 球 型 包 有 岩 が 岩 体 の 中 心 部 に の み 現 わ 
れ , それ が 現われ て いる 地域 内 の 一 部 に 球状 岩 を 産 す る こと , BLU, 球状 岩 中 に し ば し 
ば 小 球 型 包 有 岩 が 含ま れ て いる (FSM HH) CERES, 成因 的 に 両者 は 密接 な 関係 
に ある こと が 考え られ る 。 と くに , 球状 岩 中 の 電気 石 と 黒雲 母 と が 量 的 に 対照 的 な 変化 を 
示す 事実 (B1R) と , 球状 岩 ぁ あるいは 球状 岩 の 周 囲 に ある 小 球 型 色 有 岩 に 電気 石化 作用 
を 受け た 形跡 の 認め られ る こと か ら , 小 球 型 包 有 岩 は , 球状 岩 形成 の 過程 で , おそらく, 
最初 の 核 の 役割 を 果 し た も の で あろ うと 思わ れる 。 RRA RIL, ECARD 
岩 以外 の , 外来 の 堆積 岩 源 や 火成岩 源 の 物質 は 何ら 見 出さ れ な い 。 つ ぎ に , 球状 岩 の 形 成 
が , ほぼ 疾 融 状態 の も と で , 拡散 分 化 に よ つ て 行わ れ た こと は , 斜 長 石 双 上 品 型 及び 鏡 下 の 
性 質 か ら 明 ら か で ある 。 以上 の こと か ら 球 状 岩 の 成因 は つぎ の よう な も の と 考え られ る 。 

高 隅 花 贈 岩 柴 の 固化 の 過程 で , 結 品 作用 末期 の , ホウ 素 な ど に と む volatile が 岩 体 中 
心 部 に 濃 集 し た 。 一方, 岩 体 中 心 部 で は , MIME CH SRE LDA Als 
周囲 の 岩 此 より 固化 の 進ん だ 状態 に あつ た 。 こ の 部 分 ( 核 お よび その 周辺 部 ) に 向い , B 
な ど に と む volatile が soret の 効果 に よ ょ つて 濃 集 し , その た め low viscosity の 状態 
を つく り , 拡散 分 化 作用 が 容易 に 行わ れ た と 考 えら ぁ られ る 。 そ の 結果 , 黒雲 母 ・ 長 石 類 は 電 
気 石 に よ つ て 交代 され , B- Al. Fe V・Ga・ Sn・ 有 II20 に と む 優 黒色 部 が 形成 され , 一 
方 , Si-Mg-Ca-Na-K は 外 に 向 つ て 分 別 さ れ , volatile の 急速 な 減少 に よ つ て 
PRED felsic な 部 分 を 作り リリ ”, 外側 部 が 形成 され た 。 

な お , 内 核 を 有する 球状 岩 に つい て は , 内 核 と 外側 部 と は 岩石 学 的 性 質 , 化学 成分 , Hh 
BROS, いづ れ の 点 で も よく 類似 し て いる 。 この こと か ら , 前 と 同様 の 機構 に よ つ 
て , 球状 岩 の 中 心 部 に volatile が 濃 集 し , そこ で 一 時 , volatile が high potential の 
場 を っ くり , 再び 外 に 向 つ て 拡散 分 化し た た め , 内 核 と 優 黒 色 部 お よび 外側 部 が 形成 され 
た と 考え られ る 。 電気 石 ペ ツチ も , この よう な 諸 作 用 と 関連 し て 形成 され た も の で あぁ ろ 


1) Shibata, H. : Sci. Rep. Tokyo Bunrika Daigaku, Sec. C, 6, 21, 
1949. 
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3 う 。 要する に , ここ で 述べ た 球状 岩 は , BIER AROMEIERAHI (deuteric stage) 
の greisenization と 関連 し , 同 源 捕 獲 岩 の 部 分 に 明 に と む volatile が 濃 集 する と い 
う 3 特殊 な 環境 下 で 形成 され た も の と 考え られ る 。 


終り に 臨み ; 本 研究 に 際 し , 御 指 導 御 教示 を 賜 つ た 柴田 秀臣 教授 ・ 和 牛 来 正夫 助教 授 を は 
Ud, 種々 御 教示 御 討論 頂い た 木下 亀城 教授 ・ 門 田 重行 教授 ・ 波 多 江 信 広 教 授 ・ 種 子 田 
定 勝 助教 授 お よび , 分 光 分 析 に つい て 御 指 導 頂 いた 黒田 六郎 博士 に 対し , あぁ つく 御礼 四 上 
Wo Er 高 隅 花 賠 岩 体 の 時 代 に つい て 御 教 示 頂 いた 宮 久 三千年 氏 ・ 桃 井 斉 氏 に 対し , 
心から 御礼 申 上 げ る 。 

AB, 現地 調査 の 際 種 々 御 便宜 を 与え られ た 乗 水町 役場 ・ 鹿 屋 営 林 映 ・ 鹿 屋 市 役所 ・ 高 
隅 支 所 ・ 高 隅 演 習 林 関係 各位 。 と くに 黒木 晴 煙 氏 ・ 森 規 短 雄 氏 ・ 弧 釜 吉 二 氏 お ょ よび 肥後 精 
造 民 に 対し 感謝 する 次 第 で ある 。 


新 Tl 紹 介 


天然 ガス ーー 調査 と 資源 金原 均 二 , 本 島 公 司 , 石和 田 靖 章 共著 
本 邦 の 天然 ガス 探査 開発 に 多年 指導 的 立場 を 果して きた 著者 等 EAM ARAM RA 
部 ) が , 一 般 の 要望 に 応え て 共著 され た も の で , いわ ゆる 水深 性 天然 ガス に つい て の 探査 
HECBREBS, その 実験 と 理論 と が 述べ られ て いる 。 ARI | 天然 ガス の 分 類 と 分 布 , 
Il ROMA, IL] 開発 , IV 本 邦 の ガス 田 , V hey AL RAYA, の 4 Br 
ら な る 。 牧 に 水落 性 天然 ガス と それ を 落 存 する 地層 水 と の 間 の 化学 的 相関 性 を 探査 に まで 
利用 する こと に 牙 意 し , それ に 基づく 方 潜 論 を 発展 さす る こと に より , その 探査 理論 と 技 
術 と を 確立 させ た も の と し て 本書 の 意義 が あり , 従来 歴史 的 に も 技術 的 に も 資料 の 逐 し か 
: つた 本 分 野 の 開発 利用 の た め の み な ら ず , 学問 的 体系 化 と いう 点 で も 寄与 する と ころ 多い 
も の と の 与論 が 大 きい 。 (AM 346 A, 朝倉 書店 発行 , 1958 年 , 980 円 ) Can 


粘土 科学 の 進歩 (1) 粘土 研究 会 編 

本 書 は 第 1 回 粘土 科学 討論 会 1957 年 11 月 29~30 日 ) で 発表 され た 研究 報告 集 
で , thE, Gin, 金属 及び 燃料 鉄 床 , FES, 土壌 肥料 , 化学 等 の 各 分 野 の 学会 及び 応用 面 
の 間 で 行わ れ た 研究 資料 31 編 が 集録 され , 夫々 に 英文 要旨 (LAAN) 及び 文献 が 添え 
られ て いる 。 そ の 序文 (粘土 研究 会 々 長 須 藤 俊 和男 に よる ) に も 述べ て いる よ ょ うに, 粘土 が 
殆 ん ど あ ら ゆ る 科学 と 技術 の 各 方 面 で 研究 ・ 褒 用 の 対象 と な つて きた 今日 , この 共通 の 題 
材 を 中 心 と し て 広い 分 野 の 研究 者 の 研究 内 容 を 盛 つ た 本 書 が , この 種 の 研究 に た づ さ わる 
すべ て の 人 々 に 役立つ こと が 望ま れる と 同時 に , 引続き 今後 の 成果 の 続 刊 が 期待 され る 。 
(AM 395 頁 , 技報堂 発行 , 1959 年 2 月 , 750 円 ) Canes) 


第 2 回 粘土 科学 討論 会 の 開催 と 「 粘 士 研究 会 」 の 創立 

第 2 回 粘土 科学 討論 会 は 1958 年 12 月 5, 6 A, 関係 11 学 協会 共 供 で 行わ れ た 。 
発表 論文 .45 FAC, 一 部 に Allophane 問題 の シン ポジ ツ ム が 行わ れ た 。 な お この 会 の 席 
上 , 「 粘 土 研究 会 」 が 創立 し た (事務 局 : 東京 都 北 区 西ヶ原 町 農業 技術 研究 所 内 )。 
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(1) RIHABRBRRAKEBORASOMR 谷田 BR (東北 大 ・ 岩 鍼 ) 

東北 地方 の 傘 稼 に 沿い , 新 期 火 山体 (BID, FAURE ORE KI) の 基 席 部 に Plio- 
pleistocene 疾 結 凝灰岩 が 広く 分 布 し て いる (北村 , 1956; 八木 , 1956), 話 結 凝灰岩 
は 岩 質 上 hornblende bearing augite-hypersthene dacite 乃至 rhyolite で ある 。 
SE, 化学 的 デー タ が 著しく 不足 し て いた 鷲 , 新 に 上 鬼 首 筆 地 周 辺 及 び 以 北 の 岩 体 に つい て 
化学 分 析 を 行 つ た 。 既 発表 デー タ と 新 分 析 と か ら , WRB SIO, 64~7596 ORI 
に あり , FAKE (RAR AR) と 共通 の 傾向 を も つこ と が 更に 明か と な つ 
Teo 燃 結 北 灰 岩 の アル カリ ・ 石 灰 指 泊 は 65.0 CHS. 

次 に , 妖 結 凝灰岩 々 体 の 硬化 様式 に 2 つの 著しい 型 の ある こと を 指摘 し , pyroclastic 
flow 堆積 物 の 硬化 様式 の 分 類 を 提案 し た 。 

(2) SRRWEPORKBICOWT 宇 留 野 勝敏 (東北 大 ・ 岩 鉱 ) 

仙 合 市 西 郊 三 沙 の 安山岩 質 玄 武 岩 中 に 1 個 見 出さ れ た 径 約 4.5cm の 球状 岩 は 同心 円 構 
造 を も ち , KREL olivine の 仮 像 を 示す iddingsite と の 粗 粒 集合 の 核 が , くさ び 状 
灰 長 石 の 放射 状 配列 で 囲ま れ て いる 。 灰 長石 に は 累 整 は な く , 放射 状 帯 で は 羽毛 状 の al- 
bite-, pericline- 集 片 双 卓 を 示し , 末端 は 微細 な ノコ ギリ 状 の 自 形 結晶 面 で matrix の 
玄武 岩 に 接し て いる 。 球 内 各所 に 見 らち れる 結晶 粒 間 の 容 際 に は , 細 料 の hypersthene, 
augite, pigeonite 示 共 生 し , chlorite 様 物 質 や 炭酸 塩 が これ を うめ て いる 。 BROK 
BAREREOMBREBORLUCOZIL Db, MAMIE CMRI, 次 に 原 
長石 が 急げ き に 放射 状 に 生長 し て 球 が 完成 し , 噴出 直前 に iddingsite 化 が 行わ れ , 残 
つた olivine は ground mass 固 結 時 に chlorite 化し た と 考え た 。 球状 化 の 原因 は 不 
明 で ある が , 核 に 異質 の も の が 認め られ な い の で , xenolith 起源 説 は 香 定 し うる 。 

(3) 八幡平 火 山 及 びそ の 周縁 火山 群 冒 互 中 の 微量 成分 に つい て 

河野 義 礼 * 植 田 良夫 Got: aH) 

八幡 平 火 山 及 びそ の 周縁 火山 群 , 即 も , 焼山 , 森吉 , 岩手 , 秋田 駒ヶ岳 , BRAK 
群 岩 夏 中 の 微量 成分 の 検出 を 石英 分 光 分 析 装 置 を 用 いて 行 つ た 。 検出 し た 微量 元素 は 次 の 
12 元素 で ある 。B, Ba, Be, Co, Cr, Cu, Mo, Ni, Pb, Sr, V, Zn, imac Ry 
る 各 火 山 相 互 の 問 で は , Be, Mo, Pb, Sr, V, Zn の 元素 に 関し て は 殆 ん ど その 差 が 認 
め な い 。 B は 各 火 山 岩 石 に 頭 著 に 検出 され た が , 荷 葉 岳 火 山 の も の は 他 の 火山 の も の に 
比べ て それ 程 頭 装 に は 含ま れ て いな い 。 Co, Cr, Ni OTR GHEAKW AA e RVY CH 
RM XN, 叉 この 三 元 素 は その 量 が 相対 的 に 比例 し て 増減 する 。 微量 成分 と 鉄 物 成 分 
及び 化学 成分 と の 関係 に 於 て は 八幡 平 , 焼山 火山 岩石 中 夷 品 に Olivine を 含ま な いも の 
は Co, Cr, Ni が 微量 に し か 検出 され な い 。 叉 この 三 元素 及び V は 酸性 の も の 程 少 い 。 

(4) 斑 唱 族長 石 及び 含 族長 石 塩基 性 火山 載 類 に つい て 

河野 義 礼 ・ 青 木 謙一 郎 GLK: AH) 

PEK UO PBEM RS SIRI RRA (Ags) の 最大 2cm に 達する 斑 品 が 

「 多量 に 存在 し て いる 。 こ の 種 想 岩 は 荷 薬 后 の 下部 に 広く 分 布 す る だ け で な く , 駒ケ岳, B 
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FR ROM. RBMTS. COMBE AAOEL L CHAK, FEKUPRU 
富士 火山 帯 の 第 四 紀 峰岸 及び 同 帯 に 平行 な 第 三 紀 の 火山 岩 の 一 部 に 限り 産出 し , 世界 の 他 
の 火山 に 産出 の 例 を 開か ふか な い 。 灰 長石 の 斑 唱 の 量 が 多い 族 化 学 的 に は Al,O3 2396 CaO 
12% 以上 に 達する 特異 な 火山 岩 で あぁ る 。 この 特異 な 火山 岩 の 成 因 に 関し , 従来 日 本 で は 
Al,O,; の 高い 水 成 岩 の contamination と 考え て いる 学者 も ある が , 著者 等 は その 成因 
を 早期 唱 出 灰 長石 結晶 の 下部 より の 浮上 と 同時 に CORB AU BH ORMA 
RUA OVEREZ k AREORLBA THe 


(5) フ オ ッ サ ・ マ ダナ 東部 の 火山 活動 と 基 般 地質 と の 関係 (FR) 
飯島 南海 夫 (信州 大 ・ 教 育 ) 
フォ ッ サ ・ マ グ ナ 東 部 の 内 村 地 向 倖 隆 盆地 は 別所 phase を 契機 と し て 長野 , weet 
に 分 化し た 。 中 央 隆起 帯 に ある 四阿 , 毛無 火山 群 と , 分 化し た 委 地 内 の 鳥 帽子 岳 , Bik 
FEO KU IER LISA. 即ち 後者 は 角 関 石 安山岩 類 と 類 結 凝灰岩 類 で 特徴 づけ られ る 
が , 前 者 は これ ら を 欠い て いる 。 叉 和田 幅 附 近 と 荒 船山 附近 で は , 下部 中 新 統 の 非 ゲ リン 
タフ 相 で ある 守屋 層 , 内 山 層 の 堆積 後 , その 上 位 層 の 中 新 統 を 堆積 せ ず 中 部 鮮新 統 の 塩 杏 
層 , SAT EN CHHERL ro COMER LICKS, Tita CHES 6 1 SKI 
動 を し た 。 即 も 離れ た 2 HR Cd MRM S LUO AKUMA ET 4. ZEOK 
結 凝 灰 岩 類 や 火山 岩 類 の 活動 は 中 央 構造 線 や 関東 山地 に 発達 する 構造 を 反映 する も の で , 
記 大 な 火山 構造 性 了 没 地 を 形成 し た 。 こ の カル デラ の 中 に 渡 間 , Brie, 立科 火山 が 活動 
し た 。 要する に 基盤 地質 や 古い 項 の 構造 運動 を 反映 し て , 特徴 的 な 火山 活動 を する 。 
(6) 阿武隈, 北上 両 山地 の 花 賠 皆 類 の 化学 成分 の 比較 
FR 忠昌 CRILK - GK) 
BPRS LL Hb TE a a HP SESE 72) OVS TEMS I, 新 期 第 1 II 型 に 区 分 せら れる 。 古 
WMsiaNea~ eines, 新 期 第 エ ms yemP ies, 第 IT 型 は 黒雲 母 花 賠 関 緑 岩 
~ ア ダメ ロ 岩 等 か ら 成 る 。 古 期 は 二 畳 紀 末 ~ 三 才 紀 初め , PS AAC PL eR 
られ て いる 。 北上 山地 の 花 賠 岩 類 は 多少 の 前 後 は ある が 殆 ん どす べ て が 白 各 紀 初期 の 導入 
と 考え られ る 。 岩 質 は 石英 絞 緑 岩 , 花 賠 固 緑 岩 , アダ メロ 岩 で ある 。 両 山地 花 賠 岩 類 の 既 
発表 分 析 値 130 個 に 就 て = グリ 値 を 求め al-si, mf-si, c-si, alk-si 変化 図 に 点 示 す 
る と , 阿武 隈 山地 の も の は 二 群 に 分 けら れ , 第 1 群 に は 古 期 及 び 新 期 第 エ 型 が 属し , 第 
2 群 に は 新 期 第 11 型 が 属す る 。 後 者 は 前 者 に 比 ベ アル カリ , EBRD. 北上 山地 の る も 
の は 殆 ん どす べ て が 上 記 第 1 群 に 入る 。 し か し 新 期 第 L II に 岩 質 上 類似 する 岩 体 が 若 
和 〒 あ る が その 分 析 値 は 未だ な い 。 
(7) 北部 北上 山地 に お ける 2, 3 の マン ガン 鉱物 の 鉱物 組成 
南部 松 夫 ・ 岡 田 BH (東北 大 ・ 選 研 ) 
北上 山地 の マン ガン 鉄 床 は 盛岡 と 人 筐 石 を 弧状 に 結ぶ 北部 地域 (所 調 北 部 北上 古 生 層 の 発 
達 区 域 ) に の み 分 布 す る 。 演者 等 は 岩手 県 九戸 郡 を 中 心 と する 20 HINO wy wy OG 
を し ら べ 次 の 諸 鉄 物 を 決定 し た 。 調 査 し た 鉄 床 は 何れ も 未 変成 又は GGA IED BIR 
Y Hv GR CHS. (1) rhodonite, (2) tephroite, (3) Mn-garnet, (4) Mn- 
hornblende, (5) piedmontite, (6) braunite, (7) hausmanite, (8) jacobsite, 
(9) alabandite, (10) ramsdellite, (11) pyrolusite, (12) cryptomelane, (13) 
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manganite, (14) goethite, (15) penwithite, (16) rhodochrosite, (17) Mn- 
calcite, (18) hematite, (19) chalcopyrite, (20) pyrite, (21) sericite, (22) 
chlorite, (23) quartz, (24) asbestos, (17) ょ り (24) ¥cM@kHmre (1), (2), (6) 
FEMDL T SIRES IRR BV. TBD, piedmontite は Mn-hornblende お ょ よ 
U quatz と 共に braunite を 脈 状 に 交代 し て いる 。 


(8) 高 多 山 鉱山 の 地質 鉱床 高橋 維 一 郎 (岩手 大 ・ 鉄 山 ) 
鉄山 附近 は 古 生 層 に 属す る 交 緑 凝灰岩 を 主 と し こ れ に チャ ー ト 層 を 挟 存する 。 RITE 
鉄 録 を 主 と し 若 和 干 の 赤 鉄 鉱 を 伴う 層状 鉄 鉄 床 で , EAI ye — +, PAR ORE CE 
SNS. Pea, 方 解 石 , Bev HVS, 本格 右 , ピロ ックス マン ジャ イト , NTE 
A GANA, BAS, RRA, BEER, 白雲 母 , スチ ルプ ノ メ レ ン , 緑 泥 石 等 か ら な 
り , 鉄 脈 は これ ら の 鉱物 の 一 つ 又 は それ 以上 と 多量 の 磁 鉄 鈴 , 少量 の 赤 鉄 鉄 か ら な る 。 Gl 
ARID ELS NS AERA (BIR, 薄板 状 , 不 規則 状 ) の 他 に 主要 鉄 石 鉱物 を な し 
間 唱 的 に 在 す る 磁 鉄 鉱 中 に 格子 状 [111}, 110} に 平行 | MR BUR, 叉 該 鉄 物 の 周 
囲 に 薄 縁 状 に 赤 鉄 鉱 の 共生 が 見 られ , 格子 構造 の 不 整 や その 発達 の 不 完 全 性 及び 紐 状 , 薄 
縁 状 の 存在 か らし て , マー タイ ト 化 に よる も の と 考え られ る 。 又 録 石 は 主要 脈 石 が 緑 泥 
右 , スチ ルプ ノ メ レ ン の 時 は マー タイ ト 化 は 著しく , 石英 質 の と き は 同 作 用 は 全然 見 られ 
な いか 又は 僅か に 行わ れる 傾向 に あり , 原 磁 鉄 鉄 の 成分 差 等 に よる と も 思わ れる が , 今後 
の 検討 に 奏 ね る 。 

(9) 岐阜 県 苗木 地方 の 金属 鉱床 (I) タン グ ス テ ン 鉱 床 

五十嵐 俊雄 * 坂 巻 幸雄 (地質 調査 所 ) 

岐阜 県 苗木 地 方 に は 気 成一 高温 型 詩 水 鉄 床 に 属す る タン グ ス テ ン 鉱 床 が 分 布 し , その 代 
BN 7.) OL L CRLF - TER - HAAS MINAS SLNZ. 各 鉱 山 の 鉄 化 作 用 は グラ イ 
ゼン 期 , 熱 水 期 た 大 別 出 来 , 熱 水 期 は 更に 3 時 期 に 細分 され る 。 グ ライ ゼン 期 : OA, 
モナ ズ 石 , . 鉄 マン ガン 重石 , 鉄 リ シャ 雲母 , 自 圭 母 , BE, BG; aw gs 
ナ ズ 石 , 鉄 マ ン ガ ン 重 石灰 重石 , BOK, Beh, me, oe; 11 : 鉄 マ ン ガ 
YEA, REG, WERK, 自然 蒼 鉛 , 磁 鉄 鉄 , 硫 克 鉄 鉱 , Sera; ILL: 硫 克 鉄 鉱 , 磁 硫 
鉄鉱 , FQMEGAGK, 黄 鉛 鉱 , 方 仏 鉄 , TAGKGK, WAR eAGK, WAKO, BE, AEG. WED 
よう で 鉄 化 作 用 の 晩期 に S OFS RZ. Th BRSTTGRGK - SATAGK - PYAR SA SKIS BE 
次 共生 関係 を 有 し , 同 地方 の 昧 帯 配列 に 興味 ある 問題 を 提供 し て いる 。 

(10) BREOXK#RAG LPR 高野 幸雄 (東大 ・ 教 養 ) 
足尾 産 炎 灰 右 の 光学 異常 に つい て は 渡辺 新 六 の 詳細 な 記載 が ある が , 筆者 は これ を 中 心 
と し て 去 倉 ・ 加 次 島 ・ 南 極大 陸 ・Kola 半島 ・Canada・U. 5S. A. 等 の Ke et eat 
WELT X 線 デ ィ フ ラク トト メー ター 及び 偏光 頭 微 鏡 を 用 いて 実験 を 行 つ た 。 そ の 結果 今 
まで は ほとんど 1 本 の 和 廻 折線 と し て 記載 され て いた 32° 附近 の 廻 折線 が 実は 3 本 で , その 
中 央 の 本 は 外側 の 廻 折線 に 接近 し て いる も の と 内 側 の 廻 折線 に 接近 し て いる も の と 2 
っ つの 型 が ある こと が わか つた 。 さら に 後者 の 型 に お いて は 他 の 廻 折線 の 内 側 に 寄生 ピー ク 
を る つも の な ど が 多く, 従来 与え られ て いた 六方 格子 の 構造 で は 説明 出来 な い 点 を 見 出し 
た 。 そし て この ょ よう な 性 格 の 強い も の 程 , 光学 異常 も 顕著 で ある と の 結論 に 達し た 。 
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(11) SROCYRS ¢ RE 高野 BK (東大 ・ 理 ) 
上 癌 石 は 等 軸 品 系 に 属し な が ら , 複 屈折 を も つも の が 多い こと は 古く より 知ら れ て いる 。 
最近 同じ く 立 方 体 を な し て 産出 する perovskite に つい て Kay 等 が , また 等 軸 品 系 に 
属す る と され て いる 方 漠 石 に つい て 桐山 等 が , COMB BILD SRF SSE OME 
か ら わ ず か に ずれ た も の で ある こと を 明らか に し た 。 

es BRC OW CT) ONL HL 現象 が 見 られ は せ ぬ か と 五 十 島 ・ 鮎川 ・ 鹿 倉 及 
び 尾 平等 の 試料 に つい て X 線 デ ィ フラ クト メー ター 及び 偏光 頭 徴 鏡 を 用 いて 実験 を 行 つ 
た 。 そ の 結果 , 癌 石 に 与え られ た 面 心 立方 格子 か ら は 期待 され な いい くつ か の 廻 折線 が こ 
れ ら の 試料 に 共通 に 認め られ る こと を 見 出し た 。 


(12) 群馬 県 礁 永 地 方 第 三 紀 堆積 吉 中 の 粘土 鉱物 木崎 BRE (群馬 大 ・ 学 芸 ) 

Bentonite 層 を 挟む 泥岩 中 に は 粘 土 鉱 物 と し て , ilhte 及び 混合 層 粘 土 鉄 物 が 含ま れ 
Zo COVA BGK Yors (001) spacing が irrational で , 加 熟 物 の X usr» 
ら montmorillonite と illite の 混合 層 と 考え られ る 。 Glycerol 処理 試料 と 未 処 理 試 
KO X 線 廻 折 図 を 比較 する と 未 処 理 の 廻 折 図 の 方 が illite 層 の 混合 率 が 多く 出る の は 
montmorillonite の 層 開 イオ ン に Ca より も Na, K が 多い た め に montmorillonite 
賠 の (001) spacing が Ca の 場合 の 15.4 A ょ り 小 さく な つて いる こと に 原因 する 。 
この 事 は 化学 成分 及び 600°C jne4D (001) spacing PSH YRSYI5NS. MOOR 
FP BHELSRUNS LD CBDK LOS 6 RRBOWMEME ELE BET (001) が 13A に 変 
Zo Hic KOH で 処理 する と (001) RH ISA A < な る こと は この WSBHLM MAA 
[Ute BAKU 7 montmorillonite に 由来 する こと を 示し て いる 。 


(13) 水溶 型 天然 ガス に つい て 井 島 信 五 郎 (地質 調査 所 ) 
充分 に 水 を 含ん だ 地層 中 に は , その 地層 深度 に 応じ た 静 水 圧 に よ ょ つて 規則 され る 交 解 度 
を 持つ た 含 ガ ス 水 の 貯蔵 され る こと が あり , し ば し ば CH, ガス 鉄 床 を 形成 する 。 新潟 ガ 
AMS haw Ass, 諏訪 , 南関 東 , 九十九里 浜 , BE, 宮崎 その 他 ガ ス 田 が この 型 に 屋 す る 。 
この 型 の ガス 田 に 対す る 調査 法 , 開発 法 お よび 研究 成果 の 進歩 は 著しく , 併 す て この 型 の 
ガス 鉱床 と これ に 関す る 諸 理 論 は 世界 に 特異 な 存在 で ある こと が 判 つ た 。 本 講演 は これ ら 
の 研究 , 理論 の 中 か ら 演 者 が 行 つ た 機構 学 的 な 問題 だ け を 取り 上 げ て 概説 を 試み た 。 内 容 
は (1) 向 斜 理論 , (2) 弧状 開発 法 , (3) ガス 鉄 床 に 対す る ガス の 補給 , (4) ガス 井 の 自 噴 
力 , (5) 異常 ガス 水 比 ガス 鉄 床 の 発生 , (6) 石油 及び ガス 伝 床 の 差 別 的 発達 性 等 で ある 。 

(14) 24 Hae SMOMRK 原口 AA (山形 大 ・ 文 理 ) 
ALB Y 4 AV — b HOWARD ROPER, 性 質 に つい て 述べ る 。 農 存 状 熊 と 
地質 構成 に 就 て は 附図 に よ つ て 説明 する 。 (1) メソ ー ト 統 の 地質 時 代 : 淡水 産 化 石 に よ 
CRITE BAGH, 世界 各国 の oil shale の 生成 期 に 比 し て 最も 新しい 。 (2) HERE 
環境 : アル カリ 性 環境 で 藻類 の 繁殖 に 適し これ が 根源 と な つて 源 青 物 に 富む 富 鍼 が で き 
た 。 アル カリ 性 で ある こと は 周縁 山地 を 構成 する 岩石 に 石灰 岩 が 多く , 湖水 が 石灰 分 を 豊 
語 に 深 解 し た た めで ある 。 メ ソー ト 統 の 岩 相 に は 沈 水 性 石灰 岩 , 石灰 質 砂 岩 , BRAD 
り , CO。 分 圧 の 減少 の た め , CaCO, EL THILE BOCAS. (3) Bk : 油分 が 多 
いた め 製 性 に 富み , 特に FRA ART COED 特性 で ある 。 化学 成分 は 含 油 量 が 2896 
に 達する も の が あり , 副産物 の 生産 に も 好都合 で ある 。 


本 会 記 事 
日 本 冊 石 鉱物 鉱床 学会 昭和 33 年 度 総会 記事 


昭和 34 年 1 月 24 日 (+) 午前 10 時 より 東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教 密 第 1 講 
義宣 に 於 て , 日 本 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 昭和 33 年 度 総 会 が 開催 され , 引続き 学術 講演 会 が 行 
われ だ た 。 ia, KARA TbN, 盛会 で あつ た 。 


昭和 33 年 度 事業 経 過 報 告 庶務 委員 竹内 常 覆 君 よ り 次 の 通り 報告 され た 。 

1) 会 員 の 動静 昭和 33 年 12 月 31 日 現在 の 会 員数 は 812 BC, 昨年 度 中 の 新入 会 
Als 43 名 , 脱退 会 員数 17 名 で あぁ つた 。 2) 集会 及び 講演 会 昭和 33 RKC 
事 評議 員 会 3 回 , 在 仙 実 行 委 員 会 4 回 , 講演 会 2 回 (昭和 33 年 11 月 24 日 へ 27 日 , 
鹿児島 市 に 於 て AINA R, AINA, 日 本 鉄 業 会 九州 支部 , 日 本 鉄山 地質 学 
BS ARGRMAR LIB. 昭和 34 年 1 月 24 日 , 本 会 昭和 33 年 度 総 会 後 開催 ) 3) 会 
誌 の 発行 岩石 鉱物 鉄 床 学 会 誌 第 42 巻 1 号 ~ 6 号 を 隔月 発行 , 全会 員 に 配布 し た 。 4) 
図書 昭和 33 年 12 月 31 日 現在 に 於 て 交換 数 30 (国外 10), POH 11 (国外 5), 
寄贈 を 受け た 図書 66 (国外 14) 種 で ある 。 

評議 員 選 挙 結果 報告 庶務 委員 長 竹内 常 彦 君 よ り 昭和 34 年 度 役員 選挙 結果 の 報告 が 
あぁ つた 。 投票 総数 132 Bt, MHA 15 名 が 選出 され , 承認 され た 。 

is 靖 , MUR, 木野 崎 吉郎 , SOBER AEA, TRESS. 滝本 WW EB 
Bh, BA 達 , 西沢 章 三 郎 , MAB. 早川 典 久 , 待 場 勇 , 吉木 文平 , BAe (DI 
上 任期 2 年 ) 。 

昭和 33 年 度 会 計 報 告 及び 34 年 度 予算 案 会計 委員 千 藤 忠 員 君 よ り , 下 表 に つき 説 
FAR HY, Ne BRORMBRRKBL Ko 


昭和 33 年 度 会 計 決 算 報告 


RAD 部 | 支出 の 部 
& # ww KR 403,009 | 事 務 # 39,596 円 
会 He 入 373,000 tit Hin R 0 
Hh Me FE AR — 30, 000 ME dk 18,502 
別刷 及び 特別 号 代 収入 102,885 eRe Ea ee 
RITFLAN—-FRA 6,880 tl a # 501,295 
雑 収 入 2,349 a a He 糧 hares 
a] wi tp pes, 
文 部 省 助 成金 70,000 ae ee 他 6l:231 
前 年 度 繰 越 金 30, 438 集 会 費 33 ,005 
mn 会 #2 25,890 
会 議 i 7,115 
+ fa B ma 
he th 金 41,626 
at 615,522 計 615,522 
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Al 34 Ee ERR PER 


We JS @) FAs Bae aay OD) TS 
会 kW A 370,000 BBR 50,0008 
別 軸 及び 増 頁 代 収入 70,000 0 
の Ny 7,000 通信 He 15,000 
} 雑 費 10,000 
: ee ae 476 ,000 
x Eh BK se 70,000 be 4 aah 版 費 375,000 
前 ea % 金 41,626 | Fall ae 40 ,000 
前 年 繰越 金 al Sl i ee 
会 34,000 
PA of. # 26,000 
会 議 # ~~ 8,000 
ta 費 5,626 
aly 565,626 ay 565,626 


総会 出席 者 は 次 の 71 名 で 他 に 委任 状 が 53 通 あ つた 。 

阿部 宏 , 鈴木 光郎 , 木崎 喜雄 , 増井 淳一 , AE 仁 , 石沢 健 喜 , BUA, 渡部 FB, 
南部 松 夫 , 青木 議 一 郎 , BS 寿 和 , 飯島 南海 夫 , 原 清 , EMR, 大 政 正 明 , TRS 
5, 伊藤 俊 弥 , 門脇 BRR Fees, 中 山 松 身 , 北 代 吉宏 , 阿久 津 奨 , 田 ロ ー 
ke GOR 勝 , 谷村 昭二 郎 , 谷田 勝俊 , 佐藤 長治 , 佐々 木 F, CMP, 三枝 守 維 , 島 
Me, 金子 寛 , RRA, ATU, DORR. 植田 良夫 , 八木 健三 , TARE. 佐藤 
正信 , Bye 靖 , 待 場 勇 , 八島 隆一 , 長谷 川 修三 , WHEZ, BRB, 鈴木 議 三 九 , 
渡辺 万 次 郎 , 山本 勇 , 今野 oh, BASE, MALS, 高橋 英夫 , 土井 和己 , 島田 e, 
田中 義久 , 高橋 維 一 郎 , 田代 弘 伯 , 高橋 義昭 , 関川 陽一 , 五十嵐 俊雄 , 井 島 信 五 郎 , 坂 
巻 幸雄 , DUR, Seth RO, 宇 留 野 勝 敏 , 飯田 進也 , 高野 幸雄 , BER, 
AK EF (以上 順不同 )。 

幹事 評議 員 会 昭和 34 年 1 月 24 日 ( 土 ) 午前 9 時 ょ より 東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 久 床 
PAE Ri BIC CHE, 次 の 議事 が 可決 され た 。 

出席 者 渡辺 万 次 郎 (会 長 ), RRS WSL TARE, TRESS. 八木 健三 , 
DORA KE, 早川 典 久 各 評議 員 ( 外 に 委任 状 22 通 )。 

met 1) 新 評議 員 開 票 結果 投票 者 32 名 (無効 0), 15 名 選出 承認 。 2) HAG 
会 の 承認 入会 者 5 名, 退会 者 8 名 。 3) 昭和 33 年 度 会 計 決 算 報告 並び に 昭和 34 年 度 
収支 予算 案 の 承 認 。 

幹事 評議 員 会 昭和 33 年 1 月 24 日 (+) 12 時 30 分 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鍼 床 学 
BACHE CHE, 次 の 潤 事 が 可決 され た 。 

出席 者 渡辺 万 次 郎 (SR), MARES IL ISL MARE, 千 藤 忠昌 , 八森 健三, 
TORR KE, 早川 典 久 各 評議 員 

ie 事 1. 評議 員 の 分 担 決 定 庶務 : 河野 義 礼 , 会 計 : MARE, We: KAR 
— (fH), 行事 : 千 藤 忠昌 , 図書 : 待 場 勇 , SB: 八木 健三 

2. 文部省 科学 研究 費 配 分 委員 の 選出 。 河野 義 礼 , 竹内 常 彦 , 八木 健三 , 石川 俊夫 , 
渡辺 武男 以上 5 名 推薦 承認 。 


会 員 動 静 GRAS) WAS GEASS), YORE (東北 大 
学 理 学部 岩 鉄 教室 ), 片山 次 男 (日 東金 属 讐 山 株 式 会 社 本 社 ), BL (名 古屋 大 学 理 学 
部 地球 科学 教 許 ), FEARS (九州 大 学 教養 部 地学 教 宰 ) 

GES) PIER. 山本 学 , BOC, WE, 小泉 茂樹 , 谷 意 治 , EKER 

【 転 勤 及び 転居 〕 石塚 義彦 (東京 都 千 代田 区 丸の内 1 の 8 古河 鉄 業 株 式 会 社 ), RAE 
男 (宮城 県 栗原 郡 息 沢 町 三菱 金属 株 式 会 社 細 倉 鉄 業 所 ), 中 鳥 和 一 (豊中 市 柴原 32 の 1 
大 阪 大 学 北 校 地学 教 妄 ) , BRM (青森 県 中 津軽 郡 西目屋 村川 原平 住友 金属 鉄山 株 式 会 
社 八 光 鍼 業 所 ), 岩 生 周一 (東京 都 小 金井 市 小金 井 新 田 栗山 通 118), 種村 光郎 (東京 者 
千代 田 区 大 手 町 1 の 4 大 手 町 ビル 内 セン トラ ル 税 子株 式 会 社 ), 山本 敏夫 (北海 首府 別 市 
上 芦別 町 東町 ) , 西原 元 男 (宇都 宮 市 篠井 町 東邦 亜鉛 株 式 会 社 富井 鉄 業 所 ), 山本 和 勇 (東京 
都 千 代田 区 平河 町 2 の 7 原子 燃料 公社 地質 課 ) , 大 久保 議 和 (和歌 山県 那賀 町 飯盛 鉄 業 
ih), 小 安土 信 一 (函館 市 柳 並 町 64 遣 愛 女 子 高校 ) 
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